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序

岩手県には、旧石器時代から連綿と続 く数多 くの遺跡が残されております。先人達が創造し

てきたこれらの貴重な文化遺産を保存 し、後世に伝えていくことは、私達県民に課せ られた責

務であるといえましょう。一方、広大な面積を有し、その大部分が山地である本県にあっては

地域開発による社会資本の充実も県民の切実な願いであります。

このような埋蔵文化財の保護、保存 と開発との調和は今日的な課題であり、当岩手県文化振

興事業国は埋蔵文化財センターの創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもと、開発事業

によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまいりま

した。

本報告書は、経営体育成基盤整備事業に関連して平成21年度に発掘調査を行った北上市更木

新田地区に所在する野沢Ⅱ遺跡および舟渡 IoⅡ 遺跡の調査結果をまとめたものであります。発

掘調査によって、この地域に平安時代の集落跡が存在していたことが明らかになりました。他

にも縄文～弥生時代 。近世の遺構や遺物が見つかっており、長きにわたって生活に利用されて

いた場所であることも判りました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財行政に対する理解の一助に

なれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に御援助・御協力を賜 りました岩

手県県南広域振興局農政部北上農村整備センター・北上市教育委員会をはじめとする関係各位

に哀心より感謝申し上げます。

平成23年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 池  田 克 典



口

1 本報告書は、岩手県北上市更木に所在する野沢Ⅱ遺跡・舟渡 I・ Ⅱ遺跡の発掘調査の結果を収録
したものである。

2 本遺跡の調査は、経営体育成基盤整備事業に関わる事前の緊急発掘調査である。調査は岩手県教
育委員会事務局生涯学習文化課と岩手県県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室 (現岩手県

県南広域振興局農政部北上農村整備センター)と の協議を経て、(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センターが委託を受け、受託事業として実施した。なお、費用負担は岩手県教育委員会が岩

手県県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室に農家負担分を補助している。

3 本遺跡の調査成果は、すでに『平成21年度発掘調査報告書』 (岩手県文化振興事業国埋蔵文化財
調査報告書第571集 )において発表しているが、内容については本書が優先する。

4 岩手県遺跡登録台帳に登録されている野沢Ⅱ遺跡 。舟渡 IoⅡ 遺跡の遺跡番号と遺跡略号は、次
の通りである。

野沢Ⅱ遺跡   遺跡番号 M E46-2306/遺跡略号 NZⅡ -09

舟渡 I遺跡   遺跡番号 M E46-1390/遺跡略号 FTI-09
舟渡Ⅱ遺跡   遺跡番号 M E46-2314/遺跡略号 FTコ ー09
5 今回調査を行った舟渡 IoⅡ 遺跡は、岩手県教育委員会が作成した『岩手県遺跡情報検索システ
ム (花巻・北上地方振興局管内)』 においてそれぞれ別遺跡として登録されており、本来は別遺跡と

して章立てし、報告すべきものであるが、今回の調査区が両遺跡に挟まれた遺跡範囲外部分を含む

こと、また今回の調査結果を受けてこれまでの遺跡範囲の見直しが行われることとなったが、本報

告書作成期間内にその結果が判らないことから、今回は舟渡 I・ Ⅱ遺跡としてまとめて報告する。

6 野外調査の面積・期間・担当者は、次の通りである。
野沢Ⅱ遺跡 4,500ゴ /平成21年 4月 10日～8月 5日 /菅 常久・溜 浩二郎・山田めぐみ

舟渡 IoⅡ 遺跡 11,847∬ /平成21年 5月 11日 ～■月13日 /     ″

7 室内整理の期間・担当者は次の通りである。
野沢Ⅱ遺跡  平成21年 11月 2日 ～平成22年 3月 31日 溜 浩二郎・山田めぐみ
舟渡 I・ Ⅱ遺跡 平成21年 11月 2日 ～平成22年 3月 31日 菅 常久・山田めぐみ
8 遺物の鑑定は、次の機関に依頼した。
石材鑑定 :花尚岩協会

炭化材同定 :木炭協会

9 基準点測量は、株式会社キタテックに委託した。
10 野外調査と室内整理にあたっては、次の方々の御協力と御指導をいただいた (敬称略)。

北上市教育委員会

11 本報告書の編集については、溜浩二郎が行った。各章の執筆については第 I章「調査に至る経過」

は岩手県県南広域振興局農政部北上農村整備センターに原稿を依頼し、執筆していただいたもので

ある。第Ⅱ章～Ⅳ章は溜、第V章は山田が墓壊 。柱穴状土坑・溝跡、それ以外を菅が執筆した。

12 本遺跡の調査で得られた一切の資料、出土遺物 。撮影写真・遺構実測図・遺物実測図は、岩手県

立埋蔵文化財センターにおいて保管している。

例
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調査に至る経過

野沢Ⅱ遺跡、舟渡 I・ Ⅱ遺跡は、「経営体育成基盤整備事業更木新田地区」のほ場整備に伴い、そ

の事業区域内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

本地区は北上市の北東、花巻市との市境に位置し、現況は小区画・不整形な水田で、なおかつ幅員

狭小な農道となっていることから、作業効率が悪く、また用排水兼用の上側溝水路のため、用水不足

や排水不良となっており、維持管理に支障を来しているところである。このため、本事業地区におい

ては、大区画ほ場整備を実施することで、農作業の効率化、生産コストの削減、生産性の向上等を図

り、農地集積による安定した経営体および担い手農家の育成を目的として事業着手したものである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、北上地方振興局農村整備室から平成17年 10

月11日 付北地農整第460号、県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室から平成18年 11月 9日付北

総農整第580‐ 1号、平成19年 2月 23日 付北総農整第580‐2号「経営体育成基盤整備事業更木新田地区に係

る埋蔵文化財の試掘調査 (依頼)」 により岩手県教育委員会に姑して試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成17年 10月 12日 ～平成19年 2月 27日 にかけてそれぞれ試掘調査

を実施し、工事に着手するには舟渡 I遺跡、野沢 I・ Ⅱ遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成18年 3

月31日付教生第1887号、平成19年 1月 31日 付教生第1474号、平成19年 3月 7日付教生第1660号「経営

体育成基盤整備事業更木新田地区予定箇所における埋蔵文化財の試掘調査について (回容)」 により

それぞれ回答してきた。

その結果を踏まえ、当農村整備室は岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成21年 4月 8日付

けで財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

なお、岩手県県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室は、岩手県広域振興局再編に伴い、平

成22年度より岩手県県南広域振興局農政部北上農村整備センターとして事業継続がなされている。

(岩手県県南広域振興局農政部北上農村整備センター)

遺跡周辺の地理的環境

遺 跡 の 位 置

野沢Ⅱ遺跡・舟渡 I・ Ⅱ遺跡が所在する北上市更木新田地区は、北上市北東部の北緯39度20分02秒

～ 39度20分02秒、東経141度08分25秒～ 141度09分09の地点に位置し、北上山地の北西端部、北上川

左岸に立地する。遺跡は国土地理院発行の5万分の 1地形図「花巻」NJ-54-13-16(盛 岡16号)お よび

「北上」NJ‐54-14-13(一関13号 )の図幅に含まれる。

北上市は県都盛岡市から南方約47kmの距離にあり、総面積は437.55∬。北に花巻市、南に金ヶ崎町、

東に奥州市、西に西和賀町が隣接する。古くから交通の要衝として栄え、藩政時代の黒沢尻は北上川

舟運の南部落最南端の商港であった。平成 3年 4月 に旧北上市、和賀町、江釣子村の3市町村が合併

し、現在の北上市となった。
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2 地形と地質

2地 形 と 地 質

遺跡は北上市と花巻市の東側を蛇行し、南流する北上川左岸に立地し、地形的には北上川河谷平野

に載る。この平野は北上川の流路変遷の過程を示す谷底平野及び氾濫平野や自然堤防、旧河道などで

構成され、一様に低平ではない低地が発達している。この北上川河谷平野を境にして東西で地勢は大

きく異なり、対照的な様相を呈する。北上川より東側は早池峰山 (標高1,914m)を 最高峰に剣ヶ峰

(1,827m)・ 中岳 (1,679m)・ 鶏頭山 (1,445m)・ 毛無森山 (1,427m)な どの高山が東西に連なった『早

池峰連峰』を形成する北上山地が広がるが、遺跡周辺は北上山地の西縁丘陵地域で、比較的なだらか

な山地が広がり、水乞山 (287m)。 物見山 (294m)・ 明神岳 (356m)・ 館山 (329m)な どの低山が

概ね標高300m前後、丘陵地は標高150～ 300mの中小起伏山地帯が広がっている。また地質は花満岩

類・蛇紋岩・安山岩で構成される古生層と砂層・頁岩で構成される鮮新生層を基盤とする山地や丘陵

地が入り組んで発達している。対して北上川西側は、急峻で起伏の大きな奥羽山脈が分布 し、その東

側の断層崖下には奥羽山脈から発した急勾配の1可川が北上川へ合流する。ゆえに砂礫の堆積は著しく、

扇状地性台地が発達している。

表層地質においても地形同様に北上川河谷平野を境として東西で対照的な様相を呈 している。北上

山地側では第三紀の安山岩質岩石が大部分を占め、奥羽山脈側では沖積世の砂礫層を挟むように第四

紀のロームが広がっている。遺跡のある北上川河谷平野は未固結堆積物である沖積世の砂礫層で構成

されている。

参考文献

岩手県企画開発室 (北上山系開発)

岩手県企画開発室 (北上山系開発)

3 遺跡周辺の歴史的環境

(1)北 上 市 の遺 跡

平成21年 3月 現在、岩手県教育委員会が作成した『岩手県遺跡情報検索システム (花巻・北上地方

振興局管内)』 によれば、北上市内では508箇所の遺跡が登録されている。全体の31%に あたる158遺

跡は複数の時代にまたがる複合遺跡である。時代別にみると旧石器時代13遺跡、縄文時代279遺跡、

弥生時代26遺跡、古墳時代 6遺跡、奈良 。平安時代257遺跡、中世96遺跡、近世21遺跡で、縄文時代

と奈良・平安時代の遺構・遺物が見つかった遺跡は周知されている遺跡全体の半数をそれぞれ超えて

いる。遺跡のある北上川の沖積平野上には主に古代の集落遺跡が多く、東側の北上山地縁辺部にあた

る丘陵地上には縄文時代の遺跡や中世城館があり、全体としては、沖積平野に占地する縄文時代の遺

跡は段丘あるいは山地に位置する遺跡に比べて少ない傾向にあり、沖積平野上にある遺跡では縄文時

代の遺物は散布した状態で出土することが多い傾向がある。

(2)周 辺 の 遺 跡

更木地区とその周辺には、縄文時代から近世にかけての遺跡が多く分布している。特に平安時代の

集落跡や中世城館跡が多く見受けられるが、そのなかには縄文時代 。弥生時代などを含む複合遺跡も

あり、古来より人々が生活の場として利用し続けていたことがわかる。周辺の遺跡 (第 4図)に は北

1976『北上山系開発地域 土地分類基本調査 花巻』

1976『北上山系開発地域 土地分類基本調査 北上』
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3 遺跡周辺の歴史的環境

上市の遺跡と併せて今回の事業に関連して調査が行われた花巻市の遺跡も含めた76遺跡を掲載した。

ここでは、調査を行った更木地区とその周辺の遺跡を中心に時代ごとに概観していきたい。

縄文時代の追跡では国指定史跡になっている八天遺跡が代表的な遺跡である。人天遺跡は北上川中

流域左岸の段丘上に形成された縄文時代中期後半から後期にかけての集落跡であり、巨大な円形の大

形住居跡や500基 を超える土坑群が見つかっている。特に円形大形住居跡は、円形住居としては縄文

時代最大級の例である。土坑からは仮面に用いられたと思われる土製の耳・鼻・口といった土製品、

大量の焼人骨が発見されている。更木地区周辺には、他にも童子洞遺跡、神行田遺跡、根岸遺跡など

多くの縄文時代の追跡が見つかっている。

弥生時代の遺跡では戸桜遺跡、六日市遺跡、黒岩宿遺跡などが遺物散布地として知られている程度

であるが、今回調査を行った野沢Ⅱ遺跡、舟渡 I・ Ⅱ遺跡でも弥生時代前期を中心とする遺物が少量

ながら見つかった。また野沢Ⅱ遺跡では竪穴住居跡が 1棟見つかっていることから、北上川流域の微

高地に集落が点在していた可能性が考えられる。

古墳～奈良時代までは目立った遺跡はないが、律令国家の支配下に置かれる9世紀以降になると再

び北上川流域を中心として多くの集落が営まれるようになる。平安時代の集落跡は9世紀から10世紀

にかけてのものが多く、今回の事業に関連して調査が行われた遺跡では平成19年度に調査が行われた

山口遺跡、小川屋敷遺跡、六日市遺跡、平成20。 21年に調査を行った野沢Ⅱ遺跡、舟渡 I・ Ⅱ遺跡で

竪穴住居跡等が見つかっている。他にも今回調査が行われた更木地区の沖積地には未調査ではあるが、

中の屋敷 I・ Ⅱ遺跡、石名畑追跡、大森遺跡などがある。また、11世紀には国見山廃寺を中核として

寺院が建てられるが、更木地区周辺の古代寺院跡としては大竹廃寺跡と白山廃寺跡がある。大竹廃寺

跡は更木地区大竹の標高180mの山頂付近に所在し、桁行 5間、梁間 4間の巨大な堂宇の跡が検出さ

れた。金堂跡と推定されているその堂宇からは、土師器や須恵器、須恵系土器などの遺物の他に鉄鐘

も出上している。白山廃寺跡は、白山権現の十一面観音像を鎮守とした寺院である。移動されている

礎石もあるが、桁行き約11間、梁行き約 5間、礎石が径 4尺という瓦葺きの経蔵をもった11世紀頃の

寺院であることがわかっている。

中世になると更木地区には和賀郡を治めていた中世領主である和賀氏の本城であったとされる更木

館があったが、開田工事によってその形状が失われているため詳細は不明である。和賀氏は黒岩城か

ら更木館に移り、最後に二子の地に城を構えたといわれている。それが、和賀氏の最後にして最大の

城館であった二子城跡 (飛勢城跡)である。平成19年に調査が行われ、北上川右岸の成田地区で調査

した成田岩田堂館遺跡のある地域も、二子城跡の揚手としての機能を果たしていたとされ、古くから

馬場野という地名も残っている。また、和賀氏の家臣であった成田藤内の居館があったと伝えられて

おり、建物跡も検出されている。二子城跡は、天正18年 (1590年 )の奥州仕置によって、和賀氏が追

放されるまで本城としての役割を呆たしていた。周辺には家臣屋敷や寺社、城下町も存在し、政治的・

経済的にも重要な役割を担っていたと考えられている。県内最大の中世墓である五輪壇遺跡は、和賀

領主の墓である可能性が高いとされている。土壇の上には五輪塔が建てられ、その土壇の中に何体も

の火葬骨がおさめられている。そして、その上壇を囲むように二重の堀が巡るという大規模な墓であ

る。中世の墳墓には、他にも上川端塚群、四十九里Ⅲ遺跡などがある。上川端塚群は、方形や円形の

塚が 8基以上現存しており、土葬墓で中世末～近世前半のものと推定されている。

近世においては、調査例が少なく、調査されていても遺跡内に散在する程度で詳細は不明な場合が

多い。今回、調査を実施した野沢Ⅱ遺跡 。舟渡 I遺跡・舟渡Ⅱ遺跡からは、近世の掘立柱建物跡や建

物を構成していたと思われる柱穴や近世陶磁器がみつかっており、近世以降も生活の場として利用さ
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Ⅱ 遺跡周辺の地理的環境

第 4図 周辺の遺跡分布図
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3 遺跡周辺の歴史的環境

第 1表 周辺の遺跡一覧

NO 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物など

1 穂貫田
散布地・

集落跡
隠文・古代

縄文土器、土師器、須薦

器等

2 駒板
散布地・

集落跡
縄文・古代 縄文土器、石器、陶磁器

3 大木 集落跡 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器

4
�
ギ 集落跡 古代 竪穴住居跡・土師器。鍋

5 成田 I 散布地 占代 土師器・須恵器

6 成田Ⅱ 散布地 古代 土師器・須恵器
7 成田Ⅲ 散布地 平安 土師器

8 小学校西 集落跡 平安
土師器・須恵器・方頭六

刀残欠

9 成田一里塚 一里塚 近世 一里塚2基

下成田 散布地 平安 縄文土器・須恵器

戎田館 城館跡 中世

或田 散布地 古代・縄文
縄文土器・土師器・須恵

器・土坑

成田岩田堂

館

散布地・

城館跡

縄文・古代・

中世
縄文土器・石器

14 二子城跡
城館跡・

散布地
中世・縄文

堀・帝郭・縄文土器・陶

磁器

伊勢 散布地 近世

侠子沢 集落跡 平安
翌穴住居跡・土師器・須

隷器

楽館 〔布地 平安 土師器 。竪穴住居跡

上川端塚群 責墓 中世 責丘

上川端 I 教布地 平安 土師器・須恵器

上,II端 Ⅱ 数布地 占代 土師器

五輪壇 責墓 中世 上壇・周溝

南田Ⅱ 親本地 健文 縄文土器

南田 I 集落跡 隠文・平安
縄文土器・土師器・須恵

器・竪穴住居跡

堰向 I 散布地 隠文・古代 土師器・須恵器 石匙

堰向Ⅱ 案落跡 古代 土師器・須恵器

鳥喰 I 案落跡 古代 土師器・須恵器

鳥喰Ⅱ 故布地 古代 土師器

西川目 集落跡 古代 土師器。須恵器

明神 I 簑布地 古代 土師器

りζネ申Ⅱ 散布地 古代 土師器

高屋 I 散布地 古代 須恵器

高屋 Ⅱ 地 き代 須恵器

二子一里塚 一里塚 近世 ―里塚 2基

中島 散布地 古代 土師器

岡島 女布地 古代 土師器・須恵器

相野野 敦布地 古代 土師器

下川端 集落跡 平安 土師器・須恵器

兄引 集落跡 平安 土師器・須恵器

1・オ↓ 集落跡 平安
縄文土器・土師器・須着

器

尺木堀の内 散布地 平安 土師器

No 遺跡名 種別 時代 遺構。遺物など

大竹廃寺跡 寺院跡 平安 土師器・須恵器・鉄鐘

山口 散布地 平安 土師器

小川屋敷 散布地 平安 土師器・須恵器

市の川 I 散布地 平安 土師器・須恵器

市の川Ⅱ 散布地 平安・近世 土師器・陶磁器

六日市 散布地
平安・近世・

弥生

上師器・陶磁器・弥生土

器

中の屋敷 I 散布地 平安 土師器

中の屋敷Ⅱ 散布地 平安 土師器

石名畑 散布地 平安 須恵器

大森 散布地 平安 土師器・須恵器

童子洞 散布地 隠文 縄文土器 (後期)、 石器

館 山 歎布地 縄文 隠文土器、石器

更木館 戒館跡 中世 要郭・lTB切

戸桜 散布地
平安・近世・

弥生・縄文

土師器・陶磁器・弥生土器。

縄文土器

舟渡 I 散布地 隠文・平安 土師器 。石器

舟渡Ⅱ 故布地 近世
陶磁器 (美濃産)・屋敷跡、

墓があったとされる

野沢 I 散布地 健文・平安
縄文土器 (後期)・土師器・

須恵器

中宿 散布地 隠文 縄文土器・石皿・石斧

野沢 ] 散布地 平安 土師器

八天北 散布地 平安 土師器

ほケサ饉幅 域館跡 中世

羽久保館 城館跡 中世

天王館 城館跡 中世 空堀・主郭・腰郭

下欠野館 暁館跡 中世 主郭・堀

入天 集落跡 隠文
縄文土器・石器・竪穴住

居跡・土製品

平沢堀ノ内 残館跡 中世 堀

三坊木 散布地 平安・縄文
縄文土器・土師器・須恵

器

三坊木館
城餌跡

散布地
中世・縄文

縄文土器・土師器・須恵

器

易沢 I t布地 占代 土師器・須恵器

易沢館
散布地・

城館跡
隠文・中世 縄文土器 (中期)

14行日 散布地 縄文
縄文土器 (中期・晩期)

石器

鳴巣 I 散布地 縄文 。平安 縄文土器 ,かわらけ

ilg巣Ⅱ 散布地 古代 土師器・須恵器

白山廃寺跡 寺院跡 平安
布目瓦・かわらけ・礎石

建物跡

黒岩城跡
散布地・

城館跡

蠅文・中世・

平安

隠文土器 (中期)・ かわら

け・陶磁器・堀・主郭・

lI郵

黒岩宿 柔落跡
蠅文・弥生・

平安

縄文土器・弥生土器・か

わらけ ,常滑

れていたことがわかった。

参考文献

北上市 1968『北上市史』第1巻 原始・古代 (1)

(財)岩手県埋蔵文化財センター 2008『市の川遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡・六日市遺跡・八天北遺跡』

岩手県埋文センター文化財調査報告書第543集
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Ⅲ 調査の経過と方法

1 野外調査の経緯

野沢Ⅱ遺跡

4月 10日  調査開始。現場設営・環境整備。
4月 27日 基準点設置。
6月 16日  航空写真撮影実施。
7月 3日 調査終了確認。
8月 5日 調査終了。

舟渡 I・ Ⅱ遺跡

5月 11日 ～ 15日  重機による表土除去を開始した。
6月 22日～ 30日 重機による表土除去作業を再開した。
7月 17日  人力による遺構検出作業を開始した。
9月 25日 調査区東側の航空写真撮影実施。
9月 29日 調査区東側の部分終了確認。
ク   現地公開を実施。

10月 2日 調査区東側の調査終了。
11月 6日  調査区西側の部分終了確認。
11月 10日  航空写真撮影実施。
11月 13日 調査終了。現場撤収。

(*終了確認はいずれも委託者・岩手県教育委員会・埋文センターの 3者による)

2 野タト調査の方法

(1)グ リッドの設定

平面直角座標第X系のX=-73,100,000、 Y=26,400.000を 原点として100× 100mの大グリッドを設

定し、これを25等分し、4× 4mの小グリッドとしている。調査原点は昨年度調査を行った野沢 I・

野沢Ⅱ・舟渡 I・ 戸桜遺跡の原点より西に100mの位置となっている。大グリッドの呼称は原点を起

点に南方向へ I～Ⅸ、東方向へA～ L、 小グリッドの呼称は南方向へ 1～ 25、 東方向へ a～ yと し

ている。小グリッドの呼称はIAlaと なる。

(2)基 準 点 の 設 定

遺構の実測に利用するため調査区内に基準点および補助点を株式会社キタテックに委託して打設し

た。座標値はいずれも世界測地系によるもので、各遺跡の基準点および補助点の成果値と杭高は第5

図に示したとおりである。

(3)表土除去と遺構の検出

各遺跡の調査に先立って、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課による事前の試掘調査が実施さ

れている。この試掘により調査対象区内の水田。畑・未舗装道路などに盛土・耕作上が厚く堆積し、
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Ⅲ 調査の経過と方法

その下に古代の遺構・遺物が包蔵されている層が確認されたため、表土除去は重機で行い、その後人

力による遺構検出を行った。また、古代の遺構・遺物がない箇所についてはさらに重機で下層まで掘

り下げ、縄文時代の遺構・遺物の有無を確認した。

(4)遺構の精査 と実測

調査で検出された遺構は以下の手順で調査を進めた。

本調査区

竪穴住居跡 。焼成遺構は4分法で土坑 。焼土遺構は 2分法で行い、埋上の堆積状況の確認を行いな

がら掘り下げた。柱穴状土坑については検出時に柱痕を確認し、光波 トランシット使用による平面図

に作成後、セクシヨンベルトを設け、断面確認→完掘の順で作業を行った。

確認調査区

原則検出時の写真撮影および平面図作成後、最小限の断面確認を行ったが、柱穴状土坑については

検出のみの調査である。

(5)遺物の取 り上げ方

遺物の取り上げは遺構内と遺構外に大別し、遺構内出土遺物については遺構名と相対的層位 (検出

面 。上位 。中位・下位・底面)を記し、遺構外出土遺物についてはグリッドおよび出土層位を記して

取り上げたが、この際、グリッドを跨いで取 り上げたものについてはグリッド名を複数記した。また、

取 り上げに際しては事前に必要に応じて平面図の作成および写真撮影を行っている。

(6)写 真 撮 影

調査記録用にデジタルー眼レフカメラ (Canon EOS50D)1台 、モノクローム 6× 7 cm半 Jカ メラ

1台を使用した。撮影にあたって、整理時の混乱を防ぐため撮影内容を記入した撮影カードを対象遺

構撮影前に撮影している。その他、調査期間中にセスナ機による航空写真撮影を3回実施した。

3 室内整理の手順 と方法

(1)作 業 経 過

各遺跡の室内整理期間は前述の例言のとおりで、整理作業は出土遺物の洗浄と遺物の仕分けは野外

調査と平行して現地および室内で行った。また、土器の接合・復元作業・実測図作成・拓影作成など

の作業は室内で行った。整理担当者はこれらの作業の確認・点検と平行して、図面合成 。原稿執筆・

各種観察表の作成等の作業を実施した。

(2)遺 物

現場で洗浄した遺物の注記作業から開始し、続いて接合・復元を行った。その過程で本書に掲載す

るものを抽出し、それらの実測図を作成、 トレースした。抽出にあたっては遺構内のものについては
小破片でもなるべく掲載するようにした。遺構外のものについては出土地点・層位などを考慮して選

別した。実測と平行して、これらを撮影し、合わせて登録作業を行った。

(3)遺 構

実測図を点検。合成しながら遺構の検討を行った。その後、第 2原図を作成し、その トレースを行っ

た。また、野外調査で撮影した遺構の写真も整理し、台帳登録をしている。その後、掲載するものを

抽出し、 トリミングなどを行った後に写真図版とした。
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3 室内整理の手順と方法

(4)掲 載 図

掲載している遺構の縮尺は平面図・断面図ともに竪穴住居跡・掘立柱建物跡は1/50、 住居内カマド

の断面図は1/25、 土坑・焼土・井戸跡は平面図・断面図ともに 1/40、 柱穴状土坑の平面図は1/100、

溝跡は平面図は1/50・ 1/100、 断面図は1/50と した。また、遺物掲載は土器・礫石器は1/3、 剥片石器・

土製品・石製品・金属遺物は1/2を基本とした。ただし、一部異なるものもあるため、各図にスケー

ルおよび縮尺を付した。写真図版については縮尺不定である。また、図中において竪穴住居内の土坑・

柱穴、掘立柱建物跡・柱穴列を含む柱穴状土坑は「PP」、土器は「 P」、石器・礫は「 S」、遺構内出

上の掲載遺物は ( )内 に掲載番号を表記した。スクリーントーンの使用は凡例図 (第 6図)の とお
りであるが、これ以外の使用については使用箇所に用例を表記した。各遺構の計測値表記については

土坑類は長軸×短軸、竪穴住居跡は同時期に使用されているカマドの主軸 (煙道部)方向に平行する
面×主軸と直交する垂線を有する面である。

〔遺構〕

〔遺物〕

gI 国
黒色処理       回転ナデ

鸞

土  器

◇

辮
石 器

Ａ

船

船

‐――

円

Ｗ

Ｖ

出

酪

↑

長
‐

刊

上

□ 囲
ミガキ ヘラナデ

炭化物・材

ヘラケズリ
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

1遺 跡 の 立 地

北上川によって形成された自然堤防上に立地する。

畑等である。              ´

2基 本 土 層

遺跡の標高は64m前後で、調査前の現況は水田・

ⅧJ21uグリッドの南側壁面を基本土層とした。調査区内においては全体に地形の起伏により、後世

の整地造成の影響で、遺構検出面であるⅢ層が削平され、なくなっている場所もあるが、元来の層序

は北上川の決水による影響を受けた堆積層で以下の順である。 I層 は耕作上でⅡ層は黒褐色シルトが

堆積するが、時期は不明である。Ⅲ層は暗褐色シルトで2層に分層され、上層 (Ⅲ a)が古代以降の

堆積層、下層 (Ⅲ b)が主に弥生時代の遺物を含む堆積層である。Ⅳ層以下からは遺構・遺物は見つ

かっていない。

I層 義
3層に分層される。いずれも灰責 ド

生~  L=64300m

褐色シルトで耕作上である。層厚

Ⅱ 層

は30cm前後である。

10YR3/2 黒褐色シル ト 粘性あ
り しまりあり炭化物 1%未満含
む。層厚0～ 12cm。

10YR3/3 暗褐色シル ト 粘性あ
り しま りあ り 明褐色焼土粒
(7.5YR5/6 径 3111111)を 1%未満含

む。古代面。

10YR3/4 暗褐色シル ト 粘性や
やあり しまりあり 縄文・弥生
土器出土。

10YR4/4 褐色粘土質シル ト 粘
性あり しまりあり 層厚 8～ 14
cm。

Ⅲ a層

Ⅲ b層

Ⅳ 層

第7図 基本土層

10YR3/2 黒褐色シルト 粘性ややあり しまりあり 層厚12～ 24cm。
10YR4/3 にぶい黄褐色シルト やや砂質 粘性ややあり しまりあり

3調 査 の 概 要

本遺跡の調査は昨年も実施されているが、今回の調査はその南側に隣接した箇所である。全体面積

は4,500だのうち本調査区が2,210だ、確認調査区が2,290ポで確認調査区では遺構検出後に半裁のみを

5(m)

層

層

Ｖ
　
Ⅵ
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4 検出した遺構

行った。

4 検 出 した 遺 構

検出した遺構は竪穴住居跡 5棟 (弥生 1棟、

(弥生 1基、近世 2基 )、 溝状遺構 9条 (平安 1

土坑137個で、他に性格不明遺構が 1基ある。́

(1)竪 穴 住 居 跡

古代4棟のうち平安 3棟・詳細不明 l棟 )、 土坑 3基

条、近世以降8条)、 井戸跡 1基 (近世以降)、 柱穴状

1号住居跡 (第 8。 9図、写真図版 4)

<位置・検出・重複関係> Ⅷ116u。 16vグ リッドに跨って位置する。検出はⅣ層であるが、Ⅲb層

を掘 り込んでいる。遺構の南側が調査区外へと延びている。

<形状・規模> 遺構の南側が調査区外にあるため、形状・規模の詳細は不明であるが、調査した部

分から形状は円形状であると推測される。

<埋土> 埋土は自然堆積で上～中位は暗褐色シルト、下位は黒褐色シルトを主体とする。
<床面・壁面> 床面はほぼ平坦であるが、一部が撹乱を受けている。壁面は東壁・西壁ともに直立

気味に立ち上がるが、西壁の方が緩く傾斜している。壁高は東壁 16cm、 西壁20cmである。

<炉 > 住居の中央部にあたる部分に構築されていると考えられ、大きさ6～ 22cmの 自然礫を方形

状に配置した石囲炉である。構成礫を含む炉の規模は約60× 56cmで囲みの内側に燃焼により褐色に変

化した焼土粒や炭化物が散布している。

<遺物> 遺構の認識が遅れたため、遺構内からの出土遺物は確認できなかったが、検出時に周辺か

Ⅷ H7v十

Ⅷ H6v+
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A―A'(埋 土断面 )
1 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性・しまりあり にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)3%混 入。
2 10YR3/1 黒褐色ンルト 粘性 。しまりあり 橙色焼土粒 (75YR6/6径 51u)、 炭化物 (径 511)1%未満含む。
3 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しまりあり にぶい董掲色シルト(10YR4/3)20～30%混入。
4 10YR3麗  暗褐色シルト60%、 10YR3/3 暗褐色シルト40%の混合土層。粘性・しまりあり

↓__  L‐63600m

Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

1:25(炉 断面図)   lm
l:50            2m

ド十~ L‐ 63600m   _二 当

Ⅳ層

a― a'、 b― b'(炉 断面 )
1 10YR3/3 暗褐色シルト
10～15m)3%、 75YR4/3
2 10YR3/2 黒褐色シルト

粘性・しまりあり 75YR4/6 褐色焼土 (径
褐色焼±20%、 径 31Bの炭化物粒 1%含む。
粘性 しまりなし

0

第9図  1号住居跡(2)

らは弥生時代前期の上器片が出土している。

時期 遺構の検出状況から弥生時代前半に属する可能性が考えられる。

2号住居跡 (第 10。 32図、写真図版 5・ 51)

<位置 。検出・重複関係> Ⅷ」21x・ 21y・ 22x・ 22yグ リッドに跨って位置する。Ⅳ層で検出したが、
遺構の廷びる南側壁面の上層観察により、Ⅲb層 を掘り込んでいることが確認された。遺構南半は調

査区外へと延びている。

<形状・規模> 遺構の大半が調査区外のため、詳細な規模は不明であるが、調査した部分から形状
は方形状と推定される。

<埋土> 埋上の上～中位は暗褐色シルト、下位はにぶい責褐色シルトを主体とし、壁面付近に黒褐
色シル トが堆積する。

<カ マ ド> 煙道～煙出部の一部のみ検出した。煙道部は今Jり 貫き式の構造で調査した煙道部の規模
は長さが約100cm、 最大幅が約31cmで、住居北西壁面側からおよそN-50° 一Wの方向に延び、先端

部に向かって約13度傾斜して下る。煙出部の開口部径は約31× 30cmを 測り、深さ44cmで煙道部上面に

あたるが、煙道部はさらに20cm北西方向へと延びる。

<床面・壁面> 床面には黒褐色シルトと褐色シル トの混合土によって 8～ 26cmの厚さで貼 り床が

施され、確認できた壁面は南東・北東壁で垂直～やや外傾気味に立ち上がる。壁残存値は南東壁が38

cm、 北東壁が32cmである。

<遺物> とが北西壁付近の埋土中～下位付近で出上した。球胴奏の胴部下～底部の破片で、調整は

外面はヘラケズリ、内面はハケメが施されている。

時期 調査した箇所が遺構全体の一部のため詳細時期は不明である。
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4 検出した遺構

la     L=64200m

伴
L=63700m当

毬 島

A― A'(埋 土断面 )
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 しまりあり 径10Haの 炭化物片1%未満含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり
3 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しまりあり
4 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シルト 粘性・しまりあり 0  1::号∽マ断面動 ぅ鴛

a― a'(カマ ド煙道部 )
1 10YR4/3 にパい黄掲色シルト 粘性なし しまりあり 黒褐色焼土粒 (75YR2/2
径 5～ 8al)3%含 む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりあり 黒掲色焼土粒 に5YR2/2径 10
～20HII)15～ 20%含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト50%、 炭化物30%、 黒褐色焼土粒 (75YR2/2径 20
al)20%の混合土層。粘性・しまりあり
4 名5YR3/1 黒褐色シルト90%、 黒褐色焼土粒 (75YR2/2径 20at)10%の 混合土層。
粘性 。しまりなし

第10図  2号住居跡

3号住居跡 (第 11・ 12・ 32・ 33図、写真図版 6～ 8・ 51・ 52)

<調査経過> 本遺構は確認調査区にあるため、検出のみの調査予定であったが、遺構確認面が表上

直下であることや検出した際に遺物が土中に多く残った状態で出土したこともあり、精査を行うこと

となった。精査の途中で住居の使用が新旧 2時期あることが判明した。

古段階

<位置・検出・重複関係> ⅧK10e・ 10g。 1le・ 1lgグ リッドに跨って位置し、表上下のⅣ層で検出

した。重複している遺構はないが建て替えによる再構築の形跡が確認された。遺構の北側は調査区外

へと延びる。

<形状・規模・主軸方向> 遺構北側が調査区外のため、全体は不明である。形状は方形状であると

考えられるが東西側の壁面に対し、南壁面がやや歪んでいる。規模は遺構北側が調査区外のため調査
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

した部分のみであるが、東西3.54m、 南北3.14mで ある。カマ ドに準じた主軸は S-78° ―Eの方向

である。

<埋土> 新住居の床面から旧住居床面 (新住居貼床土)ま では約 8～ 14cmで、埋土は上～中位が

暗褐色シルト、下位が黒褐色シルトを主体とする堆積である。

<床面・壁面> 床面はほぼ平坦で、 4～ 14cmの厚さで貼 り床が施されている。壁高は南壁28cm、

西壁34cm、 東壁34cmである。

<カ マ ド> 東壁面の南側に構築されている。床面に明確な焼成痕は確認できないが、袖部を含めた

約134× 110cmの範囲に赤褐色焼土粒を含む炭化物の拡がりを確認した。カマ ドは袖部以外は崩壊した

状態であったが、煙道部の構造は割 り貫き式で長さは約130cm、 最大幅が約30c血で、住居側から煙出

部へ約12度傾斜して下る。煙出部は円形で規模は開口部が約86× 32cm、 深さは108cmである。

<土坑> 3基 検出した。PPl。 2は円形であるが、PP3は 不整な形状を呈する。土坑内から出

土した遺物はない。

<遺物> 2～ 10が出上した。 2～ 9は土器で 2・ 6は カマ ド煙道部、 4は カマ ド内、 3・ 5。 7

は住居床面、 8,9は 貼床土から主に出上した。すべて破損した状態である。 2は土師器必、 3は須

恵器郭でロクロ成形による。 2の体部外面下端にはケズリ調整が施されている。 4～ 7は土師器奏で

器面調整は外面が口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデとヘラケズリ、内面には 3・ 4・ 6・ 7がヘラ

ナデ、 5がハケメが施されている。また 7の底部外面には木葉痕が確認できる。 8は口縁部破片であ

るが器種は不明、 9は須恵器奏の胴部破片である。10は磨石で床面から出土した。

時期 出土した遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。

新段階

<位置・検出> ⅧK10e・ 10g。 lle。 1lgグ リッドに跨って位置し、表上下のⅣ層で検出した。旧住

居を東側に拡張して構築されたものである。また、南壁の一部にも拡張したあとが認められる。

<形状 。規模・主軸方向> 遺構の北側が調査区外のため、全体は不明であるが、形状は方形状であ
ると考えられるが東西側の壁面に対し、南壁面がやや歪んでいる。規模は遺構の北側が調査区外へと

廷びるため調査部分のみであるが、東西4.30m、 南北3.14mで ある。

<埋土> 埋土は暗褐色シルトをした堆積で、中位に黒褐色シル トが混入している。
<床面。壁面> 床面はほぼ平坦で、暗褐色シルトを貼 り床としている。壁高は南壁 18cm、 西壁22cm、

東壁24cmで、いずれも外傾気味に立ち上がる。

<カ マ ド> 調査した部分でカマ ドは見つかっていないが、遺物の出土状況から北側壁面に構築され

ていた可能性が高い。

<遺物 > 11～ 17が出上した。12・ 13。 15が床面、他は埋土中からの出上である。また12・ 15は カ

マ ドと考えられる場所に近いところからの出土である。11～ 14は邦で11が土師器、12～ 14は須恵器

である。いずれもロクロ成形によるもので11。 12・ 14の底部外面には回転糸切 り痕が認められる。ま

た、14の底部外面には刻線が三叉状に施され、さらに接地面には赤色付着物が認められる。15。 16は

土師器奏で15はやや歪んだ器形をし、器面調整は口縁部内外がヨコナデ、胴部は外面がヘラナデ・へ

ラケズリ、内面はヘラナデ、底部外面にはケズリが施されている。

時期 出土した遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。
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4 検出した遺構

L‐64100m

1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり
2 10YR3/4 暗褐色シルト やや砂質 粘性なし しまりあり
3 10YR3/8 暗褐色粘土質シルト 粘性・しまりあり 赤褐色焼上 (5 YR4/8)1%未満、炭化
物 1%含む。
4 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性あり しまりややあり 径 2u lの水酸化鉄粒 1%含む。
5 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり 炭化物 1%含む。
6 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり
7 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)50%混 合。似占
床上 )
8 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 しまりあり 径 54uの 炭化物 1%未満合む。 (新住居貼床
土 )

札m咤

代

=■
■
=二 =.苺 、

ヽヽ ヽとヽ rヽri(こ
))ナミ、

卜_ュ            L‐
64■ 00m げ引

B― B.(埋土断面 )
1 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり赤掲色焼土粒 (5YR4/6)、 径 3auの炭化物
粒 1%未満含む。
10YR3/4 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり 1層 より明色。
10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘性・しまりあり 赤褐色焼上 (5YR4/8)1%未満、炭化物 l
%含む。
10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しまりあり 径 2～ 3111の炭化物粒 1%含む。
10YR3/8 暗褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり 褐色シルト (10YR4/4)3%含む。壁
面上か ?

6 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性。しまりあり にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)50%混 合。(貼床土)
PPI

C岸鶴型唱ざ

:う具(::】 ;7く
こ3

1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり
径 2～ 3 cmの礫少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 粘性 。しまり
あり径 2～ 3 cnの礫少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり
4 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 粘性 しまり
あり 径 3～ 5 cmの礫多量含む。

PP3

e洋
6370哨

e'

ジ

1 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト60%、 10YR3/3
暗褐色砂40%の 混合土層。粘性・しまりあ
り
2 10YR3/3暗褐色砂 粘性なし しまりあり
にぶい黄褐色シル ト(10YR4/3)10%混入。

疹w廠

PPNo 径 (cm) 深さ(cm)

1 46X44

2 48× 44

3 60× 48

2、     3号 住 (新段階)埋土

A一A'(埋上断面 )

3   3号住 (新段階〉埋土

Ｐ２

印

〉

泣

d― d'
1 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘性・しま
りあり 径 5～ 8unの炭化物 1%含む。
2 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 粘性ややあり
しまりあり
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

L‐64000m

a― a'(カマ ド燃焼部～煙出部 )
1 10YR3た  暗掲色シルト 粘性・しまりあり 径 8～ 10HHの 炭化物橙色焼土 (5YR6/6)ブロックで5%含む。炭化物 1
%含む。新住居貼床土。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり 暗赤褐色焼土 (5YR3/4)10%含 む。
3 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり            ´
4 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり
5 10YR3/3 暗褐色シルト粘性 。しまりあり 赤褐色焼土 (5YR4/6径 5 1da)1%未満含む。天丼部に燃焼痕 (5 YR2/

1黒褐色)確認。
6 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘性 しまりあり 1層より明色。赤褐色焼土 (5 YR4/6)1%未 満含む。
7 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・しまりあり 壁際に黒褐色焼土 17 5YR2/21混 入。

島韓聯〔君暑辞与を岳:よい毒サ科ちJf子好離1。/。A満含む。!二

'撻

勇,‰。やや砂質粘性ややありしまりあり褐色焼土
卜           L=63800m            当  2 10YR2/1 黒色シルト 粘性ややあり しまりあり 炭化物70%、 橙色焼土粒

(5 YR6/6径 2～ 3 Hul)1～ 2%含む。0
10YR3/3 暗褐色シルト60%、 75YR2/1黒 色シルト40%の混合土層。 粘性 しまりあり
10YR3/8 暗褐色焼土 粘性・しまりあり
75YR2/1 黒色シルト 粘性 。しまりあり 炭化物90%、 溶けた状態で混入。褐色焼土
粒 (■5YR4/6径 8～ 10DI)1%含む。
10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しまりあり
10YR2/2 黒褐色ンルト 粘性なし しまりあり炭化物50～70%含む。
10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり
10YR3/3 暗褐色砂質シルト 粘性・しまりあり

0            1:25           1m
|

3号住居跡 (新段階〉

L‐64400m
A― A'、 B― B'(埋土断面 )
1 10YR3/4 暗褐色シルト やや砂質 粘性ややあり しまりあ
り 赤褐色焼土粒 (5 YR4/6)1%未 満含む。
2 10YR2/3～ 3/3 黒色～暗褐色ンルト 粘性・しまりあり
3 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性 。しまりあり 径 2～ 3uuの炭化
物粒 1%未満含む。
4 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり
5 10YR4/3 にぶい責褐色シルト 粘性 。しまりあり

0           1:50          9m

七KH

L‐64500m

第12図  3号住居跡 (古段階。新段階 )
-19-



4 検出した遺構

4号住居跡 (第 13。 14。 33・ 34図、写真図版 9。 10・ 52・ 53)

<位置・検出・重複関係> Ⅷ116v。 16wグ リッドに跨って位置し、Ⅲb層で検出した。本遺構の南
西壁面が 1号住居跡と重複し、これを切っていた可能性があるが、 1号住居のプランが炉を確認する
まで気づかなかったこともあり、壁面の切 り合いは明確ではない。

<形状 。規模 。主軸方向> 遺構南側が調査区外のため、遺構全体の詳細は不明であるが、形状は方
形状であると考えられる。規模は東西3,66m、 南北3.20m(残存計測値)である。カマ ドに準じた主
軸方向は S-76° ―Eである。

<埋土> 埋土は自然堆積で上位が暗褐色シルト、中～下位が灰責褐色シルトを主体とし、壁際に明
褐色焼土粒・炭化物粒を含む暗褐色シルト層が堆積している。

<床面・壁面> 床面には緩い凹凸はあるがほぼ平坦で、中央部の貼 り床が曖味なのに対し、壁際は
溝状の掘 り込みになっており、深さ4～ 14cmで貼 り床が施されている。壁はいずれも内湾気味に立

ち上がり、壁高は北壁26cm、 西壁30cm、 東壁26cmである。

<カ マ ド> 遺構全体を確認していないが、東側壁面の中央～やや南寄りに構築されている。カマ ド
の袖部 。天丼部には大きさ約18～ 28cmの細長い礫を用いて芯材とし、これに灰黄褐色・暗褐色のシ

ルトを覆い貼 り付けて構築されている。カマ ドの袖部内側の約98× 54cmの範囲に赤褐色焼上の拡がり

が確認され、焼上の厚さは最大で 5 cIIlを測る。煙道部の構造はくり貫き式で、規模は長さが約80cm、

最大幅が約20cm、 高さが約10～ 14cm、 焚き口側から煙出部に向かって、約 4度傾斜 して下る。煙出

部はピット状を呈し、開口部の形状は惰円形で、規模は約56× 42cm、 深さは54cmである。底面に向か

い北側にやや傾斜している。

<土坑類> 5基 検出した。 PPl。 2の底面からは土器片が出土している。
<遺物 > 18～ 23が出上し、18は床面、19。 20は カマ ド周辺、19。 21～ 23は PPlの 埋土からそれ
ぞれ出土した。18は ロクロ成形による土師器郭、19～ 23は土師器甕でいずれもロクロは使用されて

いない。

時期 出土した遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。

七I“w

十皿vx

0            1:50           2m

PPNo 径 (cn) 深さ (cm)

1 72× 48a

2 40X34a

3 60× 52

4 54× 52

5 37X30
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伴  L‐
63700m

A― A'、 B― B'(埋土断面 )
1 10YR3/3 暗掲色シルト 粘性 しまりあり
%混合。明褐色焼土粒 (5 YR5/6径 5～ 7 dE)
2 10YR4/2 灰責褐色シルト 粘性 しまりあり
3 10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性 。しまりあり
～ 5 1du)1%含 む。
4 10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性 。しまりあり
～ 3 ald)、 炭化物粒 1%未満含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色シルト70%、 10YR4/3
合土層。粘性 。しまりあり 貼床土。

Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

暗褐色シルト(10YR3た )20
1%未満含む。

明褐色焼土粒 (5YR5お 径 3

暗褐色シルト(10YR3れ 径 2

にぶい黄褐色シルト30%の混

a― a'(カ マ ド燃焼部～煙道部 )
1 10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性 。しまりあり 黒褐色焼土粒 (10YR2/2径
10alu前後)3%含 む。
2 10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性 しまりあり にぶい黄褐色シルト(10YR5た )
1～ 2%含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘性 。しまりあり 黒褐色焼土 (10YR2/2径
5～ 711)3%含 む。
4 10YR3れ  暗褐色シルト 粘性・しまりあり 黒褐色焼土粒 (10YR2/2径
10H al)1%含 む。

5 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・しまりあり 黒褐色焼土粒 ●5YR2/2)3
%含む。
6 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しまりややあり 黒褐色焼土 (10YR2/2)
30%含む。
7 10YR2/3 黒褐色ンルト50%、 10YR5れ イこぶい黄掲色ンルト50%の混合土
層。極褐色焼± 1%含 む。粘性 。しまりあり
8 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性 しまりあり 褐色焼土 (75YR4々 )20%含
む。

9 10YR4/2 灰責褐色シルト 粘性 しまりあり
10 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性・しまりあり
H 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性・しまりあり 径 7～ 10ndの 炭化物片l～ 2
%、 径 3～ 5 1umの赤掲色焼土粒 (5 YR4/8)1～ 2%含む。
12 10YR4/2 灰黄褐色ンルト30%、 5YR4/8 赤褐色焼±70%の混合土。粘
性・しまりあり

PP2

を‐63400m
dトーー ーー引 d'

2ラ氏
ここ:テ
ア=・

1

d― d'
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性
しまりあ り 赤 褐 色焼 土 (5
YR4/6)1%混入。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性
しまりあ りにぶ い黄褐色 シル ト

(10YR4/3)10%混 入。
3 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・
しまりあり にぶい責褐色ンルト
(10Y R4/3)1%、 赤褐色焼土
(5 YR4/6)1%未 満含む。

1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・
しまりあり赤褐色焼土 (5 YR4/6)
10%含 む。
2 10YR3/3 暗褐色シルト50%、
10YR4/3 にぶい黄掲 色ンルト50
%の混合土層。粘性 しまりあり
3 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シ
ルト 粘性 。しまりあり

f― f'

1 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性・
しまりあり にぶい責褐色シルト
(10YR4/3)1～ 2%含む。
2 1と ほぼ同じ
3 10YR3/2 黒桐色ンルト 粘性 ‐
しまりあり
4 10YR3/2 黒褐色シルト60%、
10YR4/3 にぶい黄褐色シルト40
%の混合土層。粘性 。しまりあり
5 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性・
しまりあり にぶい黄褐色土粒
(10YR4/3径 5 4al)1%含む。
6 10YR3/2 黒褐色シルト70%、
10YR4/8 1こぶい黄褐色シルト30
%の混合土層。粘性・しまりあり

脚唖ＰＰ３部”深

0  1i:B働マ晰硼 】4

百《三三≦5正三三夏重三要更ご三正三正三ζ≡正三三三二ZEテ島

lb  L‐ 63700m

PPl

c卜二二Q3600m 当 c

絲 官
1 10YR3/2 黒掲色シルト70%、 10YR4/3
にぶい黄褐色シルト30%の混合土層。粘
性・しまりあり 径2～ 3 duの炭化物1%
未満含む。
2 10YR3/2 黒褐色粘土質ンルト 粘
性あり しまりややあり 褐色焼土
(75YR4/3)20%混 入。径 5～ 7alalの
炭化物片 1%含む。土器片多く含む。
3 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性・しま
りあり 褐色焼土 (75YR4/3)1%、
径 5 aldの 炭化物 1%含 む。
4 10YR3/2 黒褐色ンルト 粘性・しま
りあり

g即36駒g'

y
g― g'
1 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しま
りあり
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘性 。し
まりあり水酸化鉄 3%混入。

第14図  4号住居跡 (2)
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4 検出した遺構

5号住居跡 (第 15～ 17。 34図、写真図版11・ 12・ 53)

<位置・検出 。重複関係> ⅧJ18q・ 18rグ リッドにr●kつ て位置し、Ⅲb層で検出した。重複する遺
構はない。本遺構の検出にあたっては、煙出部検出後に半裁し、煙道部の方向を確認することで、住

居のおおよその位置は把握できたが、煙出部と同レベルで住居本体のプランは確認できなかった。

<形状・規模> 遺構の北壁東部が調査区外であるが、形状は隅九方形を呈し、規模は東西3.92m、
南北3.80mで ある。

<埋土> 埋土は自然堆積で上位が暗褐色シル ト、中位が黄燈色火山灰 (十和田 a降下火山灰と考え
られる)を含む暗褐色シル ト、下位に明責褐色粘土を多く含む暗褐色シル トが堆積 している。

<床面・壁面> 床面はほぼ平坦で、床面全体に厚さ4～ 18cmで貼 り床が施されている。壁はいず
れも内湾 。外傾気味に立ち上がり、壁高は北壁31cIIl、 南壁37cm、 東壁29cm、 西壁45cmで ある。

<カ マ ド> カマ ドは南東部壁面隅に構築されている。カマ ドの軸方向は S-31° ―Eである。カマ

ドには大きさ約20～ 30cmの礫を芯材 として用い、責褐色シルト混じりの暗褐色シル トを貼 り付けて

構築されている。カマ ド袖部内側の約60× 60cmの範囲が赤褐色に焼け、焼土の厚さは最大で 7 cmあ る。

煙道部の構造は到 り貫き式で、規模は長さが約110cm、 最大幅が約29cm、 高さが約26～ 28cm、 焚き口

側から煙出部に向かって約19度傾斜して下る。煙出部の開口部は楕円形で規模は約52× 40cm、 深さは

75cm、 煙出部の底面には大きさ20～ 30cmの礫が混入し、煙道部も含め、底面にはにぶい赤褐色焼土、

災化物が多く混入している。

<土坑類> 7基 検出した。PPlは 貯蔵穴、 PP2～ 7は柱穴状土坑と考えられる。
遺物 24～ 29が出土した。26は埋土中からの出上であるが、他はカマ ドおよびその周辺の床面から

出土した。24～ 26は ロクロ成形の必で24は土師器、25。 26は須恵器で24の内面は黒色処理が施され

ヽ

影
/ ⅧJ18q引 ~

ダ

0            1:50           2m

疑 2囁」 当⊆》ドニ
O  υ                         PP4

〕
① 専

当◎キ
PP2

蜘 ⑤干
鸞6蜘

Of_

PPNo 径 (cm) 深さ (cm)

l 70× 56

2 46× 38

3 44X39

4 38× 38

5 38× 36

6 24× 22

7 30× 30
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

Ⅲb層

0            1:50           2m

一判

―当

隣

A― A'、 B― B'(埋上断面 )
1 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性なし しまりあり
2 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり 黄燈色火山灰 (10YR8/6)3%含 む。
3 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり 径 5 1ulの 炭化物粒 1%未満含む。
4 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり 径 5～ 7amの炭化物粒 1%未満含む。
5 10YR3/3 暗掲色シルト 粘性 。しまりあり 明黄褐色粘土 (loYR6お )30%混 合。
6 10YR3/2 黒褐色シルト30%、 10YR3/3暗褐色シルト70%の 混合土層。粘性ややあり しまりあり
7 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり 明黄褐色シルト(10YR6/6)5%含 む。径 5～ 7 mmの炭
化物片1%未満含む。
8 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり
9 10YR4/3 にぶい責褐色シルト70%、 10YR3/2黒掲色シルト80%の混合土層。粘性ややあり しまりあり 径
3 mmの炭化物 1%未満含む。

カマド煙道部～燃焼部

し‐63500m

a― a'(カマド煙道部～燃焼部 )
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 しまりあり 暗褐色焼土 (75YR3/3)10%混入。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 しまりあり
3 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘性なし しまりあり径 3～ 5EEの炭化物片 1%未満含む。
4 ■5YR4/2 灰褐色焼土 粘性 。しまりあり
5 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質ンルト粘性 。しまりあり
6 10YR3/3 暗褐色シルト粘性 しまりあり 極暗褐色焼土 li5YR2/3径 1～ 2 cm)1%未 満含む。
7 10YR3/2 黒褐色シルト粘性 しまりあり 極暗褐色焼土 (75YR2/3径 1～ 2 cm)1～ 2%含む。
8 10YR3/2 黒褐色シルト粘性 しまりあり 極暗褐色焼土 (75YR2/3径 1～ 2 cm)1～ 2%含む。
9 10YR3/2 黒褐色シルト粘性 。しまりあり にぶい赤褐色焼土 (5 YR4れ)10%含む。
10 10YR3/2 黒掲色シルト粘性 。しまりあり にぶい赤褐色焼土 (5 YR4た)30%、 炭化物 5%混入。
■ 10YR3/3 暗褐色シルト粘性 。しまりあり にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)20%混 入。径 8～ 10almの炭化物 1%未満含
む。
12 10YR3/2 黒褐色シルト粘性 。しまりあり にぶい赤褐色焼土 (5 YR4れ)1%、 径 3 Dunの 炭化物 1%未満含む。
13 10YR3れ  暗褐色シルト60%、 10YR3/3暗褐色ンルト40%の混合土層。粘性 。しまりあり
14 10YR3/3 暗褐色シルト粘性 しまりあり 黒褐色焼土 (75YR2/1)10%含む。
15 5 YR4/6 赤褐色焼土 粘性ややあり しまりあり

カマド燃焼部 b― b'(カ マド抽部・燃焼部 )
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり 1こぶい黄褐色シルト(10YR4//3)1～
2%含む。
3 10YR3/3 暗褐色シルト90%、 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト10%の 混合土層。粘性
なししまりあり 径5ndの 炭化物粒 1%未満含む。
4 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり tζぶい黄褐色シルト(10YR73)10%
混入。炭化物 1%未満含む。
5 10YR3/3 暗褐色シルト70%、 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト30%の混合土層。粘性
しまりあり 径 3almの 炭化物 l°/。混入。
6 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性tまりあり 1こぶい赤褐色焼土粒 (5YR4/4)1～ 2%、
径5nIの 炭化物 1%未満含む。
10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性なししまりあり暗赤褐色焼土 (5YR3/3)10%含む。
5YR4/6 赤褐色焼土 粘性ややあり しまりあり
10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性tまりあり 黄褐色シルト(10YR5/6)3%混 入。
10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり 黄褐色シルト(10YR5/6)1～ 2%混
入。暗赤褐色焼土 (5YR3/3)1%含 む。
5YR3/3 暗赤褐色焼土iO%、 10YR5/6 黄褐色シルト30%の混合土層。粘性なし
しまりあり
10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり 黄掲色シルト(10YR5/6)10%含 む。
5YR3/3 暗赤褐色焼±60%、 10YR5/6 黄褐色シルト40%の混合土層。粘性・しまり
あり
10YR3/3 暗褐色シルト90%、 10YR5/4 黄褐色シルト10%の 混合土層。粘性 しまり
ややあり

0            1:25           1m

|

L=63300m
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第16図 5号住居跡 (2)
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4 検出した遺構

PP5

hF30鞠 r

蠣
1

c― c'(焼 土卜 2)
1 5YR3/6 暗赤褐色焼±30%、 75YR3/3暗
褐色焼±40%、 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色シ
ルト30%の混合土層。粘性 しまりあり 炭
化物 1%含む。

f― f'(PP3)
1 10YR3/2 黒褐色シルト50%、 10YR5た
にぶい黄褐色シルト50%の混合土層。粘性
しまりあり
2 10YR5/4 にぶい黄褐 色 シルト80%、
10YR3/2 黒褐色シルト20%の 混合土層。
粘性 しまりあり

i― ド (PP6)
1 10YR3/2 黒褐色シルト70%、 10YR5れ
にぶい黄褐色シルト30%の 混合土層。粘性
あり しまりややあり 層下位に炭化物 1%
含む。

ＰＰ６

鞘

Ｙ

PP3

f押 3000m r

ジ

C竪0撥ざ

PP2

e岸」30廼鞘e

W

d― d'(PPl)
1 10YR3/3暗 褐色シルト 粘性 。しまりあり
にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)5%、 径 2
～ 5HIの炭化物 1%未満含む。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 しまりあり
にぶい 黄褐色シルト(10YR4/3)3%、 暗
褐色焼土 (5YR3/6)1%含 む。
3 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘性 しま
りあり

g― g'(PP4)
1 10YR3/2 黒褐色シルト90%、 10YR5/4 に
ぶい黄褐色シルト10%の混合土層。粘性 。しま
りあり
2 10YR3/2 黒褐色シルト70%、 10YR5れ  に
ぶい黄褐色シルト30%の混合土層。粘性 。しま
りあり
3 10YR3/2 黒掲色シルト70%、 10YR5れ  に
ぶい黄褐色シルト30%の 混合土層。粘性 しま
りあり

PPフ (断面図なし)
1 10YR3/2 黒褐色シルト40%、 10YR5/3
にぶい黄褐色粘±60%の混合土層。粘性 。し
まりあり 水酸化鉄 5%含む。

第刊7図  5号住居跡 (3)

0            1:50           2m
l―

e― e'(PP2)
1 10YR3/2 黒掲色シルト50%、 10YR5れ
にぶい黄褐色シルト50%の混合土層。粘性・
しまりあり
2 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘性 しま
りあり 黒褐色シルト(10YR3/2)10%含 む。
3 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性・しまりあり
にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)1～ 2%含
む。

h― h'(PP5)
1 10YR3/2 黒褐色シルト60%、 10YR5れ
にぶい黄褐色シルト40%の 混合土層。粘
性 しまりあり
2 10YR3/2 黒褐色シルト70%、 10YR5れ
にぶい黄褐色シルト30%の 混合土層。粘
性 しまりあり
3 10YR3/2 黒褐色シルト90%、 10YR5れ
にぶい黄褐色シルト10%の 混合土層。粘
性 。しまりあり
4 10YR3/2 黒褐色ンルト 粘性 。しまりあ
り

ている。27～ 29は土師器奏で28は ロクロ成形で底部外面に回転糸切り痕が認められる。27・ 29は非

ロクロ成形によるもので27は筒型で細長い器形である。

時期 出上した遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。

(2)掘 立柱 建 物 跡

1号掘立柱建物跡 (第 18図、写真図版13)

<位置 。検出・重複関係> ⅧL19d。 19e。 20d。 20eグ リッドに跨って位置する。表土下のⅢb層で

検出し、周辺からは縄文土器が出上した。確認調査区に跨って位置するが、全て完掘した。

<平面形・規模> 4× 5間で、建物の方向はN-32° ―Wである。規模は桁行き6.10m、 梁間3.80
m前後である。

<柱穴> 18個検出した (P Pl～ 18)。 各柱穴の規模は下記の表のとおりである。

<遺物> なし。
時期 出土遺物がないので不明であるが、周辺から出土した遺物から近世の遺構と考えられる。

PPNo 径 (cm) 深 さ (cll) 柱痕径 (cm) PPNo 径 (cm) 深 さ (cl l) 柱痕径 (cm)

1 45 ×43 42 × 38

2 46 × 42 ll 54 × 40 15

3 47 × 40 44× 42

4

5

6

7 46 X40 38 × 36 14

8 40 × 36 9 17 48 × 40 15

9 44 × 38 46 × 40
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡
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PPl
l 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト 粘性ややあり しまりあり 水酸化鉄15%

: 協彰晏留る期 ηイト鵬 Й′やtttηぁチ肇朱喜赫ピ狭醜
む。
PP2
1 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト 粘性・しまりあり 層下に水酸化鉄30%含
む。
2 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 粘性・しまりあり
3 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト 粘性ややあり しまりあり 層下にやや砂質土
を含む。
PP3

〕 瀧 危 露 覇 錢 鷲 土塞 野 十 難だ率宅盈り しまりあり 水酸化鉄25%

3鳥 鞘越/2灰 責褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり 水酸イ破 15%含

P P4b°
1 10YR4/2 灰責褐色粘土質シルト 粘性ややあり しまりあり 層上～中に水酸

24`報 膠 挽妾褐色粘土質シルト 縦 ややあり しまりあり 水醐 ヒ鉄20%

3 8マ 負4/3 1こぶい黄褐色砂質シルト 粘性 しまりややあり 水酸化鉄20%含

1 :50

む。
PP5
1 10YR4/1 掲灰色粘上質シルト 粘性あり しまりなし 層下に水酸化鉄10%

2 3憔 4/2 灰黄褐色粘土質シルト 粘性ややあり しまりあり 水酸化鉄 7%

3亮 鞘立/3に ぶ�墳 褐色砂質シルト 粘性 。しまりややあり 水酸イ獣 15%含

P P 6b°

1 
誤溜毀歩:%晉惑

'色

粘土質シルト 粘性ややあり しまりあり 層中～下に水

3Pァ
YR3/4 暗褐色砂質シルト 粘性ややあり しまりあり

歩捉群ミ挑二じ繰獣越シ″件為態性蝶筋りしまりありにぶ崚褐色シル
PP台
(10YR4/3)が30%混入。

吉Pぎ
YR3/4 暗褐色シルト 粘性なし しまりややあり

1 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり
2 10YR3/3～ 3/4 暗褐色シルト 粘性・しまりややあり にぶい黄褐色シルト
(10YR4/3)力 i30%混入。

膿 、́  L=63300m

第18図  1号掘立柱建物跡
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4 検出した遺構

PP10
1 10YR3れ 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり 灰黄褐色粘土質シルト
(10YR4/2)を 20%含む。
2 10YR4/4 褐色砂質シル ト 粘性ややあ り しまりあり 暗褐色 シル ト
(10YR3れ )が40%混入。
3 10YR4た 褐色砂質シルト 粘性・しまりややあり
PPll
l 10YR3た 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり
2 10YR3た  暗褐色シルト 粘性なし しまりあり
3 10YR3/3～ 3れ 暗褐色砂質シルト粘性 ,し まりあり
PP12
1 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト 粘性・しまりややあり 水酸化鉄30%含む。
2w認

託 /司 輔 瀦 夫。
粘性・しまりあり 層中～下ににぶい責褐色砂質シルト

PP13
1 10YR4/1～ 4/2 褐灰～灰黄褐色ンルト 粘性なし しまりあり
2 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シルト 粘性あり しまりややあり
PP14
1 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト 粘性あり しまりなし 層上に褐と土プロッ
ク (10YR4れ  径20～50mm)3%、 中～下ににぶい黄褐 (10YR4/3)を 30%、 層

下に水酸化鉄 5%含む。
2 iI洸
巻患。
灰黄褐色粘土質シルト 粘性tまりあり 褐色粘上質シルト(10YR4/4)

3 10YR3れ  暗褐色シルト粘性 。しまりややあり
PP15
1 10YR4/1 褐灰色シルト 粘性ややあり しまりなし
2纂

晋∂質9τ特;%弯天。
粘性ややあり しまりあり 層下に10YR4/3に ぶい

PP16
1 10YR3れ 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり
PP17
1 
響習
4/2～ 4/1 灰黄褐～褐灰色シルト 粘性あり しまりなし 水酸化鉄 3%

2誤
Y身轡雀

4れ 購 褐～褐朧 シルト 粘イ性ややあり しまりあり 水囲 ヒ

写
P貰
詩R3れ 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり

ζ認¥影:瑶独膳糧色シ好
～
柏桂幕幕鍬ηしま′鍬η

(3)土 坑

1号土坑 (第 19図、写真図版14)

<位置 。検出・重複関係> ⅧK24hグ リッドに位置し、Ⅳ層で検出した。重複する遺構はない。
<平面形 。規模> 形状は円形で、規模は約0.84× 0.82mで ある。
<埋土> 埋上の中央部上～中位部分には明赤褐～褐色焼上があり、下位はにぶい責褐色シルト混じ
りの暗褐色シルトが堆積している。底面までの深さは16cmである。

遺物 なし。
時期 検出状況等から弥生時代前期の遺構である可能性が考えられる。

2号土坑 (第 19・ 35図、写真図版14・ 56)

<位置 。検出・重複関係 > ⅧL25kグ リッドに位置し、表土下のⅢ a層で検出した。重複する遺構
はない。遺構の南側は調査区外へと延びる。

<平面形・規模> 規模は東西が約2.14m、 南北は調査した部分で1,32mで ある。
<埋土> 埋上の大部分は礫混じりの暗褐色・黒褐色を主体とする層で、底面にグライ化した箇所が
一部確認された。

遺物 埋土から陶磁器が 3点出上した (30～ 32)。 他に縄文土器、土師器の破片も少量出土した。
時期 近世に属する遺構である。

3号土坑 (第 19・ 35図、写真図版14・ 56)

<位置・検出 。重複関係> ⅧL23i・ 24i。 24kグ リッドに跨って位置する。表土下のⅢ a層で検出し
た。柱穴状土坑 P P95～ 100と 重複し、これらを切る。遺構の南西側は調査区外へと延びる。検出時

に大きさ10～ 20cmの扁平な形をした礫が多 く混入しているのを確認した。

<平面形・規模 > 平面形は瓢箪状の不整な形状を呈 し、調査区内での計測値は北西 ―南束が
4.92m、 北東―南西が3.14mを測る。

<埋土・底面> 埋上の大部分が極暗褐色を主体とする層で、中央部の底面付近に一部黒褐色シルト
が堆積している。また、層中には水酸化鉄粒と礫が多く含まれ、礫は最大で50cmを 超えるものもある。

底面は全体に凹凸があり、北西側が高く、礫が密集して出土する北西端―中央部分までは傾斜して下

り、中央―南東端まではほぼ平坦である。

遺物 中央から西側に磨痕を確認できる扁平な礫が集中して出土し、砥石38～ 41も これに含まれる。
また埋土中から陶磁器の破片 (33～ 37)も 出土している。

時期 近世に属する遺構である。

-26-



札Kあ h

Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

1号土坑
A― A'
1 7 5YR5/6～ 5/8 明掲色焼 土  粘性 なし しまりややあ り 暗褐 色 シル ト
(10YR3/4)3%、 炭化物 5%含む。
2 75YR3/3～ 4/3 暗掲～褐色焼土 粘性 。しまりややあり 暗掲色シルト(10YR3/4)
20%含む。
3 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性・しまりあり にぶい黄褐～褐色粘土質シルト
(10YR4/3～ 4/4)を全体に40%含む。

2号土坑
A― A'
1 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性・しまりあり 水酸化鉄を30%含み、径10～ 501tt大 の
円礫が混入する。

2 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり 黒褐色シルト(10YR2/3径 10nJ)
をプロックで1%、 炭化物粒 (径 5al)、 焼上粒 (径 5～ 8 alal)を それぞれ1%、 10EE大
の円礫を1%未満含む。
75YR3/2 黒褐色シルト 粘性 。しまりあり 黒褐色ンルト(10YR2/3径 10ull大)を
プロックで 2%、 炭化物粒 (径 511大 )1%、 焼土粒 (径 2～ 3Hd)を 1%未満、10mt大
の円礫を1%未満含む。
75YR3/2 黒褐色シルト 粘性強い しまりあり 水酸化鉄を多く含み、径 l～ 3 mm
大の炭化物粒を2%含む。

2号土坑

伴  L=働
∞Om

A― A・
1 75YR2/3 極暗褐色シルト 粘性なし しまりあり 地山崩落上の褐色土粒 (■5YR4/6
径 1～ 2EE)を 2%、 水酸化鉄粒40%、 人頭大の礫を5%含む。近世の遺物を含む。
2 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性 。しまりあり 径501dd大の円礫を1%含む。

0                1,40              2m

調査区外

L‐ 62800m

第19図 1～ 3号土坑
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4 検出した遺構

(4)溝   跡

調査区全体で 9条検出した。時期は古代 1条、近世以降 7条、不明 1条である。遺構から出上した

遺物はない。

1号溝跡 (第 20図、写真図版16)

<位置・検出・重複関係> Ⅷ12m。 3m。 2́n。 3nグ リッドを跨いで位置し、表上下のⅢ a層で

検出した。 2号溝と重複し、これに切られる。遺構の南北端が調査区外へと延びる。確認 。本調査区

に跨っており、確認調査部分は検出のみの調査である。

<規模・形態・方向> 遺構の一部のため全体の規模は不明であるが、調査した部分での規模は長さ
9,72m、 上幅80～ 96cm、 下幅42～ 64cm、 方向は北西―南東方向で、底面の高低差はほとんどない。

<埋土> 埋土全体が暗褐色シルトを主体とした堆積である。層中には褐色シルトが粒状・ブロック
で混入するが、下位に多い。

時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

2号溝跡 (第 20図、写真図版16)

<位置・検出・重複関係> Ⅷ12n・ 2oグ リッドを跨いで位置し、表上下のⅢ a層で検出した。 1

号溝と重複し、これを切る。遺構の北東端が調査区外へと廷びる。確認 。本調査区に跨っており、遺

構の北西側約1.8mが本調査区である。

<規模・形態 。方向> 遺構の一部のため詳細は不明であるが、調査した部分での規模は長さ9.20m、
上幅28～ 50cm、 下幅18～ 38cm、 方向は南西―北東方向で、両端部底面の比高差は約 8 cmで、北東端

が低い。

<埋土> 上位～中位は暗褐色シルト、下位は黒色シルトを主体とする層の堆積である。
時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

3号溝跡 (第 21図、写真図版17)

<位置・検出・重複関係> Ⅷ」4c・ 5c。 5dグ リッドを跨いで位置し、表土下のⅢ a層で検出した。
重複する遺構はない。確認・本調査区に跨っており、遺構の南東端約30cmが本調査区である。

<規模・形態・方向> 規模は長さ6.84m、 上幅22～ 42cm、 下幅18cm、 方向は北西―南東でほぼ直
線に延びる。両端部底面の比高差は約32cmで、南東端が低い。

<埋土> 層全体が褐色シルト混じりの黒褐色シルトである。

時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

4号溝跡 (第 21図、写真図版17)

<位置・検出 。重複関係> ⅧJ7n～ p・ 8p・ 8q。 9q・ 9r。 10r。 10sグ リッドを跨いで位置し、

表上下のⅢ a層で検出した。重複する遺構はない。確認 。本調査区に跨っており、遺構の南東端約 5

mが本調査区である。

<規模 。形態・方向> 遺構の両端が調査区へ延びるため、全体の規模は不明であるが、調査した部
分の計測で長さ27,75m、 上幅28～ 84cm、 下幅28～ 44cm、 方向は北西一南東でほぼ直線に延びる。

両端部底面の比高差は約10cmで、南東端が低い。
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

<埋土> 層全体が黒褐色シルト混じりの灰褐色シル トである。
時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

5号溝跡 (第 21図、写真図版18)

<位置 。検出・重複関係> Ⅷ」7n～ p・ 8p・ 8q・ 9q。 9r・ 10r。 10sグ リッドを跨いで位置し、
表土下のⅢ a層で検出した。重複する遺構はない。確認 。本調査区に跨っており、遺構の南東側約半

分が本調査区である。

<規模・形態・方向> 遺構の両端が撹乱および調査区外へ延びるため全体の規模は不明であるが、
調査した部分で長さ17.80m、 上幅16～ 36cm、 下幅10～ 22cm、 方向は北西一南東でほぼ直線に延びる。

底面の比高差は約10cmで、南東側に向かって下がっている。

<埋土> 層全体が暗褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。
時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

6号溝跡 (第22図、写真図版18)

<位置・検出・重複関係 > ⅧL20g・ 21g。 21h・ 22h・ 22iグ リッドを跨いで位置し、表上下のⅢ a
層で検出した。重複する遺構はない。確認調査区のため、検出のみの調査である。

<規模・形態・方向> 規模は長さ5,80m、 上幅28～ 40cm、 下幅26～ 30cm、 方向は北西―南東でほ
ぼ直線に延びる。調査 した部分での底面の比高差は約 4 cmで、南東側に向かって下がっている。

<埋土> 上～中位は褐色上がブロックで混入する黒褐色シル ト層、下位は暗褐・黒褐色シルト混合
層である。

時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

7号溝跡 (第 22図、写真図版19)

<位置・検出・重複関係> ⅧJ19Sグ リッドに位置し、Ⅲ b層で検出した。重複する遺構はない。遺
構の南端は調査区外へ延び、また北端は撹乱のため、切られている。

<規模・形態・方向> 調査 した部分の規模は長さ3.98m、 上端幅28～ 32cm、 下端幅 8～ 16cm、 南
端部から北北東におよそN-12° ―Eの方向でほぼ直線上に延びる。両端の底面比高差は約 6 cmで、

北北東端が低い。

<埋土> 上～中位は黒褐色シル トににぶい黄褐色シル トが混入する層。下位は黒褐色シル トと黄褐
色シル トの混合土層である。

時期 検出状況などから古代に属する可能性がある。

8号溝跡 (第22図、写真図版19)

<位置・検出 。重複関係> Ⅷ116xグ リッドに位置し、Ⅲ a層で検出した。重複する遺構はない。遺
構の両端が調査区外へ延びている。

<規模・形態・方向> 調査した部分の規模は長さ3.58m、 上端幅14～ 36cm、 下端幅10～ 20cm、 南
端部から北北東にN-18° ―Eの方向で小さく蛇行しながら延びる。両端部の底面比高差は約14cmで

南端が低い。

<埋土> 上～中位は暗褐色シル ト、下位はにぶい責褐色粘土質シルトと暗褐色砂質シルトの混合土
層である。
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4 検出した遺構

時期 検出状況などから古代以降と考えられるが詳細は不明である。

9号溝跡 (第 22図、写真図版19)

<位置・検出・重複関係 > Ⅷ115s。 16sグ リッドに位置し、表土下のⅢ a層で検出した。重複する
遺構はなく、両端部は調査区外へ延びている。

<規模・形態・方向> 調査 した部分の規模は長さ3.50m、 上幅76～ 92cm、 下幅60～ 68cmで ほぼ南
北方向に延びる。両端の底面比高差は約 3 cmで、北端が低い。

<埋土> 上～中位はにぶい黄褐色土粒が微量混入する暗褐色シルト層で、下位は暗褐色砂質シルト・

粘土質シルトの混合土層である。

時期 検出状況などから近世以降に属すると考えられる。

.A L→帥∞mれ
IB L‐
64000喝

Ч
ズ   Bピ 聖ど

ト
2帥Ｗ3   4

A― A'、 B― B'
1 10YR3/4 暗掲色シルト 粘性ややあり しまりあり 径 5ml大の炭化物粒を2
%含む。褐色土粒 (■5YR4/4径10Ha)1%含 む。
2 10YR3た 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり 褐色シルト(75YR4/4
径10～20alal)プロックで3%含む。
3 10YR3/4 暗掲色シルト 粘性 。しまりあり 褐色土粒 (75YR4/4 径10～ 15
mm)2%含む。
4 75YR3/4 暗褐色シルト 粘性・しまりあり 褐色土粒 (75YR4/4 径 5～10
1dd)10%含む。 0   1:甜繭動  紹

A― A'、 B― B'
1 75YR3/8 黒褐色シルト 粘性なし しまりあり
プロックで 1%含む。
2 7 5YR4/3 暗褐色 シル ト 粘性ややあ り
(75YR3/3)を 1%含 む。地山崩落土との混合土。

暗褐色シルト(■ 5YR3/4)

しまりあり 黒褐色シルト
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

猛

4号溝

A卜
~と二]63(型迪ЧA

0

免

）禽

3号溝

「B―と=64.郷 Om―名

3号漏
A‐バ、B― B'
1 ■5YR3/2 黒褐色シルト 粘性なし しまりあり 褐
色に5YR4た)の地山崩落土をブロックで4o%含む。

5号薄

ATと
」箋駒 だ

V

BL-63.700m4BI

V
5号清
A―バ、BiBI
l 10マR2/3 黒褐色シルト 活
性なし しまりあ―り 暗褐色
ンルトに5Y工 3/4)を 2,O/O含
む3

4号溝

B卜二●
64000mHJ

0
4号溝
A‐パ、B― B'
1 75VR4/2 灰褐色シルト 粘
性強い しまりあり 黒褐色
主粒 175YR3/2径 1～ 5卿 )
40%含む。

■50(断面図〉  2n
0           1100          4�

第21図  3～ 5号溝跡
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4 検出した遺構
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

(5)井 戸 跡

1号井戸跡 (第 23図、写真図版15)

<位置・検出 。重複関係> ⅧL18d・ 19dグ リッドを中心に位置し、表土下のⅢ a層で検出した。重
複する遺構はない。遺構の北側一部が調査区外へと廷びる。確認調査区に位置するため、調査手段は

半裁のみである。

<平面形・規模 > 形状は円形で、規模は径2.32× 2.08mで ある。中央からやや北側の部分は径約0.8m
ほどのピット状の掘 り込みになっており、その上部からは大きさ約40cmほ どの礫や木片が出上してい

る。

<埋土> 埋上の上位が暗褐色シルトで、それ以下は黒褐色シル トを主体とする堆積層である。遺構
南側は水酸化鉄を多量に含む。底面までの深さは約54cmであるが、ピット状を呈する部分は68cmと や

や深くなっている。

時期 時期を特定できる遺物が見つかっていないため詳細は不明であるが、検出状況等から近世以降
と考えられる。

伴 L‐ 64 ЮOm

0       1:40

鞘

1号井戸跡
A― A'
1 75YR3/3
2 10YR2/2
3 10YR3/1
4 10YR2/2
5 10YR3/3
6 10YR2/3
7 ■5YR3/2
8 10YR2/3
9 10YR2/3
10 10YR2/3
11 10YR3/2
12 10YR2/2
13 10YR2/2

暗褐色ンルト 粘性なし しまりあり 5～ 10DII大の礫 1%、 水酸化鉄粒30%含む。
黒褐色シルト 粘性なし しまりあり 5 mm大の炭化物粒 1%、 水酸化鉄粒 1%含む。
黒褐色シルト 粘性・しまりややあり llm大の焼土粒を1%未満、5 cm大の礫を1%未満含む。近世以降の遺物を含む。
黒褐色シルト 粘性なし しまりややあり 2層 より砂質。lat大の炭化物粒を1%含む。水駿化鉄粒は2層より多く含む (2%)。
暗褐色シルト 粘性強い しまりややあり 2～ 5 nlm大の炭化物粒を2%含む。4層 より水酸化鉄粒を多く含む (4%)。
黒褐色シルト 粘性強い しまりあり 黒褐色砂質シルトが40%混入。水酸化鉄粒を1%含 む。
黒褐色ンルト 粘性強い しまりあり
黒褐色シルト 粘性・しまりややあり 1硼大の炭化物粒 1%、 水酸化鉄粒30%含む。
黒褐色シルト 粘性強い しまりややあり 砂50%混入。
黒褐色砂質シルト 粘性なし しまりややあり 2011大の小礫を1%含む。
黒褐色シルト 粘性・しまりややあり 10Hd大 の小礫を1%含む。砂50%混入。
黒褐色シルト 粘性なし しまりややあり 20～ 50mm大の小礫50%混入。
黒褐色砂質シルト 粘性 。しまりあり 黒褐色シルトが 1%混 じる。

第23図  1号井戸跡

(6)柱 穴 状 土 坑 (第24～ 28。 36図、写真図版13・ 56)

調査区北東部を中心に137個検出した。このうち91個 は確認調査区のため検出のみで未掘削である。

またPPl～ 4(1号柱穴列)、 PP5～ 8(2号柱穴列)は規則的な配列をなし、柱間距離はPP
l～ 4が各2.16m、 PP5～ 8が各2.14mを測る。各柱穴の規模・埋土等は第 2表のとおりである。

※確認調査のため
西半は検出のみ
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4 検出した遺構

第 2表 柱穴状土坑一覧

No
径

(cm)

深 さ
(cm)

検出面

標 高
(m)

柱痕径

(cm)
備 考

1 36 × 34 26 64.05 20 1号柱穴列

2 40× 32a つ
０ 63.91 18 1号柱穴列

3 51 × 40 46 63.91 19 1号柱穴列

4 46 × 40 38 63.92 20 1号柱穴列

5 49 × 36 つ
０
の
る 63.93 18 2号柱穴列

6 38 × 36 29 63.92 20 2号柱穴列

7 40 × 33 30 63.92 20 2号柱穴列

8 41 × 37 63.95 18 2号柱穴列

9 49 × 37 28 63.87

10 44× 34α 63.88 26

30 × 26 63.95 18

32 × 26 63.96 16

つ
υ 26× 22 63.94

つ
０

14 38 × 34 6398 24 42が出土

15 26 × 26 6395 14

16 42× 3Cl α 25 63.90 PP17と 重複

，
イ 49 × 39 20 63.91 PP16と 重複

18 43× 37 63.94

19 30 × 27 63.95

20 39 × 31 63.70 26

つ
と 42 × 36 63.71 29

22 33 × 29 63.76 10

つ
０
●
る 24 × 23 14 63.50 14

24 46 × 35 63.40 24

25 43 × 34 63.43 20 43が出土

26 46 × 30 63.46
つ
け

27 30 × 30 28 63.58 14

28 38 × 36 38 63.57 14

29 26 × 25 63.50
つ
０

30 63 × 60 63.51
ワ
ｒ 44が出土

65 × 58 52 63.49 18

32 34 × 29 63.44
ワ
ｒ

51 × 44
７つ

０
Ａ
υ 22

34 41 × 34 63.39 20

35 33 × 32 63.37 14

No
径

(cm)

深 さ
(cm)

検出面

標 高
(m)

柱痕径

(cm)
備 考

36 29 × 28 63.35

▼
ｒ 37 × 35 ８つ

υ
資
υ 23

38 50 × 45 63.38 26

39 39 × 36 63.36 20

40 48 × 42 63.40

41 42 X 37 26 63.52 16

42 29 × 23 21 63.51

43 62 × 62 6347

44 76 × 66 63.49 36

45 40 × 33 6342

46 72 × 64 6336 19

47 × 43 63.31 18

48 40 × 33 つ
０ 63.29 14

49 45 × 37 14 63.20 22

50 36 × 33 63.22 16

37 × 31 63.23
つ
々

52 38 × 34 63.19
つ
υ

53 48 × 46 63.16
つ
々
０
と

54 37 × 35 14 63.16 つ
々

55 38 × 36 63.18

56 28 × 26 63.14 18

57 40 × 40 63.19
ワ
イ

58 38× 34 63.11 14

59 48 × 38 62.87 16

60 46 × 42 62.82

61 48 × 39 62.73 つ
０
９

″

62 22 × 22 62,73 16

つ
υ
な
υ 44× 34 63,72

64 39 × 33 62.76

65 34 × 30 62.73

66 42 × 39 62.75 18

ワ
イ
食
υ 40 × 35 62.74 16

68 36 × 34 62.76

69 32 × 32 62.76 14

70 30 × 27 19 62.82 14
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No
径

(cm)

深 さ
(cm)

検出面

標 高
(m)

柱痕径

(cm)
備  考

ワ
Ｖ 46 × 46 50 62.89 18

つ
々
ワ
‘ 44 × 38 24 6284 16 PP73と 重複

73 44 × 41 49 62.82 19 PP72と 亘≧イ褒

74 48 × 39 20 62.81
ワ
イ

ワ
イ 43 × 30 62.75

76 38 × 34 62,76

ワ
イ
ラ
ｒ 40× 28α 62,74 PP78と 達ニオ寃

78 34 × 34 62,74
ワ
イ PP77と 重複

79 56 × 50 62.74

80 31 × 27 62.55 45がと日二L

81 42 × 30 62.61

つ
々
Ｏ
Ｏ 31 × 30 62.64 20

Ｏ
Ｏ 26 × 24 62.59 12

84 33 × 33 62.59 12

85 39 × 31 62.63 20

86 24× 22 62.64

87 30 × 28 62.70 16

88 46 × 32 30 62.68

89 36 × 32 62.69

90 40 × 36 33 62.70 PP91と 重複

91 49× 39α 18 62.69 PP90と 重複

92 44× 43 18 62.69 19

Ｏ
υ
〔
υ 64 × 52 62.65

94 40 × 33 16 62.59

95 50 × 42 15 62.68

96 52 × 42 26 62.48

ワ
イ
ａ
ｖ 28 × 28 15 62.46

98 411α ×3( 26 62.60 PP99と 還ニイ寃

99 42× 30α 18 62.55 PP98と 達よイ寃

100 30 × 29 16 62.29

101 32 × 28 62.65

102 36 × 35 62.66 18

103 38 × 34 62.66

104 29 × 29 62.50 16

No
径

ｃｍ

深 さ
(cm)

検出面
標 高
(m)

柱痕径

(cm)
備  考

105 45 × 44 62.67 16

106 36 × 30 62.42

107 58 × 54 62.40

108 36 × 34 62.21 21

109 39 × 31 62.18 12

H0 29 × 28 62.18 16

38 × 29 62.24

40 × 37 62.33 15

34 × 32 62,34 20

114 44 × 34 62.36

32 × 26 62.36

116 40 × 28 62.38 18

56 × 53 62.42 46が出ニヒ

118 38 × 36 19 6241 14

119 48 × 42 6224

120 40 × 38 62.20

121 44 × 34 62.20 21

122 30 × 25 62.19 16

123 36 × 36 ０つ
υ
つ
々
ａ
υ 22

124 39 × 34 62.34 16

125 34 × 34 ワ
イ

食
υ 15

126 54 × 40 62.20

ワ
′
つ
々 56 × 40 62.19 守

ｒ

128 43 × 40 62.21

129 46 × 42 62.36 20

130 58 × 49 62.24
Ｏ

υ

つ
う

つ
０ 46 × 36 6251 28

９

留

つ
０ 38 × 37 38 6336 ワ

！

つ
０
つ
０ 34 × 28 63.36

134 34 × 28 24 ０
け
つ
０
公
） 12

135 36 × 32 14 つ
じ
つ
υ
盗
υ 16

136 32 × 28 18 63.34 18

137 28× 20 16 63.21 12

Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡
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4 検出した遺構

（い］］〕）ＰＰ９　　　　ＰＰ３

1号柱穴列 (A―バ )
PPl
l 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性あり しまりなし にぶい黄褐色シルト
(10YR4/3)20%混 入。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性あり しまりなし にぶい黄褐色シルト
(10YR4/3)40%混 入。
3 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・しまりあり

PP2
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりなし
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり にぶい責褐色土
(10YR4/3)5%混 入。
3 10YR3/3 暗褐 色 シル ト 粘性 。しまりややあ り にぶい黄褐 色 土
(10YR4/3)10%混 入。
4 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・しまりあり

PP3
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりなし 径 1～ 4 cllの礫混入。
2 10YR3/8 暗褐粘土質シルト 粘性あり しまりややあり 層全体ににぶい
黄褐色シルト(10YR4/3)10%含 む。
3 10YR4/3～ 3/3 1こ ぶい黄褐～暗褐色シルト 粘性ややあり しまりあり

PP4
1 10YR3/3～ 4/4 暗褐色シルト 粘性なし しまりややあり 炭化物 1%含む
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性あり しまりややあり にぶい責褐色シルト
(10YR4/3)を 5%、 炭化物を1%含む。
3 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性なし しまりあり

2号柱穴列 (B-8つ
PP5
1 10YR4/2～4/3 灰責褐～にぶい責褐色シルト 粘性なし しまりややあり
暗褐色シルト(10YR3/3)50%混 入。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性あり しまりややあり
3 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色シルト 粘性 。しまりややあり
4 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘性あり しまりややあり 暗掲色シルト
(10YR3/3)10%混 入。

PP6
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性あり しまりややあり にぶい責褐色シルト
(10YR4/3)5%混 入。
2 10YR3/8 暗褐色シルト 粘性あり しまりややあり にぶい黄褐色シルト
(10YR4/3)40%混 入。
3 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘性・しまりあり
4 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘性ややあり 1層が30%混入。径 2～ 4
cnの礫30%混入。

PP7
1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 。しまりややあり
2 10YR3/3 暗褐粘土質シルト 粘性あり しまりややあり にぶい責褐色シ
ルト(10YR4/3)10%含 む。
3 10YR3/3～4 暗褐色粘上質シルト 粘性あり しまりややあり にぶい黄
褐色シルト(10YR4/3)40%含 む。

PP8
1 10YR3/8～ 4 暗褐色シルト 粘性・しまりややあり
2 10YR4/3～ 3/3 1こ ぶい黄褐～暗褐色シルト 粘性なし しまりあり

ぱ鞄

ドニーL‐ 64100m

-36-

第24図 桂穴状土坑 (PP刊 ～10)
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第25図 桂穴状土坑 (PPll～ 22)
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4 検出した遺構
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第26図 柱穴状土坑 (PP23～45)
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4 検出した遺構
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第28図 柱本状土1坑 (PP46～ 58・ 192～ 1(フ )



Ⅳ 野沢 Ⅱ遺跡

(7)性 格 不 明遺 構 (第 29。 30・ 36図、写真図版15。 55。 56)

<調査経過> 重機による表土除去時に暗褐色のプランが楕円状に確認され、検出面からは近世陶磁
器が見つかったことから、近世遺構と推定し、精査を行った。遺構が調査区外へと広がることから、

全体のプランは不明である。また、調査区内の遺構内部からは大きさ10～ 30cmほ どの礫が多量出土

したが、壁面の立ち上がりが曖味であったため、礫が出土する範囲をおおよそのプランと考えた。

<位置 。検出・重複関係> ⅨLlo・ 2oグリッドを中心に位置し、Ⅲa層で検出した。重複する遺
構はない。遺構東側の一部が調査区外へと廷びる。

<平面形・規模> 不整な形状で、規模は調査した部分で約7.76× 2.14mあ る。
<埋土> 1～ 4層は盛土および旧耕作土等で、 5～ 9層が遺構埋土である。主体は暗褐色シルトで

ある。北東側の5'6層 中には炭化物が多く含まれるが、本遺構との関連は不明である。
<焼土> 遺構の南西部において約2.20× 0.82mの 範囲で確認した。土坑状に掘り込まれ、最深部は
20cmある。底面と南西偵Iの壁面が強い焼成を受けた痕跡があり、焼土とともに径 5～ 8 cmの炭化物片

も出土した。検出面には礫が多く、本遺構との関係は不明である。

遺物 陶磁器片 (47～ 49)、 石器 (50～ 52)が出上した。石器はいずれも礫出土面と同じレベルか
らの出上で50・ 51は磨石、52は砥石である。陶磁器はいずれも埋土から出土した。

時期 出土した遺物から近世以降と考えられる。

司仔とョコ

r

炭化物が混入していた範囲
(埋土中)

0             1:50             2m●
／

第29図 性格不明遺構 (1)
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ル
ト
 
粘
性
な
し
 
し
ま
り
あ
り
 
径
5～
3
0a
l大
の
炭
化
物
粒
を
60
%、
赤
褐
色
焼
土
プ
ロ
ッ
ク
(2
 5
YR
4/
6 
径
10
DI
厚
)を
1%
含
む
。

7 
10
YR
3/
/4
 
暗
褐
色
シ
ル
ト
 
粘
性
な
し
 
し
ま
り
あ
り
 
水
酸
化
鉄
30
%含
む
。

3 
10
YR
3た
 
暗
褐
色
砂
質
ン
ル
ト
 
粘
性
な
し
 
し
ま
り
あ
り
 
径
20
～
30
41
大
の
円
礫
を
40
%含
む
。
近
世
以
降
の
遺
物
を
主
に
含
む
。

9 
10
YR
2/
2 
黒
褐
色
シ
ル
ト
 
粘
性
。
し
ま
り
あ
り
 
水
酸
化
鉄
を
20
%含
む
。
赤
褐
色
焼
土
粒
(2
 5
YR
4/
6 
径
lH
E大
)を
1%
含
む
。

性
格
不
明
遺
構
内
焼
土

1 
10
YR
2/
3 
黒
褐
色
シ
ル
ト
 
粘
性
な
し
 
し
ま
り
あ
り
 
赤
褐
色
焼
土
プ
ロ
ッ
ク

(2
 5
YR
4/
6 
径
10
～
20
11
大
)を
1%
未
満
含
む
。
径
5 
ma
大
の
炭
化
物
粒
を
7%
含

む
。

2 
10
YR
3/
4 
暗
褐
色
シ
ル
ト
 
粘
性
や
や
あ
り
 
し
ま
り
あ
り
 
径
50
n 
l大
の
炭
化
物
を
1

%、
赤
褐
焼
土
プ
ロ
ッ
ク
(2
 5
YR
4/
6)
を
2%
含
む
。

3 
5 
YR
3/
2 
極
暗
褐
色
シ
ル
ト
 
粘
性
強
い
 
し
ま
り
や
や
あ
り
 `
赤
褐
色
焼
土
プ
ロ
ッ
ク

(2
 5
YR
4/
6 
径
30
～
40
mm
大
)を
40
%、
径
30
～
40
um
大
の
炭
化
物
を
プ
ロ
ッ
タ
で
40

%含
む
。

4 
5Y
R3
/2
 
極
暗
褐
色
ン
ル
ト
 
粘
性
な
し
 
し
ま
り
や
や
あ
り
 
赤
褐
色
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク

(2
 5
YR
4/
6 
径
20
4m
大
)を
2%
、
径
5～
10
nI
大
の
炭
化
物
粒
を
1%
未
満
含
む
。

0 
  
  
  
1:
40
  
  
  
 1
m

陪
L‐
62
50
0m

遺
樽
内
焼
土
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5 出土遺物

5 出 土  遺  物 (第 32～ 39図、写真図版51～ 56)

縄文 。弥生土器

53・ 54は縄文時代中期の大木 8b新式に比定される深鉢の胴部破片でⅧ」18mグ リッドから出土し
た。55は縄文時代後期前半の波状口縁を有する深鉢形土器の口縁部破片である。56・ 57は縄文時代後

期後半の深鉢形土器の口縁部破片で56は 口縁上部に大小 1個の突起を有し、口縁には平行沈線文間に

連続する刻目文が施されている。58は晩期の鉢形土器の口縁部破片と考えられるが、沈線文が浅く、

摩滅しており、文様がはっきりしない。59は鉢形土器の口縁部破片で、口縁外面に 3条、内面に 2条

の沈線文が施されている。60は深鉢の胴部破片、61は壷形土器の口縁～胴部破片で62は蓋形台部破片

で細い沈線により文様が施されている。63～ 75は ⅨK2o・ 2p・ 3p・ 3qグ リッドから集中して出

上したもので弥生時代前半に属すると考えられる土器である。46以外は被片で器形全体がわかるもの

はないが、鉢・浅鉢・高必・壷などの一部破片と考えられる。

古代土器

76。 77以外はすべて遺構内から出上した。器種は土師器郭・奏、須恵器郭・奏 。長頸瓶などでイは

すべてロクロ使用によるもので、底部が残存しているものには回転糸切 り痕が確認できる。土師器と

須恵器の割合は4:6で 土師器郭で内面に黒色処理が施されているものは24と 高台付イの17のみであ
る。奏は大半が土師器の長胴甕で、球胴奏は 2号住居から出土した破片 1点のみである。須恵器は郭

が最も多く6点出上している。

石器

剥片万器はすべて遺構外からの出上で11点、礫石器は遺構内出土のものを中心に10点掲載した。こ

のうち78～ 83、 91・ 92は弥生土器が集中して出上したⅨK3p・ 3qグ リッドからである。剥片石器

の器種は石鏃 8点、石匙 3点で石材にはすべて奥羽山脈産の頁岩が使用されている。礫石器は砥石・

磨石類であるが、石材は砥石がすべて奥羽山脈産のデイサイトで、磨石類は奥羽山脈産のデイサイト・

斑岩、北上山地の閃緑岩が使用されている。

石製品

93の 1点のみである。垂飾品で滑車状の形状で両側から穿孔した痕跡がある。石材には北上山地産

の滑石が使用されている。

陶磁器

遺構内とその周辺から出上した19点 を掲載した。磁器は36・ 43の 2点で肥前産である。陶器は大堀

相馬産のものがもっとも多く (31～ 33・ 42・ 46～ 48。 94～ 96)、 瀬戸・美濃産や、肥前産のものは

少ない傾向にある。45は肥前産の皿で見込みが蛇目釉剥ぎで釉薬には銅緑釉が施されている。

-44-



Ⅳ 野沢 Ⅱ遺跡

%

78

±3
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第32図 遺構内出土遺物^ヽ
配
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5 出土遺物

0             1:3            10cn

了
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第33図 遺構内出土遺物 (2)

3号住居跡 (新段階)
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

∝

29

5号住居跡

第34図 遺構内出土遺物 (3)
-47-



5 出土遺物
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

＼＼`悪[::三 :::と !ケサ′i3

S/0弼

Ⅷ

0             1:3            10cn

性格不明遺構

第36図 遺構内出土遺物 (5)
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5 出土遺物

ガ
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鋲
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0        1:4        10cm
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0           1:3           10cm
53～ 59・ 61～ 65
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第37図 遺構外出土遺物 (縄文・弥生土器 )



Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

0             1:3            10cn
1
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第38図 遺構外出土遺物 (弥生土器・土師器 )
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第39図 遺構外出土遺物 (石器・石製品・陶器 )
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第
3表
 
縄
文
・
弥
生
土
器
観
察
表

|

ω

|

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位

外
面
(文
様
)

内
面
(文
様
・
調
整
)

備
考

図
版
写
図

Ⅷ
」
18
 s
 ・
 1
8m

Ⅳ
層

深
鉢

沈
線
文
、
複
節
斜
縄
文
(R
LR
)

ミ
ガ
キ

勺
面
に
煤
付
着

Ⅷ
」
18
m

Ⅳ
層

深
鉢

Ⅱ同
音
隅

沈
線
文

ミ
ガ
キ

WI
I 
L 
23
 i

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

波
状
口
縁
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ナ
デ

Ⅷ
J

t
Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
刻
目
文

ミ
ガ
キ

Ⅷ
J

t
Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

口
縁
部
突
起
、
沈
線
支
、
刻
目
文

ミ
ガ
キ

Ⅷ
13
n

1層
鉢

口
縁
部

粘
瘤
、
沈
線
文

Ⅷ
」
17
 d

皿
層

鉢
口
縁
部

沈
線
文
3条
、
無
節
R

ミ
ガ
キ
、
沈
線
2条

Ⅷ
13
u

皿
層

深
鉢

月同
言
Б

LR
縄
文

ミ
ガ
キ

Ⅷ
J 
21
 w

Ⅲ
層

一 亜
口
縁
～
胴
部
ヨ
縁
頂
部
沈
線
文
、
頸
部
上
端
沈
線
文
2条
、
LR
縄
文

Ⅷ
J 
18
 q

Ⅲ
層

蓋
摘
み
部

先
線
文
、
LR
縄
文

ナ
デ

Ⅸ
K2
o

Ⅲ
b層

高
郭

台
部

無
文

Ⅸ
K2
p

Ⅲ
b層

深
鉢

口
縁
～
胴
部
口
縁
部
無
文
、
胴
部
LR
縄
文

ナ
デ

Ⅸ
K2
p

Ⅲ
b層

浅
鉢

口
縁
～
胴
部
頂
部
二
股
突
起
2個
、
口
縁
部
沈
線
文
、
交
叉
部
貼
瘤
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
、
沈
線
1条

Ⅸ
K2
p

Ⅲ
b層

浅
鉢

口
縁
～
胴
部
沈
線
文
3単
位

沈
線
1条

Ⅸ
K2
p

Ⅲ
b層

鉢
口
縁
～
底
部
沈
線
文
、
LR
縄
文

ナ
デ

Ⅸ
K3
p

Ⅲ
b層

士 宝
口
縁
部

沈
線
文

ナ
デ
、
沈
線
1条

Ⅸ
K3
p

Ⅲ
b層

鉢
口
縁
～
胴
部
口
縁
部
二
股
の
突
起
、
口
縁
・
胴
部
間
に
浅
い
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
、
沈
線
1条

内
面
に
媒
付
着

Ⅸ
K3
p

Ⅲ
b層

士 霊
口
頚
部

口
縁
部
沈
線
2本
単
位

ミ
ガ
キ

Ⅸ
K3
p

Ⅲ
b層

深
鉢

口
縁
部

口
縁
部
二
股
の
突
起
、
RL
縄
文

ナ
デ

Ⅸ
K3
p

Ⅲ
b層

口
縁
部

沈
線
文
2単
位

ナ
デ

Ⅸ
K3
q

Ⅲ
b層

浅
鉢

口
縁

沈
線
文
、
交
叉
部
刺
突

ミ
ガ
キ
、
沈
線
1条

Ⅸ
K3
q

Ⅲ
b層

鉢
口
縁
～
胴
部
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

Ⅸ
K3
q

Ⅲ
b層

浅
鉢

口
縁
部

頂
部
・
口
縁
部
沈
線
文
、
胴
部
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
、
沈
線
2条

マ 　 岬 蒲 日 前 事
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第
4表
 
古
代
土
器
観
察
表

ｏ 　 “ 肝 醜 導

No
出
土
地
点

層
位

種
類
器
種
部
位
日
径
(m
)
器
高
に
m)

外
面
調
整

内
面
調
整

底
部

備
考
図
版
写
図

l
2号
住
埋
土
中
～
下
位

土
師
器
奏
胴
～
底
部

(1
15
)
ЛΠ
:ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
、
す
デ

5

2
3号
住
(古
)
カ
マ
ド
煙
道
部
底
面

土
師
器
不
口
縁
～
底
部
(1
32
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、下
端
は
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
痕

5

3
3号
住
(古
)
木
面

須
恵
器
杯
口
縁
～
底
部
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
痕

5

4
3号
住
(古
)
カ
マ
ド
床
面

土
師
器
甕
口
縁
～
底
部

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
:ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
:ナ
デ

ケ
ズ
リ

5

5
3号
住
(古
)
木
面
、
カ
マ
ド
燃
焼
部
・
袖
部

土
師
器
甕
口
縁
～
底
部
優
30

28
9
口
:ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴
:ケ
ズ
リ

ナ
デ

ケ
ズ
リ

6
3号
住
(古
)
貼
床
、
カ
マ
ド
煙
道
部
底
面

土
師
器
甕
口
縁
部

(上
43
)

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
:ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

口
:ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
:ナ
デ

7
3号
住
(古
)
床
面
、 貼
床
土

土
師
器
奏

:Π
～
底
部

ケ
ズ
リ
、
ナ
テ

ナ
デ

ケ
ズ
リ

底
部
外
面
に

木
葉
痕

8
3号
住
古
)
貼
床
土

須
恵
器
重
?
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

9
3号
住
古
)
貼
床
土

須
恵
器
発
〕Π
部

タ
タ
キ
メ

ア
テ
グ

51

3号
住
新
)
埋
上
下
部

土
師
器
イ
口
縁
～
底
部
(1
32
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

コ
転
糸
切
痕

3号
住
新
)
北
側
カ
マ
ド
P付
近
一
括
、 床
面

須
恵
器
イ
口
縁
～
底
部
(1
41
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
痕

3号
住
(新
)
床
面
、埋
±
4層

須
恵
器
邪
口
縁
～
胴
部
(1
48
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
住
(新
)
埋
±
1層

須
恵
器
雰
口
縁
～
底
郡

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
痕
、

三
叉
状
の
刻

繰

底
部
外
面
に

赤
色
付
着
物

3号
住
(新
)
北
側
カ
マ
ド
P付
近
一
括
、
床
面

土
師
器
甕
口
縁
～
底
郡

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、胴
:ナ
デ
、
下
半
ケ
ズ
リ
口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
:ナ
デ

ケ
ズ
リ

3号
住
(新
)
埋
±
1層

土
師
器
墾
口
縁
～
胴
部
(1
22
)

(7
0)
口
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
胴
:ナ
デ

ナ
デ

3号
住
(新
)
埋
±
1層

土
師
器
高
台

付
郭
台
部

(1
9)
ナ
デ

黒
色
処
理
/ミ
ガ
キ

4号
住
東
壁
際
の
床
面

土
師
器
イ
口
縁
～
底
部
(1
34
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
痕

4号
住
カ
マ
ド
燃
焼
部
、 南
側
壁
溝
内
、
PP
l埋
土
土
師
器
甕
口
縁
～
底
部
13
2

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
:ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

口
:ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴
:ナ
デ

ケ
ズ
リ

4号
住
カ
マ
ド
燃
焼
部
付
近
床
面
、
カ
マ
ド
内
、 貼
床
土
土
師
器
甕
口
縁
～
胴
部

(2
46
)
ロ
フ
ケヽ
メ
→
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
:ケ
ズ
リ

ナ
デ

4号
住
PP
l坦
土
壁
部

土
師
器
甕
口
縁
～
胴
部
(2
31
)

(1
29
)
口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
:ナ
デ

口
:ヨ
ヨ
ナ
デ
、 月
Π
:ハ
ケ
メ
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Ⅳ 野沢Ⅱ遺跡

と め

本遺跡は北上市更木地内に所在し、北上川左岸の微高地に立地している。周知の遺跡の範囲は北西

一南東に長く、約340× 150mの範囲である。標高は63～ 64mで、現況は水田・畑を主とし、集落が

散在する。

今回の調査で明らかになった事項を各時期ごとに本文中の補足も兼ねて述べていきたい。

縄文・弥生時代

縄文時代の遺物は中期～晩期のものが調査区全体に散見するものの、量は少ない。縄文時代の遺構

は今回の調査では検出されていないが、昨年度の野沢Ⅱ遺跡や北側に隣接する戸桜遺跡の調査では土

坑や陥し穴などが見つかっており、遺跡周辺が生活に利用されていた場所であることは明らかである

が、今回の調査で集落は確認できなかった。弥生時代の遺構は竪穴住居跡 1棟 (1号住居跡 )、 土坑

1基 (1号土坑)が検出している。遺物は昨年度の調査や隣接する舟渡 I・ Ⅱ遺跡でも見つかってい

る。住居跡自体は本文中でも述べたとおり、炉が検出されるまで、プランを認識できなかったため、

遺構のプラン自体は極めて曖味となってしまったが、集落の存在を確認できたことは弥生時代の様相

を知る上で貴重な発見となった。遺物については遺構のある南側から、量は多 くはないが、 1箇所に

集中して出土する傾向にあり、これは順次調査を行った舟渡 I・ Ⅱ遺跡の調査結果でも同様であり、

遺物が出土する場所の周辺に集落が点在していた可能性が高い。また、弥生土器が出土する場所は旧

河道 (沢)の縁部やその周辺に多 く、これらの場所が後世の造成工事で地形改変の影響を受けづらか

ったために遺構や遺物が残存していたこともあるが、古代の竪穴住居が立地する場所も同様の傾向に

あることから意図的にこれらの場所を選定し、活用していた可能性が考えられる。

古代

今回の調査で検出した遺構は竪穴住居跡 4棟、溝跡 l条であり、 3号住居以外はいずれも調査区南

側から検出されている。住居はいずれも方形で規模は3.5～ 4.5m、 それぞれにカマ ドが 1基付設され

ている。カマ ドが構築された場所は東壁が 2棟、南東隅が 1棟、北西壁が 1棟で他に 3号住居 (新 )

では北壁に構築されていた痕跡があった (た だし、調査区外へと延びるため確認は行っていない)。

カマ ドの構造はいずれの住居でも袖部は地山混じりの上を持ち込み貼 りつけて作 り、芯材に細長い形

状をした礫を使用している。煙道部は先に掘った煙出の穴に向かって、くり貫き式 (ト ンネル式)で

掘られるが、煙出部に向かい傾斜して下っている。検出遺構数が少ないことから時期的な相違や法則

性までは明らかにはできなかった。時期は 2号住居は一部調査のためはっきりしないが、出上した遺

物の特徴から8世紀代の可能性が考えられるが、 3～ 5号住居は遺物の特徴から9世紀後半頃で、 5

号住居の埋土中位には十和田 a降下火山灰が混入していた。また、 3号住居には床が 2面あり、建て

替えによる使用が確認できた。住居以外では 7号溝が遺物は出上していないが、検出状況から古代に

属すると判断した。

総じて昨年度調査を行った遺跡の北側の調査成果と類似しており、昨年度調査で見つかったロクロ

ピットや焼成遺構などの特徴的な遺構は見つからなかったものの、竪穴住居が点在 して見つかる状況

や時期などは同じ傾向にあるといえる。
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6 まとめ

近世 (以降含む)

近世以降の遺構は掘立柱建物跡 1棟、溝跡 8条、井戸跡 l基、土坑 2基、柱穴状土坑137個、性格

不明遺構 1基が検出されている。溝は調査区全体に見られるが他の遺構は主に調査区北東部に集中し

ている。掘立柱建物跡・土坑・性格不明遺構とその周辺にある柱穴状土坑は、出土した陶磁器から18

～ 19世紀代に属すると考えられる。

総括

昨年から行った発掘調査では遺跡全体の約40%(ただし調査は遺跡隣接地も含む)にあたる15,813

だの調査が実施され、その結果、遺跡の主体は古代 (9世紀後半)に あり、遺跡範囲の東側半分に遺

構や遺物が集中し、竪穴住居は北東縁部～南端部に点在し、周知の遺跡範囲より、さらに広がってい

ることが判明した。その他の時代については縄文時代は狩猟場および遺物散布地にとどまり、弥生時

代は住居跡や遺物が見つかっていることから集落の存在が窺えるが、今回の調査でその金容は明らか

にできなかった。中世は遺構・遺物はなく空白時期で、江戸時代に入 り北上川の開発が進み、再びこ

の地が居住に利用されるようになったと考えられる。

参考文献

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

2010『野沢 I遺跡・野沢Ⅱ遺跡・戸桜遺跡・舟渡I遺跡発掘調査報告書』(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第567集 )

2008『市の川I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡・六日市遺跡・八天北遺跡発掘調査報告書』 (岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財調査報告書第543集 )

2006『金附遺跡発掘調査報告書」 (岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第482集 )
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

1遺 跡 の 立 地

遺跡は、」R東北本線村崎野駅の北東方向約6.Okm、 北上市の北東部に位置し、北上川左岸に形成さ

れた自然堤防上に立地している。遺跡の標高は64～ 66mを測り、現況は主に水田と畑地である。

本稿では、従前、舟渡 I遺跡、舟渡Ⅱ遺跡に分けられていたものを、複数年に亘る発掘調査成果等

から、地元北上市教育委員会及び県教育委員会の協議を受け、統合して扱うことにした。

2基 本 土 層

広範囲に及ぶ調査区の土層堆積状況は一様ではなく、水田造成時と思われる地形改変を受けている

箇所も広く見受けられたが、旧地形が比較的良好に残存していた場所のうち、主要地方道北上東和線

を挟んで東側調査区はⅧH15eグ リッド北側壁面 (A― A')、 西側調査区はVA3kグ リッド西側壁
面 (B一 B')を基本土層とした。耕作土直下の第Ⅱ層暗褐色土層の時期は、遺構及び遺物は確認さ

れていないため不明である。第Ⅲ層の黒褐色土は、東側調査区においては2層に分けられる。上層で

あるⅢa層は主に古代の遺構及び遺物が、下層である黒褐色土層Ⅲb層では主に縄文時代 。弥生時代

の遺構及び遺物が確認された。西側調査区においては、第Ⅲ層は3層に分けられる。上層であるⅢa

層と下層であるⅢb層の間層として暗褐色上のⅢc層が堆積している。このⅢc層 には、縄文・弥生

時代の遺物が含まれている。黒褐色土層第Ⅳ層上面からわずかに縄文・弥生時代の上器片が出土した

が、第V層以下からは遺構及び遺物は確認されていない。

昨 刊 ――-0 昨

第40図 基本土層
-59-



１ ６ ０ １

γ
監
ど

糾 全 国 　 肺 離 円 醐 図 全 ）

群
朗 一
麟 螂 ” 鋼

４ ４
２ 崎 ４
４

癬 麟 麟 囀 聯 聯 麟 聯 聯 輔

３‐ 諺 ３３ ３４ ・術 ３６ ３７ 一３８ 弾 ４０

離

報 ‐ 継 難 靴 靴 魏 期 勅 騨 勘１ ２ Ｂ ４ ５ １ ２ ４ ５ ６

１ ２ ３ ４ ５ ０ ７ ８ ９ １
０

H 
7号
土
抹

12
 8
号
功

13
 9
号
土
抗

14
 1
0号
土
抗

と5
 
五
号
土
抗
|

16
 1
2号
土
抗

17
1勢
鋤

18
1特
■
■
t

19
 1
5号
と
九

20
 1
6;
土
坑

21
 1
7号
土
坑

22
瞬
鋤

29
 1
9号
土
第

緒
鶴
九

26
 2
号
溝
|

27
 ,
号
溝

28
 4
号
溝

29
  
5辞

30
 6
号
溝

Y‐
21
00
0



V 舟渡 I・ 1遺跡
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第42図 遺構配置図(2)
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2 基本土層

第 Ia層

第 Ib層

第 Ⅱ 層

第Ⅲ a層

第Ⅲ c層

第Ⅲb層

第 Ⅳ 層

第 V層

10YR4/1褐灰色土 粘性なし しまりややあり。砂質。酸化鉄を30%含む。水田耕作土。

10YR3/4暗褐色土 粘性なし しまりあり。砂質。径 5 mm大の炭化物粒を1%未満含む。
旧水田耕作土。

10YR3/3暗褐色土 粘性なし しまりあり。砂質。10YR2/3黒 褐色土プロック (径 10～

40mll大)を 3%含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性ややあり しまりあり。砂質。10YR3/3暗 褐色土ブロック (径 10
～ 50mm大)を 15%含む。古代の遺物を含む。

10YR3/4暗掲色土 粘性ややあり しまりあり。径 1～ 5 mm大の炭化物粒を1%未満含む。
縄文・弥生時代の遺物を含む。

10YR2/3黒褐色土 粘性あり しまりあり。10YR3/4暗褐色土ブロック (径Ю～開lllln大 )
を7%含む。縄文・弥生時代の遺物を含む。
10YR3/4暗褐色土 粘性あり しまりあり。径 2 mm大の炭化物粒を 1%未満含む。
7.5YR3/4暗褐色土 粘性なし しまりあり。砂質。10YR3/4暗褐色土粒子 (径20mm大 )を

l°/。未満含む。

3調 査 の 概 要

今回の調査は、今回の調査区を含む遺跡範囲内及びその周辺において、事業に先行して岩手県教育

委員会生涯学習文化課が試掘調査を実施し、埋蔵文化財が確認された範囲のうち、取り扱いの協議を

経て記録保存の対象となった区域の調査を実施したものである。今回の調査面積は、本発掘調査面積

5,331∬・確認調査面積6,516∬ の計11,847∬ であり、検出された遺構は、竪穴住居跡 5棟、焼成遺構1基、

焼土遺構 1基、土坑23基、溝跡31条、柱穴状土坑65個、墓壊16基である。出土遺物は、縄文 。弥生土

器 (大コンテナ3.5箱 )、 古代土器 (大コンテナで3.5箱 )、 近世陶磁器12点、石器類18点、金属遺物 (鎌

1点、煙管 5点、銅銭22点、鉄銭10点以上、その他 2点)である。

4 検出遺構 と出土遺物

(1)竪 穴 住 居 跡

1号住居跡 (第43・ 44・ 74・ 75図、写真図版23・ 24)

<調査方法 。経過> 遺構は確認調査区域にあたっているのだが、遺構の北東壁側に大きな撹乱が及
んでおり、遺構であるか否かを含め正確に把握するために、全てを掘り下げたものである。

<位置・検出・重複関係> ⅧF5kグ リッドに位置し、耕作土直下の第Ⅳ層で検出された。重複し
ている遺構は検出されたなかったが、竪穴住居構築前にあったと思われる風倒木痕の一部を壊して掘

られていた。この風倒木痕埋土中からは、遺物は出土していない。

<形状・規模・主軸方向> 形状は隅丸方形の平面プランであり、検出面で北壁―南壁間、西壁―東
壁ともほぼ2.50mの 規模である。主軸方向はN-25° ―Eである。

<埋土> 6層 に分けられる。 1～ 5層は住居埋土、 6層 は貼り床土である。上 。下層 (1～ 2層 )
とも暗褐色土を主体とした自然堆積である。 2・ 3層には炭化物及び焼土粒を多く含んでいる。 4層

は地山崩落土を主体とした堆積上である。遺物は、 1～ 3層に含まれている。

<カマド> カマドは北壁のほぼ中央に構築されており、カマド天丼部は崩落し、袖部のみ残存した
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

状態で検出された。袖は、径20～ 30cm大の扁平の自然礫を直立方向より僅かに内側に傾斜させ、芯

材として設置した後、暗褐色～黒褐色土で構築したものと思われる。燃焼部は43× 40cmの範囲で確認

され、焼上の厚さは5～ 6 cmである。煙道部は水平に構築されており、煙道部底面より5 cm深 く掘ら

れた煙出部へと繋がっている。煙道部の長さは底面で90cm、 検出面からの深さ30cmで ある。煙出部は

40× 40cmの 円形の柱穴状で、検出面からの深さは35cmで ある。

<床面 。壁面> 住居全体に貼 り床が施されている。貼 り床は褐色土と黒褐色土の混合上で施されて
おり、わずかに焼土粒も含んでいる。貼 り床を剥がした後の住居底面全体は、凹凸に富んでいる。壁

面は四方とも外傾して立ち上がっており、床面から検出面までの壁高は、北壁27～ 29cm、 西壁23～

26cm、 南壁24～ 28cm、 東壁26～ 30cmで ある。壁溝は検出されなかった。

<土坑類> 確認されていない。
<遺物> 1～ 6(土器)、 7・ 8(土製品)、 9(金属器)が出上した。 1～ 6はいずれも床面直上
から出上し、そのほとんどが住居中央より西側から出上している。 1・ 2は土師器郭である。 1につ

いては、外面はヘラナデ後、ヘラケズリ調整が、内面はヘラケズリ調整が施されている。 2について

は、外面はヘラナデ調整、内面はヘラミガキ後、黒色処理が施されている。 1・ 2と も非ロクロ成形

である。 3～ 6は土師器奏である。 3・ 5は非ロクロ成形で、内外面とも日縁部はヨコナデ調整、外

面はヘラナデ調整が施されている。 3の内面には、胴部中央部から頸部にかけて煤が付着している。

4も非ロクロ成形であり、輪積痕が明瞭である。 4の口縁部については、内外面ともヨコナデ、胴部

の外面はヘラケズリ、内面はヘラナデ調整が施されている。 5について、出上した土器片に胴部下部

分は含まれていなかったが、住居内の同一箇所からまとまって出土した状態から同一個体であると考

えられるため、図面上で復元したものである。 6はカマ ド左袖部の西脇から、横位ではあったものの

ほぼ完形で出上した。非ロクロ成形の球胴奏であるが、赤彩は施されていない。内外面とも口縁部に

ついてはヨコナデ調整され、胴部については外面はヘラナデとヘラケズリ調整が、内面についてはヘ

ラナデ調整が施されている。カマ ドの崩落土中から7が、燃焼部中から8が出土したが、形態及び用

途は不明である。 9は鎌の刃である。刃が二つに折れた状態で 2層から出土したが、枝は残存してい

なかった。須恵器は出上していない。

時期 出土遺物の器種構成及び共伴関係から、 8世紀に属すると考えられる。

A― A'、 B― B'
1 10YR3れ  暗褐色土 粘性なし しまりあり 砂質。5～10mm大 の炭化物粒を1%未
満含む。古代の遺物を主に含む。
2 10YR3/3 暗褐色土 粘性 しまりあり 5～ 30nln大 の炭化物粒を30%含む。暗赤褐
色焼土粒 (2 5YR3/6 10～ 30nln大 )2%含 む。古代 弥生の遺物を含む。to a降 下火
山灰ブロック (5 mm大 )を 1%未満含む。古代の遺物を主に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性強、しまりあり 粘土質。5～ 10mm大 の災化物粒を
10%含む。to a降下火山灰ブロック (10mm大 )を 1%含む。古代の遺物を主に含む。
4 10YR4μ  褐色土 粘性強、しまりあり 1層 に由来する10YR3れ  暗褐色±50%と
10YR4/6 褐色±50%の地山崩落土との混合土。
5 10YR2/3 黒掲色土 粘性 。しまりあ り 10 mm大 の炭化物粒 を1%未 満含 む。褐
色 (10YR4/6)の地山崩落土を20mn大のブロックで 1%未満含む。
6 10YR4々  褐色土 粘性なし しまりあり 黒褐色土 (10YR2/3)を 25%含 む。2～
5 mm大 の炭化物粒を15%、 暗赤掲色焼土粒 (2 5YR3/5)を 1%含 む。遺物を含む。貼
り床 .

端「Ы

第43図  1号住居跡 (1)

0             1150             2m

姦 め`m購、
(No 4)か
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4 検出遺構と出土遺物

a― a'、 b― b'

峠 L‐ 64500m 単

５
６
７
８
９
Ю
Ｈ
陀
１３
Ｈ
‐５
‐６
‐７
‐８

1 75YR3/2 黒褐色土 粘性 。しまりあり 褐色の地山崩落土ブロック (10YR4れ  20dldl大 )を 1%未満含む。5 aldl大の炭化物粒を1%未満含む。
2 10YR3れ 暗褐色土 粘性強い しまりあり 赤褐色焼土プロック (5 YR4/6 40mn大 )を 10%含 む。5 aldl大の炭化物粒を5%含む。
3 10YR3/1 黒褐色土 粘性なし しまりあり 炭化物と地山崩落土 (10YR4/6 褐色)と の混合土。赤褐色焼土プロック (5 YR4/6 10mm大)を 1%含 む。
4 ЮYR3/4 暗褐色土 粘性 しまりあり 黒褐色土 (75YR3/2)と 褐色 (10YR4/6)の 地山崩落土との混合上。1画大の炭化物泣を1%未満含む。赤褐色の焼土ブロック

カマド袖石を設置した際の掘 りかた。

第44図  1号住居跡 (2)

2号住居跡 (第45'75図、写真図版25。 26)

<位置 。検出・重複関係> ⅧF4m・ 4nグ リッドに跨るように位置し、表土直下の第Ⅳ層で検出
された。重複 している遺構は4号溝である。 4号溝は、南東方向から北西方向へ住居埋土上面の一部

を快るように掘られており、住居埋± 1層及び■層の一部が失われている。

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形である。規模は、検出面で北西壁一南東壁間、北東壁 一南西
壁間ともほぼ2.50mで ある。カマ ドを持たない住居であったため、主軸方向については不明である。

<埋土> 12層 に分けられる。埋土上層から下層 (1～ 5層、 7～ 9層 )ま で黒褐色土が堆積 し、壁

際の 6層、10・ 11層 は地山崩落土を含んだ暗掲色土が堆積している。埋土上層～下層には炭化 した木

材、炭化物がそれぞれの層に含まれている。床面直上では、約10× 50× 3 clll大の炭化材が 3本まとま

って出土し、焼土も広がって検出された。出上した炭化材の樹種はクリである。貼 り床 (12層 )は黒

褐色土で、褐色土とにぶい黄掲色土との混合上で施されている。埋土の上面に戊化物粒、焼土粒を含

んでいる。

<カマ ド> カマ ド、煙道部及び煙出部は検出されていない。
<床面・壁面> 黒褐色土を主体とした褐色土との混合上の貼 り床が、ほぼ全面に2～ 5 cmの厚さで

施されている。貼 り床を剥がした後の底面について、北東壁から中央部にかけては凹凸に富んでいる

が、中央部から南西壁まではほぼ平坦であった。壁面は、北東壁・南西壁はほぼ垂直気味に立ち上が

り、北西壁・南東壁は垂直よりやや外傾して立ち上がっている。床面からの壁高は、北東壁・南西壁

は30cm、 北西壁40cm、 南東壁45cmである。

<土坑> 確認されていない。
<遺物> 10～ 19が出土している。10～ 13は土師器の郭、14～ 19は土師器の奏である。10は必の

口縁部から底部にかけての破片である。外面の調整は、ヨコナデ後にヘラナデが一部施された後に、

(5YR4/6 511大 )を 1%含む。
10YR3れ  暗褐色土 粘性強い しまりあり 1層 に由来する暗褐色土 (10YR3れ )ブ ロック (50～ 80old大 )を 50%含む。
10YR4/3 にぶい責褐色土 粘性 。しまりあり 暗掲色ブロック (10YR3れ 10～ 50aldl大 )を 1%未満含む。暗赤褐色 (25YR3/6)の 焼土ブロックを1%未 満含む。
10YR3れ  暗褐色土 粘性 しまりあり 褐色 (10YR4/6)の 地山崩落土を50%含む。暗赤褐色焼土ブロック (2 5YR3/6 20～ 30mm大 )を 1%含 む。
10YR3/3 暗褐色土 粘性 しまりあり 赤褐色焼土ブロック (2 5YR4/6 40mdl大 )を 1%未満含む。カマド天丼部の崩落上の一部。
10YR2/3 黒褐色土 粘性なし しまりあり 赤褐色焼土泣 (5 YR4/6 5 dlc大 )を 1%含 む。
10YR3れ  暗褐色土 粘性 。しまりあり 1層 に由来する暗褐色土 (10YR3/4)と 褐色 (10YR4/6)の地山崩落土との混合土。
75YR2/8 極暗赤褐色土 粘性あり しまりややあり 赤褐色焼土ブロック (5YR4/6 20oul大 )を 1%未満含む。上師器片を含む。カマド天丼部崩落上の一部。
10YR2/3 黒褐色土 粘性なし しまりあり 2 mm大の淀化物粒を1%未満含む。赤褐色 (2 5YR4/8)焼 土粒を1%未満含む。カマド袖の一部。
10YR3れ  暗褐色土 粘性 。しまりあリ シルト質。カマド袖構築土。
5YR3/6 暗赤褐色土 粘性 しまりあり 18層が被熱したもの。
10YR3れ  暗褐色土 粘性 。しまりあリ ー部 5YR3/6 暗赤褐色に火を受けた箇所がある。遺物を含む。カマド構築土が被熱したものか。
2 5YR4/6 赤褐色土 粘性なし しまりあり 固く焼けしまっている。カマド燃焼部。25YR3/4 暗赤掲色の焼土ブロックが50%混じる。
2 5YR2れ  極暗赤褐色土 粘性 しまりあり 遺物を含む。
75YR3/2 黒褐色土 粘性 。しまりあり ■5YR1 71 黒色土プロック (10mm大 )を 1%未満含む。          0        1:25        1m
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ヘラミガキが施されている。内面はヨコナデ後にヘラミガキが施され、その後内外面とも黒色処理さ

れている。11は必の口縁部から胴部にかけての破片である。外面はヨヨナデ後にヘラナデが一部に施

されており、内面はヘラミガキが施された後、黒色処理されている。12は郭胴部の破片である。内外

面ともヘラミガキ調整後に、黒色処理が施されている。13は口縁から胴部にかけての破片である。外

面はロクロナデ調整され、内面はヘラミガキ後に黒色処理されている。14は、口縁部外面はヨコナデ

を主体としているが、一部にハケメ調整を施し、胴部は縦方向にハケメ調整を施している。口縁部内

面はヨコナデ、胴部内面は横方向にハケメ調整を施している。15の口唇部は輪積痕を境に剥離してい

るが、口縁部は内外面ともヨコナデ、胴部は内外面ともヘラナデ調整を施している。口縁部外面には、

ヘラナデ調整の段階で意図せずに付いたものと思われる工具痕が 7カ所認められる。16は奏の口縁部

片である。内外面ともヨコナデ調整が施されている。17の口唇部も剥離しているが、口縁部は内外面

ともヨコナデ、胴部は内外面ともヘラナデ調整が施されている。18は口縁部から頸部にかけての破片

である。焼成があまり良好ではなく、口縁部には焼歪みが生じている。日縁部の調整は、外面がヨコ

ナデ、内面はヨヨナデ調整後にヘラナデが一部で施されている。頸部の調整は、外面がヨコナデ調整

後にハケメ調整が施され、内面はヨコナデ調整後にヘラナデ調整が施されている。19は口縁部から肩

部にかけての破片である。内外面とも口縁部はヨコナデ、肩部はヘラナデ調整が施されている。その

他、弥生時代の上器片も出土したが、検出遺構及び関連する出土遺物から、混入したものであると思

われるため、遺構外出土土器として掲載した。

時期 出土遺物はいずれも破片であり、遺構の構築時期を想定することは困難であるが、出土遺物は

非ロクロ成形であることに加え須恵器が共伴しないこと等から、 1号住居跡と同時期の 8世紀代であ

ると考えられる。

0            1:50            2m

Aバ、Bビ   札踊
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性・しまりあり 5～ 10m大の炭化物を7%含む。赤褐色焼土粒 (5 YR4/6 10～30Ha大 )を 5%含む。古代の遺物を含む。
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 3～ 30nlII大の炭化物を30%含む。赤褐色焼土粒 (5 YR4/6 5～20m大 )を 20%含む。古代の遺物を含む。
3 10YR2/3 黒褐色土 粘性 しまりあり 赤褐色焼土粒 (5 YR4/6 10山大)を 1%未満含む。5Ш大の炭化物粒を10%含む。遺物を含む。
4 75YR3/2 黒褐色土 粘性 しまりあり 5 uul大 の炭化物を1%未満含む。褐色地山崩落土 (10YR4/6 5～ 711大 )を 粒子で2000含 む。
5 10YR2/3 黒褐色土 粘性 しまりあり 炭化物ブロック (50Hal大)を 5%含む。
6 10YR3た  暗褐色土 粘性・しまりあり 褐色の地山崩落土ブロック (10YR4/6 501t大 )を 20%含む。
7 10YR2/3 黒褐色土 粘性・しまりあり 褐色の地山崩落土ブロック (10YR4/6 80nlal大 )を 1%含む。10atF大の炭化物粒を1%未満含む。
8 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 10mm大 の炭化物粒を5%含む。
9 75YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐色の地山崩落土ブロック (10YR4/6 10mm大 )を 1%含む。
10 猪5YR2/3 極暗褐色土 粘性 しまりあり 50伽 大の炭化物ブロックを1%未満含む。褐色の地山崩落土ブロック (10YR4/6 401um大 )を 1%未満含む。
11 75YR3/2 黒褐色土 粘性 しまりあり 褐色 (10YR4/6)の 地山崩落土ブロックを25%含む。
12 10YR2/3 黒褐色土 粘性 しまりややあり。10YR4れ  褐色±80%、 10YR4/3 にぶい黄褐色±20%の混合土層。赤褐色焼土ブロック (5YR4/6 20～ 304al大 )を 5
%、 炭化物粒 (1～ 5 ut大 )を 50%上面に含む。貼 り床。

第45図  2号住居跡
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4 検出遺構と出土遺物

3号住居跡 (第 46・ 76・ 77図、写真図版27)

<調査方法・経過> 遺構の 2/3ほ どは調査区外にある。検出された遺構が所在する区域は砂利敷
農道新設予定箇所であり、埋蔵文化財への影響はあまり大きくない工法によるものであるから、遺構

は現状に近い状態で保存されるため、確認調査対象である。従って、精査は、遺構に影響を極力与え

ずに遺構の性格を把握することを主眼とし、掘 り下げはトレンチ内のみ実施した。調査区境界に幅40

～ 50cmの トレンチを設定し、重複する遺構は確認されなかったことから、 トレンチ内は貼 り床を除
去し、遺構底面まで掘 り下げて精査を実施した。

<位置・検出 。重複関係> ⅧF4i・ 5iグ リッドに跨って位置しているが、遺構の南側 2/3ほ どは
調査区外に所在している。検出は、第Ⅳ層上面で行った。この付近の層序は、第 I層耕作土、第Ⅲ a層、

第Ⅲb層、第Ⅳ層の順であった。調査区境界の土層断面の観察から、遺構は第Ⅲ a層から堀 り込まれ

ていたことがわかったが、第Ⅲa層での平面プラン検出は、土質・色調のせいか極めて困難であった。

第Ⅳ層まで掘 り下げて初めて平面プランが確認できたのである。重複している遺構は検出されていな

<形状・規模 。主軸方向> 形状は方形である。規模は、検出面で北西壁―南東壁間でほぼ3.20mで
ある。北東壁―南西壁については、調査区外にわたるため不明である。調査区内ではカマ ドは検出さ

れなかったため、調査区外に所在しているものと推測される。そのため、主軸方向は不明である。

<埋土> 7層 に分けられる。前述したように、遺構平面プランは第Ⅳ層まで掘り下げて初めて確認
できたため、住居埋上の堆積状況は調査区境界の土層断面で確認した。 1～ 5層が住居埋土、 6～ 7

層は貼 り床上である。上層から下層 (l～ 4層 )ま で黒褐色土が自然に堆積している。遺物は 1～ 5

層まで含まれているが、焼土を主体とした 5層上層の 3層により多 く含まれていた。貼 り床は、 2層

に分けられ (6・ 7層 )、 黒掲色～極暗褐色土と掲色土との混合上で施されている。

<カ マ ド> カマ ド、煙道部及び煙出部は調査区内では検出されなかったため、調査区外に所在して
いるものと推測される。

<床面・壁面> トレンチのみの精査ではあったが、貼 り床を剥がした後の底面は、住居南東側から
北西側に向かって 5%の勾配で傾斜し、住居中央部周辺から北西壁側までは凹凸が見られた。貼 り床
には、遺物は含まれていなかった。壁面は、南東壁・北西壁とも外傾しながら直線的に立ち上がり、

土層断面の観察から、床面からの壁高は、南東壁で30cm、 北西壁で35cmであった。

<土坑> トレンチ内のみの精査であったため、所在の有無は不明である。 トレンチ内では土坑等は
検出されなかった。

<遺物 > 20～ 34が出土した。20～ 23は土師器の郭、24は土師器の高台付必、25は須恵器の邦、26
～ 34は土師器の奏である。20・ 21・ 24の 内面はヘラミガキ調整後に黒色処理が施されている。25は

須恵器必の口縁部片である。内外面ともロクロナデ調整である。26。 27・ 30・ 32は、内外面ともロク

ロナデ調整を施し、底部は糸切り後無調整である。281ま 奏の胴部片である。外面は縦方向のヘラケズ

リ調整が施され、胴部内面中央部付近にヘラナデ調整、胴部下部は横方向のヘラナデ調整が施されて

いる。32の外面には煤が付着している。281こ ついては、内外面ともロクロナデ調整を施し、外面胴部

中央部から下部にかけてその後にヘラケズリ調整を施している。内面の一部に煤が付着している。29

は口縁部から胴部にかけての破片である。内外面はロクロナデ調整後に胴部へヘラナデ調整を施して

いるが、一部にヘラケズリに近い調整箇所も見られた。31は 内外面ともロクロナデ調整を施した後、

外面は縦方向主体のヘラケズリ調整を、内面は胴部下部にヘラナデ調整を施している。外面に煤が一

部付着している。33は、胴部下部から底部にかけての破片である。非ロクロ成形で、外面はヘラケズ
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

り調整が、内面はヘラナデ調整が施されている。34は非ロクロ成形である。外面はヘラケズリ調整、

内面はヘラナデ調整を施している。

時期 遺構全体を掘 り上げていないため、遺構内全体に含まれる遺物からの判断は出来かねるが、ロ

クロ成形した遺物の底部はいずれも糸切 り後の再調整等は見られないこと等から、 9世紀半ば以降で

あると推測される。

A
―
引

Ａト
ⅧF6i l

し‐64500m

A― A'
1 75YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまり強  5 um大 の戊化物粒
を10%含む。遺物を含む。
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性なし しまり強  2～ 3 mm大 の炭化
物粒を5%、 赤褐色焼土粒 (5YR4/8 5 HIII大 )を 1%含む。
3 75YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 511d大の炭化物
粒を7%、 赤褐色焼土粒 (5YR4/8 5～ 10mm大 )を 3%含む。古
代の遺物を2層より多く含む。｀` ヽ 4 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 褐色の地山
崩落土ブロック (10YR4/6 20mm大 )を 3%、 1～ 5 mn大 の焼土
粒を20%含む。遺物を含む。
5 5YR2れ 極暗赤褐色焼土 粘性 。しまりあり 赤褐色焼土ブロ
ック (5YR4/8 20mm大 )を 3%、 1～ 5m大の焼土粒を20%含
む。遺物を含む。
6 子5YR3/2 黒褐色土 粕性強い しまりあり 褐色の地山崩落
土ブロック (10YR4お  50mm大 )と 10YR2/3 黒褐色土との混合
土。貼り床の一部。

7 75YR2/3 極暗褐色土 粘性ややあり しまりあり 褐色の地
山崩落土ブロック (10YR4/6 5～ 6 4un厚 )を 3%、 粒子 (径 10～
20om大 )を 2%含む。貼り床の一部。

0              1 :50            2rn

第46図  3号住居跡

4号住居跡 (第 47・ 77図、写真図版28)

<調査方法 。経過> 遺構が検出された区域は砂利敷農道新設予定箇所であり、埋蔵文化財への影響
はあまり大きくない工法によるものであるから、遺構は現状に近い状態で保存されることになる。そ

のため、確認調査姑象である。従って、精査は、遺構に影響を極力与えずに遺構の性格を把握するこ

とを主眼とし、掘り下げはトレンチのみとした。検出面において、重複している遺構の所在は確認で

きたものの、プラン及び新旧関係についても不明確であったため、住居跡の埋± 1層 目を全体的に掘

り下げた後、 トレンチ内の精査を実施した。 トレンチは調査区境界に40cmの幅で設定した。 4号住居

跡は 1号焼成遺構と重複しており、この 1号焼成遺構も確認調査対象であり、遺構が保存可能である

ことから、精査はベルト部分のみとし全て掘りさげていない。そのため、 1号焼成遺構の遺構底面を

掘り上げずに、 4号住居跡の貼 り床を剥がすことはできなかった。

<位置・検出。重複関係> ⅧFlg。 2gグ リッドに位置しているが、遺構の約 2/3は調査区外である。

遺構は、表土 (耕作土)直下の第V層で検出された。耕作土直下が第V層 となっていることは、水田

造成時等の地形改変の影響を受けたものと思われる。重複している他の遺構は、 1号焼成遺構が、住

居跡の北西壁の一部を壊して構築された状態で検出されている。

<形状・規模・主軸方向> 検出された西角部分周辺からの判断であるが、形状は方形であると思わ

れる。規模については、検出された部分が狭 く、正確に計測することは困難であるが、推定される北

東壁と南西壁間でおおよそ5mであった。遺構を全て精査していないため、カマ ドを有するか否かに
ついては不明であるが、住居跡南西部で検出された径0.52× 0.50mの 円形状の箇所は、確認調査区に

あたるため掘り下げてはいないが、検出位置 。埋土の状況等から煙出部の可能性が高いと思われ、主

ⅧF5+
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4 検出遺構と出土遺物

軸方向はおそらくS-40° ―Wであると思われる。写真図版で確認できる住居北西部で検出されたピ

ット状の箇所は、柱穴あるいは煙出部の可能性があると推測し半裁したが、遺物及び焼土粒・炭化物

等も出土せず、底面が不整形であったことなどから木根痕と思われる。

<埋土> 2層 に分けられる。上層である 1層はにぶい黄褐色土を主体とした褐色土との混合土層で
あり、下層である2層は暗褐色土を主体とした褐色土との混合土層である。 2層の下層は住居床面で

ある。貼 り床を施しているか否かについては、 トレンチ調査のため不明である。 1号焼成遺構との重
複箇所部分には、住居床面は残存していないものと思われる。

<カマ ド> 遺構を全て精査していないためカマ ドの詳細については不明であるが、南西方向で検出
された円形状の箇所は遺構であると思われ、煙出部であると推測される。

<床面・壁面> 床面はほぼ平坦で色調は褐色である。検出面から住居床面までの深さは、北東壁で
10cm、 南西壁で20cIIl、 北西壁は不明である。壁面は緩やかに外傾して立ち上がっている。

<土坑> トレンチ内のみの精査であったため、竪穴住居跡に付帯する土坑等の所在については、不
明である。 トレンチ内では検出されなかった。
<遺物 > 35が出土している。35は土師器養の口縁部から肩部にかけての破片である。輸積痕が明瞭

で、非ロクロ成形であると思われる。頸部下に沈線状の段を有する。内外面とも口縁部はヨコナデ調

整が、肩部外面は縦方向のヘラナデ調整、内面は横方向のヘラナデ調整が行われている。また、口縁

部外面には、ヨコナデ調整後に体部をヘラナデ調整した際に付いた工具痕が見られる。

<時期> 出土遺物から9世紀に属するものと思われる。

卜塾二  L‐ 64500m

○
卿

点ヽ

卜  L=6■ 500m暑

A― A'、 B一 B'
1 10YR4/3 にぶい責褐色±70%、 10YR4/4 褐色±30%の混合土層。粘性なし しまりあり
2 10YR3/3 暗褐色土 粘性ややあり しまりあり 褐色土 (10YR4/4)10%混 入。

0             1:50           2m
|
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5号住居跡 (第48'77図、写真図版28)

<調査方法 。経過> 検出された遺構が所在する区域は砂利敷農道新設予定箇所であり、埋蔵文化財
への影響が比較的少ない工法によるものであるから、遺構は現状に近い状態で保存されるため、確認

調査対象である。しかしながら、遺構の大半は調査区外にあり、遺構の性格を確認するためには、調

査区内で検出された部分のみではあまりに狭小であるため、精査は、 トレンチを設定せずに遺構埋土
を床面まで掘り下げて実施した。

<位置・検出・重複関係 > 検出された部分はⅧF5gグ リッドに位置 している。検出は第Ⅳ層上面
で行った。この付近の層序は、第 I層耕作土、第Ⅲ a層、第Ⅲb層、第Ⅳ層の順であった。調査区境

界の土層断面の観察から、遺構は第Ⅲ a層の中程から掘 り込まれている。第Ⅲ a層での平面プラン検

出は、土質・色調から極めて困難であったため、第Ⅳ層まで掘 り下げて平面プランを確認した。重複

している遺構はない。

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形であると思われる。規模については、遺構の大半が調査区外
であるため不明である。遺構から出土した遺物の器種構成等から、本遺構を竪穴住居跡であると判断

した。主軸方向については、調査区内でカマ ド等が検出されておらず不明である。

<埋土> 埋土は自然堆積で、14層 に分けられる。上層から下層まで黒褐色土を主体とし、上層であ
る 1層、中層にあたる6～ 8層 にはにぶい黄褐色土粒が混入している。遺物は10層 に含まれている。

下層である11。 12・ 14層 には炭化物、焼土粒が含まれている。

<カ マ ド> 調査区内ではカマ ドは検出されていないため、調査区外にあるものと思われる。
<床面 。壁面> 床面は褐色土である。床面直上に大量の炭化物及び災化 した木片が広がり、北東壁
際には焼上が確認された。焼土の上面には須恵器片が含まれていた。床面直上で検出された炭化物の

広がり及び焼土等の性格について調査区内だけで検討することは、検出された範囲が狭小であること

から大変難しいと考え、当該調査区の遺構はほぼ現状で保存されることから、貼 り床は剥がさずに床

面直上までの検出とした。壁面についてであるが、北東壁、北西壁ともほぼ垂直に立ち上がり、土層

断面から壁高は北東壁で50cm、 北西壁で45cmで あった。

<土坑> 調査区内では土坑、柱穴状土坑は検出されていない。
<遺物 > 36が出土している。須恵器甕の肩部片である。外面はタタキ調整、内面は一部タタキメが

あるが全体的にヨコナデ調整されている。土師器胴部片も少量出土したが、器面が摩滅しており図化

しなかった。弥生土器も出土したが、混入したものであるため、遺構外出土遺物として掲載した。

時期 出土した遺物から、 8世紀末から9世紀前半に属するものと思われる。

卜 L‐ 65000m

ⅧF5半

A― A'
1 10YR4/3
2 10YR2/3
3 10YR2/2
4 10YR2/3
5 10YR2/2
6 10YR2/2
7 10YR2/3
8 10YR2/3
9 10YR3/2
10 10YR2/2
11 10YR2/2
12 10YR2/2
13 10YR2/3
14 10YR2/2

代 ⅧF粋

にぶい黄褐色土 粘性なし しまりあり
黒掲色土 粘性ややあり しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR5れ )10%混入。
黒褐色土 粘性なし しまりあり
黒掲色土 粘性なし しまりあり
黒褐色土 粘性ややあり しまりあり
黒褐色土 粘性ややあり しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR5々  径 2～ 3 mm)1%混 入。
黒褐色土 粘性 しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR5た  径 2～ 3 mm)5%rFL入 。
黒褐色土 粘性ややあり しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR5れ  径 3～ 5 mm)1%混 入。
黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 径 2～ 3 mmの炭化物 1～ 2%含む。
黒褐色土 粘性なし しまりあり 土器含む。
黒褐色土 粘性 しまりあり 径 5～10mmの 炭化物 1%、 明掲色焼土 (75YR5/8 径 2 EUn)1%未満含む。
黒褐色土 粘性 しまりあり 黒褐色土 (10YR3/1)20%、 径 2～ 3 mmの炭化物Ю%、 径 3～ 5 mmの 明褐色焼土 (75YR5/8)1～ 2%含む。
黒褐色土 粘性 しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR5た )10%lFL入。 0             1:50            2m
黒 lBJ色 土 粘性 しまりあり 径 2～ 3 mmの炭化物 1～ 2%含む。

第48図  5号住居跡
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4 検出遺構と出土遺物

(2)焼 成 遺 構

1号焼成遺構 (第 49・ 78図、写真図版29)

<調査方法・経過> 確認調査区において、 4号住居跡と重複して検出された。 4号住居跡との新旧
関係を明らかにする目的で トレンチを設定したが、 トレンチ内では確認できなかったため、 1号焼成
遺構の平面プランを確認後、改めて トレンチを設定し精査したものである。平面プランは、 4号住居

跡の埋± 1層 に酷似した上が 1号焼成遺構の上層に堆積していたことから、これを掘 り下げてから確

認したものである。遺構は確認調査区にあたっていたが、遺構の特質を把握するため、埋上の全てを

掘 り上げたものである。

<位置・検出。重複関係> ⅧFlg。 2g。 lh・ 2hグ リッドに跨って位置している。検出は、表土 (耕
作土)直下の第V層で行った。耕作土直下が第V層 となっていることは、地形改変を受けたものと思

われる。 4号住居跡の一部に重複して、 1号焼成遺構が構築されている。

<形状 。規模> 平面形は隅丸の台形であり、長軸2.80～ 2,90m、 短軸2.00～ 2.50mを 測る。
<埋土> 埋土は自然堆積で、 3層に分けられる。 l層～ 2層は暗褐色土主体であるが、 1層には明
褐色焼土粒及び炭化物が含まれ、上面では遺物が含まれていた。 2層には褐色土が含まれている。

その下層である 3層は、被熱し固くしまった焼土である。

<床面・壁面> 床面は平凹レンズ状に凹んでおり、床面から傾斜角20度で北壁がタト傾して立ち上が

り、傾斜角10度で東壁が外傾しながら立ち上がっている。北壁中央部に東西185cm× 南北35cn× 厚さ

5 cmの範囲で焼土 (3層)が確認されたほか、炭化材もこの焼上の周辺から出土した。炭化材の樹種

はナラである。検出面からの深さは北壁32cm、 東壁20cm、 西壁14cmで、南壁は推定で約30cmである。

床面下は 4号住居跡埋± 2層である。

<遺物> 37～ 39が出上した。いずれも土師器である。37は甕の胴部から底部までの破片である。

外面は縦方向のヘラケズリ調整、内面は横方向のヘラナデ調整が施されている。38は ロクロ成形の甕

底部片である。底部は糸切 り後は無調整である。内面は最1落 しており調整は不明である。39はイロ縁

部片である。外面は口縁部はヨヨナデ、胴部下部はヘラケズリ調整が施され (一部にヘラナデ調整あ

り)、 内面はヘラミガキ後に、黒色処理されている。胴部外面に明瞭な段が見られる。

時期 出土遺物から9世紀に属するものと思われる。

L‐ 64500m
2

トユ__ L‐ 64500m

荒 F2g

0             1:50            2m

4号住居埋± 2層

ψ      4号 住居埋±2層

A― A'、 B― B'
1 10YR3/4 暗褐色土  粘性 なし しまりあり 明褐色焼土

(■5YR5お 径 3～ 5 mu)1%含 む。
2 10YR3/4 暗褐 色土  粘性 なし しまりあ り 褐 色 土
(10YR4/6)2～ 3%含む。
3 5 YR4/8 赤褐色焼土 粘性なし しまりあり
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

(3)焼 土 遺 構

1号焼土 (第 50図、写真図版29)

<位置・検出 。重複関係 > ⅦD16gグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複した遺構あるいは

関連する遺構は、周囲から検出されていない。 1号焼土遺構が検出された周辺の層序は、耕作土、盛

土、第Ⅳ層であったことから、地形改変をすでに受けていると思われる。

<形状・規模> 焼上の広がりは卵形状であり、その規模は長軸0.61× 短軸0.50mの範囲であつた。
<堆積土> 2層 に分かれ、赤褐色の第 1層は火を受けたためか固くしまっていた。下層の 2層は暗
赤褐色の色調で、 1層 に由来する焼土ブロックが l°/。混入していた。焼上の最大厚は 8 cmである。

時期 第Ⅳ層で検出されたものの、時期は不明である。

卦 品 16h

IA L‐ 64300謁

1  2

0                1:40                2m

A― Al
1 2 5YR4/6 赤褐色焼土 粘性なし しまりあり 被熱し、固く焼けしまっている。暗掲色土プロック (■ 5YR3//4 5mm厚)を上面に1%未満含む。
2 5YR3/6 暗赤褐色土 粘性あり しまりややあり 褐色土ブロックに5YR4//4 30Dlal大 )を 1%未満含む。

第50図  1号焼土

(4)土   坑

1号土坑 (第 51・ 78図、写真図版30)

<位置・検出・重複関係> ⅣA 8i・ 8jグ リッドに位置しており、第Ⅳ層で検出した。重複する遺

構はない。

<平面形・規模> 遺構上面及び底面の形状はほぼ円形であり、規模は上面が1.40× 1.30m、 底面は
0.84× 0.84mあ る。検出面から底面までの深さは最深部で60cmである。

<埋土> 埋土は5層に分けられる。上層である 1層は暗褐色の砂質土であり、下層である2層は黒

褐色土である。 2層には十和田b火山灰らしき灰白色の粒子が微量に含まれている。

<遺物 >40～ 46が出土している。40～ 42は弥生土器の深鉢、431ま浅鉢、44は高イの台、45は焼粘土

塊、46は敲打石である。42は埋土 l層から、40。 41・ 43・ 45は埋± 2層の遺構底面から出土している。

40は 口縁部から胴部にかけての破片で出土し、内面にはススが付着している。41は底部のみの出土で

あった。42は小波状口縁を有する深鉢の口縁部片、43は突起内面に沈線を有する二股突起 4単位を持

つ浅鉢である。45の粘土塊には指押圧痕が見られる。46は礫先端部に敲打痕が見られる。

時期 出土遺物から弥生時代前期に構築されたものと思われる。

謝
罐勢代

-71-



4 検出遺構と出土遺物

2号土坑 (第 52・ 78図、写真図版30)

<位置・検出 。重複関係 > ⅧG14v。 14wグ リッドに跨って位置し、遺構のおよそ半分は調査区外
である。この付近の土層は、耕作上、第Ⅳ層の順であり、水田造成等による地形改変が行われたこと

が伺えた。第Ⅳ層で検出したが、遺構の一部にカクラン箇所があったため、Ⅳ層を少し掘り下げて検

出した。重複する遺構はPPllで、土坑の一部を壊して構築されていた。

<平面形・規模> 遺構全体が検出されていないが、遺構プランは楕円形であると推測される。検出
された部分における規模は、長軸1.8× 短軸0.69mで、検出面から遺構底面までの深さは最深部で72cm

である。

<埋土> 6層 に分けられる。 1～ 3・ 5層 は黒褐色土主体の土層で、これらの層に弥生時代の遺物
が含まれていた。 4層は地山に由来するものと思われるにぶい黄褐色土主体の上層である。また、 2

層の一部にカクランを受けた箇所があった。

<遺物 > 47・ 48が出上している。471よ弥生土器の浅鉢、481ま奏の口縁部である。47の顎部には沈線

が施され、その下部には縄文が施されている。48の顎部には、細竹管による刺突列が一列見られ、お

そらく頸部をめぐるように施されているものと思われる。

時期 出土遺物から弥生時代中期に構築されたものと思われる。

3号土坑 (第 51図、写真図版30)

<位置・検出 。重複関係> ⅣB6b・ 6cグリッドに跨って位置し、第Ⅳ層で検出した。重複する遺
構はないが、検出段階で第Ⅳ層上面に斑状に第Ⅲb層が入り込んでいたため、一部を掘 りすぎてしま

った。

<平面形 。規模> 平面形は円形を呈し、規模は直径1.40mである。遺構底面も円形で、直径1.10m
である。検出面から遺構底面までの深さは80cmである。遺構の断面形は「フラスコ状」である。

<埋土> 埋土は10層に分けられ、黒色～黒褐色土主体である。
<遺物> 出土していない。
時期 遺構に伴う遺物は出上していないものの、遺構の形状等から弥生時代に構築されたものと思わ
れる。

4号土坑 (第 51図、写真図版30)

<位置・検出・重複関係> ⅧF6qグ リッドに位置している。第Ⅳ層で検出したが、この付近の上層は、
耕作土直下、第Ⅳ層であった。重複している遺構はない。

<平面形・規模 > 平面形は方形であり、規模は1.18× 1.18mで あるが、遺構南西部にも前庭部状の

凹みがある。検出面から遺構底面までの深さは最深部で12cmである。

<埋土> 単層である。黒褐色土と暗褐色土との混合土。炭化物粒を含む。
<遺物> 出土していない。

時期 構築時期は不明である。

5号土坑 (第 52図、写真図版31)

<位置 。検出 。重複関係> ⅧG14xグ リッドに位置している。第Ⅳ層で検出した。重複している遺
構はない。

<平面形・規模 > 平面形は卵形であり、その規模は長軸0.62× 短軸0,48m、 検出面から遺構底面ま
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での深さは最深部で24cmで ある。

<埋土> 3層 に分けられる。 l層は黒褐色砂質土、 2・ 3層は暗褐色上の自然堆積である。
<遺物> 出土していない。
時期 構築時期は不明である。

6号土坑 (第52・ 78図、写真図版31)

<位置・検出 。重複関係 > ⅧH16i・ 16kグ リッドに位置している。第Ⅳ層で検出した。10号土坑 と
重複し、これを切る。

<平面形・規模> 遺構上面の平面形は北西側にややはみ出した楕円形ではあるが、土層の堆積状況
等から遺構本体は円形に掘られたものであると思われ、はみ出した部分は、重複している遺構及びそ

の周辺を掘 り過ぎたものである。残存部の規模は径 1.62m、 底面の規模は径1.25m、 検出面から底面

までの深さは最深部で64cmで ある。

<埋土> 5層 に分けられる。 1～ 3・ 5層は黒褐色土を主体とし、 4層 は地山崩落上の混 じった暗
褐色土である。上層である 1層から3層 ともに近世から近代の遺物が含まれていた。遺構底面はグラ

イ化した青灰色であった。

<遺物> 49～ 54が出土した。49は肥前系磁器の皿底部片で、時期は18世紀である。50は在地産の
皿口縁部片で、時期は19世紀である。51は大堀相馬産の陶器碗口縁部片で、時期は18世紀である。52

は在地産の指鉢口縁部片で、19世紀であると思われる。53は肥前系磁器の紅皿片で、時期は19世紀で

ある。54は ガラス製おはじきで、産地 。時期とも不明である。

時期 出土遺物から18世紀から19世紀前半に構築されたものと思われる。

7号土坑 (第 52図、写真図版31)

<位置・検出。重複関係> ⅧG13s・ 13t・ 14s。 14tグ リッドに跨って位置している。第Ⅳ層で検出した。
重複している遺構はないが、遺構東側にカクランを受けた箇所がある。

<平面形・規模 > 平面形はほぼ円形で、1.20× 1.12mの規模である。遺構底面はやや不整形な円形で、
0。92× 0.88mの規模である。検出面から遺構底面までの深さは最深部で22cmである。

<埋土> 3層 に分けられる。 l層黒褐色土、 2・ 3層暗褐色上の自然堆積である。
<遺物> 摩減の激しい土器細片が出土したが、時期 。器種 とも不明であり図化しなかった。
時期 構築時期は不明である。

8号土坑 (第 52図、写真図版31)

<位置。検出。重複関係 > ⅧH14bグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はない。
<平面形・規模 > 平面形はほぼ円形、断面形は悟鉢状で、遺構上面の規模が1.50× 1.40mで ある。
遺構底面は60× 50cIIlの精円形で、検出面から遺構底面までの深さは42cmである。

<埋土> 3層 に分けられる。 l層暗褐色土、 2・ 3層にぶい黄褐色上の自然堆積である。
<遺物> 出上していない。
時期 構築時期は不明である。

9号土坑 (第52図、写真図版32)

<位置・検出・重複関係> ⅧF51グリッドに位置している。第Ⅳ層で検出したが、 9号土坑が検出
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4 検出遺構と出土遺物

された周辺の土層は、耕作土直下第Ⅳ層であった。重複している遺構はないが、一部カクランを受け

た箇所がある。

<平面形・規模 > 遺構上面は楕円形で、長軸0.90× 短軸0,72mの 規模であ り、遺構底面は長軸0.76
×0.56mの楕円形である。遺構検出面から遺構底面までの深さは最深部で14cmであった。

<埋土> 3層 に分けられ、上層である 1層 には5YR3/4暗赤褐色の焼土粒を、下層である 3層 には
5YR3/2暗赤褐色の焼土ブロックを含んでいる。 2層には炭化物粒が含まれていた。

<遺物> 1層 から土器小片が 1点出土したが、摩滅が激しく時期・器種等は不明であり、図化しな
かった。

時期 遺物は出土したものの、構築時期は不明である。

10号上坑 (第 53図、写真図版32)

<位置・検出・重複関係> ⅧH15i・ 15kグ リッドに跨って位置し、第Ⅳ層で検出した。遺構上面に
20cm大の円礫が遺構中央部付近に集中して置かれた状態で検出された。これらの礫は、人為的に散布

されたものであると思われるが、その目的等については不明である。検出時には遺構プランが一部不

明瞭であったため、 トレンチを設定した後に精査を行った。重複している遺構は 6号土坑で、これに

切られている。

<平面形・規模> 平面形は遺構上面及び底面とも円形である。規模は、遺構上面で径 1.32m、 底面
で径lm、 検出面から遺構底面までの深さは最深部で24cmである。

<埋土> 暗褐色粘土質シル トを主体とした堆積土で 2層に分けられる。上層である 1層 には20cm大
の礫が含まれていたが、下層である 2層には礫は含まれていない。 1・ 2層 ともに酸化鉄が含まれて

いた。

<遺物> 出上していない。
時期 重複している 6号土坑が出土遺物から18～ 19世紀前半に構築されたものであることから、そ
れ以前に構築されたものである。

11号土坑 (第 53図、写真図版32)

<位置 。検出 。重複関係 > ⅦFlls・ 12sグ リッドに跨って位置し、第Ⅳ層で検出した。重複してい

る遺構はない。

<平面形・規模> 平面形はほぼ円形で径0,92mで ある。底面は楕円形で長軸0.65× 短軸0.50mで あり、

検出面から遺構底面までの深さは最深部で24cmである。

<埋土> 2層 に分かれる。上層である 1層は暗褐色上で、下層である 2層はにぶい黄褐色～褐色土
である。

<遺物> 出上していない。
時期 構築時期は不明である。

12号土坑 (第 53図、写真図版32)

<位置 。検出 。重複関係> ⅧF5jグ リッドに位置する。第Ⅳ層で検出したが、12号土坑が検出され
た周囲の上層は、耕作土直下第Ⅳ層であった。この区域は砂利敷農道新設予定箇所であり、埋蔵文化

財への影響が比較的少ない工法によるものであるから、確認調査対象区域である。従って、遺構の半

分を記録保存したものである。重複 している遺構はない。
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<平面形・規模> 遺構上面及び底面の平面形は楕円形である。遺構上面の規模は、長軸0.80× 短軸

0.74mで あり、底面の規模は検出された部分で計測すると長軸0.60× 短軸0.24mである。検出面から

遺構底面までの深さは最深部で18cIIlで ある。

<埋土> 単層で、炭化物を 1°/。含む暗褐色土である。
<遺物> 出土していない。

時期 構築時期は不明である。

13号土坑 (第 53・ 78図、写真図版33)

<位置・検出・重複関係> ⅧF20u。 20vグ リッドに跨って位置し、第Ⅳ層で検出した。重複してい

る遺構は■号溝で、土坑北西部側の埋土を削平しながら11号溝が構築されてお り、新旧関係は11号溝

が13号土坑より旧い。

<平面形。規模> 遺構上面及び底面とも精円形を示し、その規模は上面では長軸1.42× 短軸1.24m、

底面では長軸0,74× 0.52mで ある。検出面から遺構底面までの深さは最深部で46cmである。

<埋土> 5層 に分けられる。黒褐色～暗褐色土を主体とした埋上で、上層である 1層、中層である

2・ 3層、下層である5層 には地山に由来するものと思われるにぶい黄褐色土粒が混入している。

<遺物 > 55が出上している。55は縄文土器の深鉢胴部片であり、縄文が施されている。埋上の堆積

状況から、混入したものと思われる。

時期 検出状況等から、構築時期は近世以降である。

14号土坑 (第 53・ 79図、写真図版33)

<位置 。検出 。重複関係> ⅧH14aグ リッドに位置し、遺構の一部は調査区外に所在している。第
Ⅳ層で検出した。重複している遺構はない。

<平面形・規模> 検出された部分で判断すると、遺構上面及び底面とも平面形は楕円形であると思

われる。遺構上面の規模は1.0× 0.72m、 底面は長軸0.38× 短軸0.38mであり、検出面から遺構底面ま

での深さは最深部で46cmで ある。

<埋土> 2層 に分けられる。上層である 1層、下層である2層 とも黒褐色土で酸化鉄を含んでおり、

1層が 2層 より多 く含んでいる。 1層 にはウルシ塗りの木器のものと思われる赤い色素がまとまって

見られたが、木器は残存していなかった。

<遺物> 56が出土している。56は砥石であり、磨面が片面しか見られないため、片面のみ砥石とし

て利用されていたものと思われる。

時期 出土遺物等から、構築時期は近世である。

15号土坑 (第 53図、写真図版33)

<位置・検出・重複関係> ⅧF7rグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構は 2・

7～ 9号墓壊であり、15号土坑はこれらの墓娠より新しい。

<平面形・規模> 遺構上面及び底面とも円形であり、遺構上面の規模は径2.42～ 2.32m、 遺構底面
の規模は径2.lm、 検出面から遺構底面までの深さは最深部で28cmで ある。

<埋土> 2層 に分けられ、粘土質の暗褐色～黒褐色粘土質シルトが堆積 している。上層である 1層

には酸化鉄、グライ化した粘土質シル トが含まれ、下層である2層には灰黄褐色土、黒褐色土が含ま

れている。
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4 検出遺構と出土遺物

<遺物> 出上していない。
時期 墓壊の詳細については後述するが、墓壊の大半は近世末に構築されたものと思われ、これらの
墓媛の一部を改変して15号土坑は構築されていることから、本遺構の時期は近世末以降に構築された

ものと思われる。

16号土坑 (第 54図、写真図版33)

<位置・検出。重複関係 > ⅧF7mグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複 している遺構はない。
<平面形・規模 > 遺構上面の平面形は楕円形で長軸1.12× 短軸0.92mの 規模であり、遺構底面はほ
ぼ方形で0.7× 0.6mの規模である。検出面から遺構底面までの深さは最深部で26cIIlで ある。

<埋土> 3層 に分けられる。暗褐色～褐色土を主体とし、上層である 1層には暗褐色砂質土、褐灰
色粘土質シル トを含んでいる。 2層 は 1層 を500/O、 3層は 1層 を10°/。含む暗褐色～褐色土である。

<遺物> 出土していない。
時期 構築時期は不明である。

17号土坑 (第 54図、写真図版34)

<位置・検出・重複関係> ⅧF6mグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はない。
<平面形・規模 > 遺構上面及び底面ともの平面形は楕円形で、遺構上面の規模は長軸0.54× 短軸
0.42m、 遺構底面の規模は長軸0。38× 短軸0.28mで ある。検出面から遺構底面までの深さは最深部で

24cmである。

<埋土> 2層 に分けられる。 l層 は暗褐色土、 2層は褐色上である。
<遺物> 出土していない。
時期 構築時期は不明である。

18号土坑 (第 54図、写真図版34)

<位置・検出・重複関係 > ⅧF7oグリッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はないが、
遺構の一部に撹乱を受けた箇所がある。

<平面形・規模> 撹乱を受けた箇所があるものの、遺構上面及び底面とも楕円形で、遺構上面の規
模は長軸0.62× 短軸0.52m、 遺構底面の規模は長軸0,42× 短軸0.32mであり、検出面から遺構底面まで

の深さは最深部で18cmである。

<埋土> 単層である。暗褐色土を主体とした埋土である。
<遺物> 出土していない。
時期 構築時期は不明である。

19号土坑 (第 54図、写真図版34)

<位置・検出・重複関係> ⅧF5oグリッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はない。
<平面形・規模 > 遺構上面及び底面とも方形である。遺構上面の規模は0.84× 0.84m、 遺構底面の
規模は0.58× 0.58m、 検出面から遺構底面までの深さは92cmで ある。遺構の断面形は箱形である。

<埋土> 3層 に分けられる。暗褐色土を主体とした坦上で、各層とも褐色土を含んだ自然堆積である。
<遺物> 出土していない。
時期 遺物は出上してないものの、遺構の平・断面形、規模及び検出位置等、後述する近世に構築さ
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れた墓媛に類似していることから墓媛であったと推測され、近世に属するものと思われる。

20号土坑 (第 54・ 79図、写真図版34)

<位置・検出・重複関係> ⅧH14cグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はないが、

遺構の北端は調査区外である。

<平面形・規模> 遺構北端部が調査区外に所在しているが、平面形は円形あるいは精円形であると

推測され、その規模は上面が長軸1.14× 短軸0.9m、 底面が長軸0.9× 短軸0。7mであり、遺構検出面か

ら底面までの深さは最深部で34cmで ある。

<埋土> 3層 に分けられる。上層である 1層・下層である2層 とも暗褐色土で、遺構壁際に堆積 し
ている 3層は、地山が崩落した褐色土である。

<遺物> 57が出上している。57は縄文時代の深鉢胴部片であるが、属する時期については不明である。

時期 遺物が出上したものの、埋土及び検出状況等から近世に構築されたものと思われる。

21号土坑 (第 54・ 79図、写真図版35)

<位置・検出・重複関係 > ⅧG10fグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はない。
<平面形・規模> 遺構の平面形は上面及び底面とも円形である。その規模は上面で径1.86m、 底面
では径0。78～ 0.82mで あり、検出面から遺構底面までの深さは最深部で18cmである。

<埋土> 単層である。暗褐色土が堆積し、褐色の地山崩落土ブロック、礫が含まれている。
<遺物 > 58が出土している。58は無茎の石鏃である。58の他に土師器細片が埋土上面から出上した

が、器面の摩減が激しく、器種等が不明であったため図化しなかった。

時期 遺物は出上したが混入したものと思われるため、構築時期は不明である。

22号土坑 (第 55図、写真図版35)

<位置 。検出・重複関係> ⅦD19oグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複した遺構はないが、

遺構の南端部は調査区外に所在している。

<平面形・規模 > 遺構南端部は調査区外ではあるが、遺構上面の平面形はほぼ円形で、径1,Omの

規模であ り、底面は楕円形で長軸0,74× 短軸0.60mで ある。検出面から遺構底面までの深さは最深部

で44cmで ある。

<埋土> 3層 に分けられ、 1・ 2層 とも暗褐色土主体の埋上で、 3層は地山崩落土である。
<遺物> 1層 上面から土器細片が 3点出土したが、いずれも摩減が激しく、時期・器種等不明であ
るため、図化しなかった。

時期 遺物は出土したが混入したものと思われるため、構築時期は不明である。

23号土坑 (第55図、写真図版35)

<位置・検出 。重複関係> ⅦD18mグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。重複した遺構はないが、

遺構の南半分は調査区外に所在 している。

<平面形・規模> 遺構の半分は調査区外に所在しているが、平面形は、遺構上面及び底面とも楕円
形で、検出された部分で上面が1,76× 0,96m、 底面が1,16 X O,90mの 規模で、検出面から遺構底面まで

の深さは最深部で26cmで ある。

<埋土> 4層 に分けられ、黒褐色土を主体とした 1・ 2層、遺構壁際の 3・ 4層は暗褐色上である。
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上層である 1層、下層である 2層 と

<遺物> 出上していない。
時期 構築時期は不明である。

1号土坑

卜

畔ニー  L‐ 66500m れ

卜

も炭化物粒を含むが、 3 4層 には含まれない。

―
十

二A9J

1 10YR3/3 暗褐色土 やや砂質 粘性ややあり しまりあり 径 5 Hdl
の炭化物 1%未満含む。
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性・しまりあり 径10～ 151Blの炭化物 1～ 2
%含 む。灰 白色 (10YR8/2)を 径 7～ 101dの粒状で 1%未満含 む
(to b?)。

3 10YR4/4 掲色砂 粘性なし しまりあり 暗褐色土 (10YR3/3)5%
含む。
10YR4た  褐色砂質±50%、 10YR3/3暗褐色±50%の混合土層。粘
性ややあり しまりあり 径 7～ 10a lの炭化物 1%未満含む。
10YR2/2 黒褐色±90%、 10YR4/4褐 色±10%の 混合土層。粘性や
やあり しまりあり 径 51Hの炭化物 1%未満含む。

3号土坑

A―パ
1 10YR3/1 黒褐色土 粘性 。しまりややあり 黒褐色土 (10YR3/2)30%、 にぶ
い黄褐色土 (10YR4/3)5%含 む。
2 10YR3/1 黒褐色土 粘性・しまりややあり 黒褐色土 (10YR3/2150%含む。
3 10YR3/1 黒褐色土 粘性。しまりややあり 黒褐色土 (ЮYR3カ)20%含 む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性ややあり しまりあり 黒褐色土 (10YR3/1)
20%、 黒褐色土 (10YR3/2)20%含 む。
5 10YR3/2 黒褐色土 にぶい責褐色土 (10YR4/3)5%含 む。
6 10YR4/2 にぶい灰責褐色砂質土  粘性あり しまりややあり 黒色粘土
(10YR2/1)50%、 黒褐色土 (10YR3/2)10%含 む。

4号土坑

ド墜―   L=64400コ

Ⅷ°W」キー

卜

ピ生― L‐ 64300m   一生名

当 卜

当L=65500m

A―A
l 10YR2/1 黒色土 粘性 しまりあり 暗褐色土 (10YR3/4)10%混 入。
2 10YR2/1 黒色土 粘性 。しまりあり
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性 。しまりあり 暗褐色土 (10YR3/4)5%含 む。
4 10YR2/2 黒褐色土 粘性 。しまりあり 暗褐色土 (10YR3/4)10%含 む。
5 10YR2/2 黒褐色砂質土 粘性ややあり しまりあり 暗褐色土 (10YR3/4)
2～ 3%含む。
6 10YR2/2 黒褐色±60%、 10YR3た  暗褐色±40%の混合土層。粘性 。しま
りあり
7 10YR2/1 黒色土 粘性・しまりあり 暗褐色砂質土 (10YR3/4)1～ 2%含
む。
8 10YR2/1 黒色土 粘性 。しまりあり 径 3ndの炭化物 1%含む。
9 10YR3/2 黒褐色土 やや砂質 粘性 。しまりあり
10 10YR4/4 褐色土 粘性 。しまりあり 地山崩落土か。

A― A'
1 75YR3/2 黒褐色土 粘性・しまりあ
り 暗褐色土プロック(10YR3/4 20

♪<駐1じ   花錫撃な士葬ζttiむ
。5～1041al大の炭

0                 1:40                 2m

2号土坑
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5号土坑

当

7号土坑

ド

A― A'
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性なし しまりあり 砂質。水酸化鉄粒を20%含 む。5
111大の炭化物粒を1%含 む。
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性 。しまりあり 水酸化鉄粒を8%含む。
3 10YR3/3 暗褐色土 粘性 。しまりあり 水酸化鉄粒を5%含む。5 1EE大の炭化物
粒を1%含む。

V 舟渡 I Ⅱ遺跡

6号土坑

畔上―  L‐ 63800m

A― A'
1 25Y3/1 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐色土 (10YR4/4 径 5Hl)、 径 5
H alの炭化物 1%未満、水酸化鉄 3%含む。
2 25Y3/1 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 暗褐色砂 (10YR3/3)5%筋 状
に含む。径 5 nalの 炭化物 1%未満含む。
3 5Y3/1 オリープ黒色土 粘性・しまりあり
4 10YR3/3 暗褐色土 粘性 。しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR4/3)10%混 合。
5 25Y3/1 黒褐色土 粘性ややあり しまりなし 暗褐色砂 (10YR3/3)3%含
む。
6 10YR3/3 暗褐色±90%、 10YR4/3 にぶい責褐色上 10%の混合土層。粘性あり
しまりややあり

A卜上
‐6430堕

引ズ

ψ
額

ど慾
平嘉5

碑生―  L=64300m     ―翌当 8号土坑

塩 Γ
A―バ
1 10YR2/2 黒掲色土 粘性 。しまりあり 2～ 10HHl大の炭化物粒を25%含む。
10YR3/4 暗掲色土ブロック (20mt厚 )を 3%含む。
2 10YR3た  暗褐色土 粘性 。しまりあり 黒褐色土プロック (10YR2/3 20HI厚 )

を1%未満含む。
3 10YR3独  暗褐色土 粘性強い しまりあり 黒褐色土プロック (10YR2/3 40
EE厚)を 1%未満含む。

卜9号土坑

謙

2

A―パ
1 5YR3/2 暗赤褐色焼土 粘性・しまりあり 褐色の地山崩落土 (10YR4/4
径 5～10mm大)の粒子で20%含む。暗赤褐色焼土粒 (5YR3//4 5～ 20mm大 )
を2%含む。遺物を含む。
2 2 5YR4/6 赤褐色焼土 粘性 しまりあり 2na大の炭化物粒を1%未満合
む。
3 75YR4/4 褐色土 粘性 .しまりあり 暗赤褐色焼土ブロック (5 YR3/2 20
4 dl大 )を 1%含む。

し‐64000m

A―バ
1 10YR3/3 暗褐色粘土  粘性あり しまりややあり にぶい黄褐色粘土
(10YR4/3)5%、 炭化物粒 (1～ 2 dul)3%含 む。
2 10YR4/3 にぶい責褐色粘土質シル ト 粘性・しまりあり 褐色砂質土
(10YR4れ )10%、 暗掲色粘土質シルト(10YR3/3)50%含 む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シル ト 粘性 しまりあり 褐色砂質土
(10YR4/4)10%、 暗褐色粘土質シルト(10YR3/3)15%含 む。

0                1:40                2m

伴

0

第52図  5～ 9号土坑
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4 検出遺構と出土遺物

ギ
が ■号土坑

卜

A一 A・
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性
なし しまりややあり に
ぶい責褐色土 (10YR4/3)
5%含む。

札
L‐ 63800m

A―ド
1 10YR3/8 暗褐色粘土質シルト粘
性あり しまりなし 灰黄褐色粘
土質シルト(10YR4/の 50%、 水酸
化鉄5%含 む。
2 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト粘
性あり しまりなし 水酸化鉄 10
%含む。

12号土坑

2

いと一 L‐ 64300m  ―聖当

15号土坑

卜

10YR4/3 にぶい黄褐色土
粘性 なし しまりややあり
暗掲色 土 (10YR3/4)40
%、 にぶい灰黄掲色粘土質
シルト(10YR4/2)を 中プロ
ック状 (径 10～ 20all)に含
む。

13号土坑

A―ド
1 10YR3/3 暗褐色粘土質シル
ト 粘性あり しまりなし
暗掲色上 (10YR3/4)15%、

ド生_鞄ΥシルH10YR4/41
2 10YR4/4 褐色粘土質シルト
粘性あり しまりややあり
暗褐色土 (10YR3/4)50%、
10YR4/3 にぶい黄褐色土
を小粒状 (径 1～ 2EE)1こ 60
%含む。
10YR3/4 暗褐色土 粘性
あり しまりなし 灰責褐色
(10YR4/2)粘 土質シルト40
%、 水酸化鉄 5%含む。
10YR4/4 褐色粘土質シルト
粘性あり しまりややあり
10YR4/4 褐色粘土質シルト
粘性あり しまりややあり
暗掲色土 (10YR3/4)25%、
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
10%、 灰責褐色粘土質シルト

(lllYR5/2)5%含 む。

確認調査のため

検出のみ

伴 L‐ 64500m当

十X=W観

A― A'

翠と18♂

1 10YR3/3 暗褐色土 粘
性・しまりややあり にぶ
い黄褐色土 (10YR4/3)
25%、 炭化物1%含む。

14号土坑

伴

キx=w3854

と=64 1oOm    ―翌均

ピ生―   L‐ 64600m 当

0                1:40                 2m

A― A・
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし
しまりややあり 灰黄褐色粘土質
シルト (10YR4/2)15%、 褐色粘
土質シルト (10YR4/4)15%、 炭
化物粒 (10YR5/1 1～ 2 Hul)1
%、 褐灰色粘土質ンルト40%、 水

酸化鉄を5%含む。
2 10YR4/4 褐色粘土質シルト
粘性あり しまりややあり 暗褐
色土 (10YR3/3)20%、 灰黄褐色
粘土質シルト(10YR4/2)5%含
む。

A―バ
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性強い しまりややあり 酸化鉄を10%含 む。褐色
(75YR4/4)の 地山崩落土プロック (10EE厚 )を 1%含む。
2 10YR3/2 黒掲色土  粘性あり しまりなし 酸化鉄を1%未 満含む。褐色

(■ 5YR4/4)の 地山崩落土プロック (10n dl厚 )を 2%含む。
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16号土坑

ぜ
が 孵劫ザが

A畔 646∞物 パ

19号土坑

V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

A―パ
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性ややあり しま
りなし 掲色粘土質ンルト(10YR4/4)10%、
炭化物 (2～ 5 tna)1%含む。
2 10YR4/4 褐色粘土質シルト 粘性あり
しまりややあり 暗褐色土 (10YR3/4)を 25
%含む。

A―バ
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しま
りや や あり 褐 色 粘 土 質 シルト
(10YR4/4)を朗 含む。
2 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘
性あり しまりややあり 褐色粘土質
シルト(10YR4/4)を5%含む。
3 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘
性ややあり しまりなし 褐色粘土質
シルト(10YR4/4)を20%含む。

卜

L=64600m

A―パ
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性 。しまりや
やあり 暗褐色砂質土 (10YR3/4)7
%、 褐灰色粘土質シルト(10YR4/1)2
%、 炭化物粒 (2～ 5 mm)1%含 む。
2 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性ややあ
り しまりなし 暗褐色土 (10YR3/3)
を50%含む。
3 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性なし
しまりあり 暗褐色土 (10YR3/3)を10
%含む。

18号土抗

20号土坑

ヴΩ 卜  ヽ

A―ド
1 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト
粘性ややあり しまりあり 褐
色砂質土 (10YR4/4)10%含
む。

21号土坑

ド生一   L=64200m

伴 当

ぽキ

卜

芋雀乳,お4

x‐ -73,840

Y2711望+

眸生― L‐ 63600m

A―パ
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性 。しまりややあり にぶい黄褐色粘土質ンルト
(10YR4/3)2%含 む。
2 10YR3/3 暗褐色土 粘性・しまりややあり にぶい黄褐色粘土質シルト
(10YR4/3)50%含 む。
3 10YR4/3 にぶい責褐色粘土質シルト 粘性・しまりややあり 暗褐色土
(10YR3/3)25%含 む。

A―パ
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性強い しまりあり 褐色の地山崩落土ブロック
(75YR4//4 30m大 )を 1%、 10～ 100DI大の礫を1%含む。酸化鉄を1%、
5HI大の炭化物粒を10/O含 む。遺物混入。

1:40 2m

第54図  16～ 21号土坑
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4 検出遺構と出土遺物

22号土坑 23号土坑 ぴキ

A― A'
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性 しまりあり 5～ 10mt大 の炭化物粒を1%未満含む。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性なし しまりあり 5～ 20mm大の炭化物粒を1%未満含
む。褐色の地山崩落土ブロック (10YR4れ 10～ 50nlm)を 20%含む。
3 10YR3れ 暗褐色土 粘性 ,しまりあり 黒褐色土ブロック (10YR2/3 60an大 )を 15
%含む。
4 10YR3れ 暗褐色土 粘性 しまりあり 黒褐色土ブロック (10YR2/320～50nd
大)を 2%含む。

0                1:40                2m

男55図  22。 23号土坑

(5)溝 跡

調査区内で31条の溝跡を検出した。本調査区では完掘し、確認調査区では土層断面等確認のため、

一部掘 り下げた。各遺構の詳細は以下のとおりである。

1号溝跡 (第 56・ 79図、写真図版36)

<位置・検出・重複関係> ⅧF7s～ 9sグ リッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出した。遺構は調
査区外まで延びるが、重複する遺構はない。遺構東壁の一部が撹乱を受けており、土層断面は撹乱の

影響を受けていない箇所で確認した。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は長さ6.34m、 上幅30～ 45cm、 下幅13～ 25cmで、南南西
から北北東方向にかけて直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で29cm、 断面形は

逆台形状である。底面両端部の高低差は 3 cmで、北北東端側にわずかに傾斜する。

<埋土> 単層である。地山に由来する微量の褐色上が含まれた黒褐色土主体の自然堆積である。断

面図にはないが、弥生時代の上器片が含まれていた層は遺構底面に堆積していた黒色土であった。

<遺物> 底面から59が出土した。59は高郭の台である。沈線で鋸歯文が描かれ、竹管による刺突文
が施されている。弥生時代中期に属すると思われる。その他弥生時代の上器片が出土したが、図化に

至らなかった。

時期 一部撹乱を受けてはいるが、遺物の出土状況等から弥生時代に構築されたものと思われる。

2号溝跡 (第 56図、写真図版36)

<位置・検出・重複関係> ⅧG12mグ リッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出した。遺構の東南端
が調査区外まで延びる。重複する遺構はない。

<規模・形態 。方向> 調査区内での規模は、長さ2.46m、 上幅26～ 37cm、 下幅14～ 21cmで、南南

辞

A― A'
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性強い しまりあり 5 mm大の炭化物粒を1%未満
含む。褐色粘土プロック (10YR4/6 30alH大 )を 1%未満含む。遺物を含む。
2 10YR3れ 暗褐色土 粘性 しまりあり 3酬大の炭化物粒を1%未満含む。
3 10YR4れ  褐色土 粘性強い しまりあり 褐色 (10YR4/6)の地山崩落土
を主体とし、暗褐色土ブロック (10YR3/3 50al大 )を 7%含む。
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V 舟渡 I・ 亜遺跡

西から北北東方向へほぼ直線を描いて延びている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で 9 clllで、

断面形は半円状である。底面両端部の高低差は l cmと ほぼ平坦である。

<埋土> 上層は暗褐色粘土質シル ト、下層は黄褐色粘土質シル トの自然堆積の 2層である。
<遺物> 埋土から土器細片が出土したが、時期・器種等不明であり図化に至らなかった。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

3号溝跡 (第 56図、写真図版36)

<位置・検出 。重複関係> ⅧG13x。 13y'14x。 14yグ リッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出した。

遺構は調査区外まで延びる。P P13・ 14と重複している。

<規模・形態 。方向> 調査区内での規模は、長さ3.64m、 上幅38～ 42cm、 下幅23～ 27cmで、ほぼ

南北方向へ直線状に延びている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で15clllで、断面は皿状であ

る。底面両端部の高低差は 9 clllで北端側が低い。

<埋土> 2層 に分けられる。上層は暗褐色と黄褐色粘土質シル トの混合土層、下層は黄褐色粘土質
シルトに微量の暗褐色粘土質シルトが混じる層である。自然堆積である。

<遺物> 土器細片が出上したが、時期・器種等不明であり図化に至らなかった。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

4号溝跡 (第 57図、写真図版37)

<位置・検出・重複関係 > ⅧFlp・ 2o。 2p・ 3n・ 3o。 4m。 4n・ 51・ 5m・ 61・ 6m・ 7k・
71グ リッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出した。 2号住居跡と重複し、これを切る。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ27.8m、 上幅56～ 104cm、 下幅28～ 52cmで、北
東方向から南西方向にほぼ直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは10～ 21cmで、断面形

はやや不整形の皿状である。底面両端部の高低差は18cmで南西端側に傾斜する。

<埋土> 暗褐色粘土質シル ト主体の単層で、自然堆積である。
<遺物> 埋土から土器細片が出土したが、器面の摩減が激しく図化に至らなかった。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

5号溝跡 (第57図、写真図版37)

<位置 。検出・重複関係 > ⅦF10k～ 10qグ リッドにかけて位置し、第Ⅳ層で検出した。遺構は調
査区外まで延びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ23.lm、 上幅31～ 85cm、 下幅12～ 37cmで、東西
方向へ直線状に延びる。一部が新旧二重の溝であるが、新旧関係は南側の溝が新しい。検出面から遺

構底面までの深さは最深部で39cm、 断面形は逆台形である。東端側にわずかに傾斜する。

<埋土> 旧溝跡の上層は、褐色土がわずかに混じった灰黄褐色土、下層は褐色土と灰黄褐色上の混
合土が主に堆積しており、新溝跡の上層は黒褐色土、中層は灰黄褐色上、下層は褐色土に黒褐色土あ

るいは灰黄褐色土が混じった層である。自然堆積である。

<遺物> 出土していない。
時期 埋上の状況から近代以降であると思われる。
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4 検出遺構と出土遺物

6号溝跡 (第 58・ 79図、写真図版38)

<位置 。検出 。重複関係> ⅧG12f。 12g・ 13f。 13gグ リッドに位置し、表上下の第Ⅳ層で検出した。
重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ3.44m、 上幅184～ 198cm、 下幅40～ 86cmで、直
線を描いて南西から北東方向に延びる。検出面から遺構底面までの深さは70cm前後で、断面形は半円

状である。底面両端部の高低差は15cmで、北東端側に傾斜する。

<埋土> 5層 に分けられるが、 2層の暗褐色土が最も厚く堆積している。自然堆積である。
<遺物 > 60。 61が出土した。601ま須恵器奏の頸部片、61は打製石斧である。

時期 遺物が出土したが流れ込みであり、検出状況等から近世以降であると思われる。

7号溝跡 (第 59図、写真図版38)

<位置 。検出。重複関係> ⅦG16w・ 17v・ 17w・ 18vグ リッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出した。
確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで廷びる。重複する遺構はない。

<規模・形態 。方向> 調査区内での規模は、長さ8.40m、 上幅30～ 38cm、 下幅12～ 20cmで、南西
から北東方向へ直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で12cm、 断面形は皿状であ

る。底面の高低差は 4 cmで南西端側へ傾斜する。

<埋土> 暗褐色土と褐色土の混合土層で、混入割合から2層に分けた。自然堆積である。
<遺物> 出土していない。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

8号溝跡 (第 58・ 79図、写真図版39)

<位置・検出 。重複関係> ⅦG15q・ 15r。 16r・ 16s・ 17s。 17t。 18tグ リッドに位置し、表土下の第
Ⅳ層で検出した。確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで延びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ15。48m、 上幅86～ 136cm、 下幅24～ 32cIIlで、南
東から北西方向へ直線状に延びている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で65cm、 断面形は逆

台形である。底面の高低差は 4 cmで、南東端側へ傾斜する。

<埋土> 4～ 5層に分けられる。暗褐色粘土質シル トに黄褐色粘土質シル トが混入し、下層ほど混
入割合が高い自然堆積である。

<遺物> 62が出土した。62は磨石類で、磨面が各面とも見られる上に、表面及び裏面に敲打痕が見
られる。62の他に土器細片が出土したが、時期・器種等不明で図化に至らなかった。

時期 遺物は出土したが流れ込みであると思われる。検出状況等から近世以降であると思われる。

9号溝跡 (第 59図、写真図版39)

<位置・検出・重複関係> ⅦG15o・ 16oグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。確認調査区と本調
査区に跨 り、調査区外まで延びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ7.78m、 上幅28～ 44cm、 下幅14～ 22cmで、北北
西から南南東方向に直線的に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で 7 cm、 断面形は皿状

である。底面の高低差は20cmで、南東端側へ傾斜する。

<埋土> 黒褐色土と黄褐色上の混合上の単層である。自然堆積である。
<遺物> 出土していない。
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

10号溝跡 (第 60・ 79図、写真図版40)

<位置 。検出・重複関係 > 大グリッドⅦF、 ⅦG、 ⅧFに位置し (北東端ⅦG13c、 南西端ⅧF71グ

リッド)、 第Ⅳ層で検出した。確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで廷びている。16号溝、13

号土坑と重複し、これらに切られている。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ101.90m、 上幅30～ 85cm、 下幅15～ 38cmで、南

西から北東方向にほぼ直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは13～ 23clllを 測り、断面形

は皿状である。底面は北東端側に緩やかに傾斜する。遺構南西側の一部は削平を受けていた。

<埋土> 上層は黒褐色土、下層は黒褐色土と褐色土あるいは黄褐色粘土との混合土である。
<遺物> 63～ 66が出土した。63～ 66と も弥生時代の浅鉢口縁部片であると思われる。63・ 65。 66

とも口唇部に沈線 1条を有し、65は頂部にキザミロが施された突起を有している。内面には、63～

66いずれにも口縁部に沈線 1条が施されている。いずれも弥生時代前期に属するものと思われる。こ

れら以外にも弥生時代の上器片は出土したが、摩滅が激しく図化に至らなかった。

時期 弥生土器のみ出土したが流れ込みであると思われる。検出状況等から近世以降であると思われ

る。

11号溝跡 (第 60・ 79図、写真図版40)

<位置・検出 。重複関係> 大グリッドⅦF、 ⅦG、 ⅧFに位置し (北東端ⅦG13b・ 13c、 南西端ⅧF

3oグリッド)、 第Ⅳ層で検出した。北東端付近では 3条に分岐しているが、 3条のうち中央の溝が連

続しており、その他 2条の溝は中央の溝より古い。確認調査区と本調査区に跨 り、一部調査区外まで

延びる。16号溝、13号土坑と重複し、これらを切っている。

<規模・形態 l方向> 調査区での規模は、長さ78,70m、 上幅51～ 122cm、 下幅29～ 67cmで、南西

から北東方向に直線状に延びる。検出面から底面までの深さは8～ 24cmを測 り、断面形は皿状である。

底面は北東端側に緩やかに傾斜する。遺構南西側の一部は削平を受けていた。

<埋土> 2層 に分けられる。暗褐色土主体の埋土で、上層は褐色上が微量に混入した層、下層は暗

褐色土と褐色上の混合土層である。自然堆積である。

<遺物 > 67が埋土下位から出上した。671ま灰釉が施された陶器皿口縁部片で、推定製作地は瀬戸・

美濃で、16世紀に属すると思われる。

時期 遺物の出土状況から近世であると思われる。

12号溝跡 (第 59図、写真図版40)

<位置 。検出・重複関係> ⅦFllv。 12v。 12w。 13wグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。表土

下の第Ⅲ層からの掘 り込みは確認できなかった。確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで延びる。

重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ8.16m、 上幅47～ 58cm、 下幅22～ 31cmで、南東
から北北西方向にわずかに蛇行する。遺構検出面から底面までの深さは最深部で14cm、 断面形は皿状

である。遺構底面の高低差は19cmで、北北西端側に傾斜する。

<埋土> 暗褐色シルトに黄褐色粘土質シル トが混入した層が主体で、下層ほど黄褐色の混入割合が

高く、 4層に分けられる。自然堆積である。
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<遺物> 出土していない。
時期 構築時期は不明である。

13号溝跡 (第 61図、写真図版39)

<位置・検出・重複関係 > ⅦFllpグ リッドに位置し、表上下の第Ⅳ層で検出した。南端が調査区
外まで延びる。重複する遺構はない。

<規模・形態 。方向> 調査区内での規模は、長さ3.38m、 上幅49～ 68cm、 下幅24～ 45cmで、南南
西から北北東方向に直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは16cm、 断面形は逆台形である。

北北東側に向かって緩やかに傾斜する。

<埋土> 3層 に分けられる。上層は暗褐色土と灰黄褐色粘土との混合上で、下層は黄褐色土と暗褐
色上の混合上の自然堆積である。 1～ 3層 とも炭化物粒が含まれ、 1層には酸化鉄も含まれている。

<遺物> 出土していない。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

14号溝跡 (第 61図、写真図版41)

<位置・検出・重複関係 > ⅦFllt。 12tグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。第Ⅲb層から掘 り
込まれていることを調査区北側壁断面で確認したが、遺構の大半以上が撹乱を受けており、平面プラ

ンは南端部のみの検出であったため、平面図は推定線で遺構を表現した。北東端が調査区外に延びて

いる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ5.64m、 上幅48～ 64cm、 下幅43～ 58cmで、北東
から南西方向へ直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは14cm、 断面形は皿状である。底面

両端部の高低差は16cmで、南西側に傾斜する。

<埋土> 単層である。暗褐色土に微量の黄褐色土を含む層である。
<遺物> 出上していない。
時期 構築時期は不明である。

15号溝跡 (第 61図、写真図版41)

<位置・検出・重複関係> ⅧF4n・ 4o・ 5m。 5nグ リッドに位置し、表上下のⅣ層で検出したが、
一部削平を受けていたため、平面図では推定線で表現した。重複する遺構はない。

<規模・形態 。方向> 長さ9.05m、 上幅26～ 48cm、 下幅12～ 32cmの 規模で、南西から北東方向に

直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で 8 cmと 浅 く、断面形は皿状である。底面

両端部の高低差は 7 cmで、北東側に向かって緩やかに傾斜する。

<埋土> 自然堆積である。暗褐色粘土質シルトに微量の黄褐色粘土質シルトを含む単層である。
<遺物> 出土していない。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

16号溝跡 (第 61・ 79図、写真図版41)

<位置・検出・重複関係> ⅦF18v～ 20vグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出したが、撹乱のため、
遺構が掘 り込まれた土層は不明である。遺構北側は調査区外まで延びるが、南側は撹乱土を除去して

も、調査区外まで延びていることは確認できなかった。水田造成等によって削平されたものと思われ
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る。10・ 11号溝と重複し、10号溝を切 り、11号溝に切られている。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ2.24m、 上幅34～ 58cm、 下幅18～ 30cmで、南北

方向に直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で16cm、 断面形はやや不整形の半円

状である。遺構底面は北に向かって傾斜する。

<埋土> 暗褐色粘土質シル トを主体とし、黄褐色粘土質シル トが混じる単層で、自然堆積である。

<遺物 > 68が出土した。68は弥生時代の深鉢胴部片であると思われる。

時期 弥生土器が出土したが流れ込みであると思われる。検出状況等から近世以降であると思われる。

17号溝跡 (第 62・ 80図、写真図版42)

<位置・検出・重複関係> ⅧF4e～ 4h・ 5h～ 5j・ 6j～ 6m・ 7m～ 7p・ 8p～ 8rグ リッド

に位置し、第Ⅳ層で検出した。一部が削平されており、検出できなかった。 4号溝、10号溝と重複し、

これらに切られる。

<規模 。形態 。方向> 調査区での規模は、長さ40.50m(削 平部分も含む。)、 上幅33～ 76cm、 下幅

22～ 43cmで、南東から北西方向に、わずかに蛇行しながらほぼ直線状に延びている。検出面から遺

構底面までの深さは最深部で24cmで、断面形はU字状である。遺構底面は北西側に向かって傾斜して

ヤヽる。

<埋土> 3層 に分けられる。上～中層は暗褐色粘土質シル ト主体の層で、下層はにぶい責褐色粘土

質シル ト主体の層である。自然堆積である。

<遺物 > 69。 70が埋土中から、71が埋土上面から出上した。691ま弥生時代の壺の口縁部片で、口縁

部内面に沈線 l条が施されている。701よ弥生時代の浅鉢の口縁部片である。71は土師器郭の口縁部片

で、内面が黒色処理されている。

時期 出土状況等から古代以降に属するものと思われる。

18号溝跡 (第 62図、写真図版42)

<位置・検出 。重複関係> ⅦDlli～ 17iグ リッドに位置し、確認調査区と本調査区に跨 り、調査区

外まで延びている。第Ⅳ層で検出したが、遺構はⅢ層から掘 り込まれている。重複する遺構はない。

<規模 。形態・方向> 調査区内での規模は、長さ17.25m、 上幅66～ 86cm、 下幅22～ 38cmで、ほ

ぼ南北方向に直線状に廷びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で39cmで、断面形は逆台形で

ある。底面両端部の高低差は47cnで、北端側に向かって傾斜している。

<埋土> 黒褐色土主体の埋土で、褐色土との混入割合から3層に分けた。自然堆積である。

<遺物> 出土していない。

時期 構築時期は不明である。

19号溝跡 (第 62図、写真図版44)

<位置・検出・重複関係> ⅦD16h。 16i。 17g。 17hグ リッドに位置し、表上下の第Ⅳ層で検出した。

遺構は調査区外へ延びている。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内の規模は、長さ5。25m、 上幅38～ 50cm、 下幅16■ 28cmで、北東か

ら南西方向にほぼ直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で14cmで、断面形は皿状

である。両端部底面の高低差は 8 cmで、南西端側に傾斜している。

<埋土> 黒褐色土主体の埋上で、褐色土との混入割合から2層に分けた。自然堆積である。
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<遺物> 出土していない。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

20号溝跡 (第 63図、写真図版43)

<位置・検出 。重複関係> ⅥD18h・ 18i。 19f～ 19hグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出したが、遺構
は表土下のⅢ層から掘 り込まれている。遺構は確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで廷びてい

る。21号溝と重複し、これに切られる。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ10,08m、 上幅54～ 70cm、 下幅25～ 38cmで、西
南西端からほぼ直線を描いて、重複箇所を境に東方向に屈曲しながら延びている。検出面から遺構底

面までの深さは最深部で26cmで、断面形は半円状である。遺構底面の高低差は15cmで、東側に傾斜 し

ている。

<埋土> 自然堆積である。上層は暗褐色上を主体とし、下層は暗褐色土と黄褐色土・黒褐色土との
混合土層の 2層に分けられる。

<遺物> 出上していない。
時期 検出状況等から古代以降であると思われる。

21号溝跡 (第 63。 80図、写真図版43)

<位置・検出・重複関係 > ⅥD18h～ 20hグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出したが、遺構は表上下
のⅢ層から掘 り込まれている。遺構は確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで延びている。20号

溝と重複し、これを切る。

<規模・形態 。方向> 調査区内での規模は、長さ7.36m、 上幅76～ 94cm、 下幅28～ 36clllで、南北
方向に直線的に延びている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で49cmで、断面形は逆台形であ

る。遺構底面の高低差は14cmで、南端側に傾斜している。

<埋土> 自然堆積である。暗褐色粘土質シルトに黄掲色粘土質シル トが混入した埋土で、黄褐色粘
土質シルトの混入割合で 3層 に分けられる。

<遺物 > 72・ 73が出上した。72は弥生時代の浅鉢の口縁部片で、口唇部に頂部に刻み目のある突起

を有し、内面口縁部には沈線状の段が見られる。73は弥生時代の深鉢の顎部片である。その他土師器

細片が出上したが、器種等不明で図化に至らなかった。

時期 検出状況等から古代以降であると思われる。

22号溝跡 (第 63図、写真図版44)

<位置 。検出・重複関係 > VA8m。 8n・ 9m。 9nグリッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。遺構
は調査区外へ廷びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ2.84m、 上幅46～ 62cm、 下幅33～ 45cmで、ほぼ
東西方向に直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で 9 cmで、断面形は皿状である。

遺構底面の高低差は 6 cmで、西端側にわずかに傾斜している。

<埋土> 暗褐色粘土質シル トににぶい黄褐色粘土質シルトをわずかに含む層である。
<遺物> 出上していない。
時期 検出メ犬況等から近世以降であると思われる。
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23号溝跡 (第64図、写真図版44)

<位置 。検出 。重複関係> ⅥC13w～ 15wグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出したが、検出時にプラ
ンが明瞭ではなかったために掘 り下げ過ぎてしまい、大部分は遺構底面での検出となった。遺構は表

土下の第Ⅲ層から掘 り込まれていた。確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで延びる。重複する

遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ8.82m、 上幅23～ 44cm、 下幅17～ 22cmで、南南

東から北方向へ緩やかな弧を描いて延びている。残存部分ではあるが、検出面から遺構底面までの深

さは最深部で41cIIlで、断面形はU字状である。遺構底面は南南東に向かって傾斜している。

<埋土> 自然堆積である。暗褐色土に褐色土が混入した土層で、混入割合から4層に分けられる。

下層ほど褐色上の混入割合が高い。

<遺物> 出土していない。

時期 構築時期は不明である。

24号溝跡 (第 64図、写真図版45)

<位置 。検出・重複関係 > ⅥC8o～ 10oグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出したが、検出時にプラ
ンが明瞭ではなかったために掘 り下げ過ぎてしまったため、平面図では推定線で表現した。遺構は表

上下の第Ⅲ層から掘 り込まれていた。確認調査区と本調査区に跨 り、調査区外まで延びる。重複する

遺構はない。

<規模 。形態・方向> 調査区内での規模は、長さ6.72m、 上幅28～ 84cm、 下幅28～ 44cmで、南西

から北東方向にほぼ直線状に延びている。残存部分ではあるが、検出面から遺構底面までの深さは最

深部で46cmで、断面形はU字状である。遺構は北東側に向かって緩やかに傾斜している。

<埋土> 自然堆積である。暗褐色土に褐色砂質土が混入した土層で、混入割合から4層 に分けられ

る。最下層はさらに灰黄褐色粘土質上がわずかに混じる。

<遺物> 出上していない。

時期 構築時期は不明である。

25号溝跡 (第 65図、写真図版45)

<位置 。検出・重複関係> ⅥC2f。 2g。 3fグリッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。表上下の第Ⅲ

層からの掘 り込みについては不明瞭で確認できなかった。遺構は確認調査区と本調査区に跨り、調査

区外まで延びる。重複する遺構はないが、26号溝と並行している。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ6.94m、 上端幅28～ 37cm、 下端幅15～ 28cmで、

南西から北北東方向に緩やかなS字カーブを描いている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で

26cmで、断面形はU字状である。遺構底面の高低差は25cmで、北北東側に傾斜している。

<埋土> 自然堆積の 2層で、上層が暗褐色土主体、下層が暗褐色土と黄褐色土の混合上である。
<遺物> 出土していない。

時期 構築時期は不明である。

26号溝跡 (第65図、写真図版45)

<位置・検出・重複関係> ⅥClg・ 2f。 2g。 3fグリッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。表
土下の第Ⅲ層からの掘 り込みについては不明瞭で確認できなかった。遺構は確認調査区と本調査区に
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跨 り、調査区外まで延びる。重複する遺構はないが、25号溝 と並行している。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ7.02m、 上幅17～ 27cm、 下幅 9～ 14cmで、南西
から北北東方向に緩やかな S字カーブを描いている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で17cm

で、断面形は半円状である。遺構底面の高低差は17cmで、北北東側に傾斜 している。

<埋土> 自然堆積の 2層で、上層が暗褐色土主体、下層が暗褐色土と責褐色土の混合土である。
<遺物> 出上していない。
時期 構築時期は不明である。

27号溝跡 (第65図、写真図版46)

<位置・検出・重複関係 > Ⅵ B16hグ リッドに位置し、第Ⅲb層で検出したが、遺構は表上下の第
Ⅲ a層から掘 り込まれ、調査区外まで廷びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ2.96m、 上幅21～ 28cm、 下幅10～ 17cmで、北東
から南西方向へ緩やかな弧を描いている。検出面から遺構底面までの深さは最深部で 6 cmで、断面は

浅く、箱状の断面形である。遺構底面両端部の高低差は 3 cmで、南西端側にわずかに傾斜している。

<埋土> 自然堆積である。微量の黄褐色土を含む黒褐色上の単層である。
<遺物> 出土していない。
時期 構築時期は不明である。

28号溝跡 (第65図、写真図版46)

<位置・検出 。重複関係 > ⅦC6hグ リッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出した。遺構は調査区
外まで廷びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ2.98m、 上幅34～ 49cm、 下幅19～ 27cmで、南南
西から北北東方向に直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で 6 cmで、断面は浅 く、

皿状の断面形である。遺構底面両端部の高低差は17cmで、南南西端側に傾斜している。

<埋土> 自然堆積である。暗褐色土とにぶい黄褐色土との混合土層である。
<遺物> 出土していない。
時期 検出状況等から近世以降であると思われる。

29号溝跡 (第66図、写真図版46)

<位置・検出・重複関係 > VB7m～ 7o・ 8n～ 8pグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。表
土下の第Ⅲ a層からの掘 り込みについては不明瞭で確認できなかった。確認調査区と本調査区に跨 り、

調査区外まで延びる。重複する遺構はない。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は、長さ14.08m、 上幅34～ 40cm、 下幅12～ 20cmで、西
北西から東南東方向に、一部わずかに蛇行しながら全体的には直線状に延びる。検出面から遺構底面

までの深さは最深部で18cmで、断面形は半円状である。遺構底面の高低差は21cmで、東南東側に傾斜

している。

<埋土> 暗褐色土に微量の責褐色上が混入した単層である。自然堆積である。
<遺物> 出土していない。
時期 不明である。
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

30号溝跡 (第 66図、写真図版47)

<位置・検出・重複関係 > ⅦC2b。 3b。 3c,4c。 4dグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。表
上下の第Ⅲ a層からの掘 り込みについては不明瞭で確認できなかった。遺構は調査区外まで延び、31

号溝と重複し、これを切る。

<規模・形態 。方向> 調査区内での規模は、長さ7.66m、 上幅32～ 43cm、 下幅17～ 29cmで、南東
から北西方向にほぼ直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で28cmで、断面形は箱

状である。遺構底面は北西に向かって傾斜している。

<埋土> 暗褐色土と褐色土の混合土を主体とし、下層ほど褐色上の混入割合が高い。混入割合で 5

層に分けた。自然堆積である。

<遺物> 土器細片が出上したが、時期・器種等不明で図化に至らなかった。
時期 構築時期は不明である。

31号溝跡 (第 66図、写真図版47)

<位置 。検出・重複関係 > ⅦC3b・ 3cグ リッドに位置し、第Ⅳ層で検出した。表土下の第Ⅲ a層
からの掘り込みについては確認できなかった。遺構は調査区外まで延び、30号溝と重複し、これに切

られる。

<規模・形態・方向> 調査区内での規模は長さ4.44m、 上幅27～ 41cm、 下幅14～ 27cmで、北東か
ら南西方向に直線状に延びる。検出面から遺構底面までの深さは最深部で15cmで、断面形は皿状であ

る。底面両端部の高低差は16cmで、南西端側に傾斜している。

<埋土> 黒褐色土に黄褐色土が混入した単層である。自然堆積である。
<遺物> 出上していない。
時期 構築時期は不明である。

(6)柱 穴 状 土 坑 (第 8表、第67・ 68・ 80図 )

<調査方法 。経過 >65個 を検出した。検出された柱穴状土坑は、すべて本調査対象区域にあたってい

たため、完掘した。 PP3～ 65は特定の区域に集中して検出されたが、掘立柱建物跡等を構成する
ような柱穴の並びは、今回の調査区内では確認できなかったため、すべて柱穴状土坑として報告する

こととした。柱痕の有無及び規模、他遺構との重複関係については、第 8表に記述している。柱痕が

確認された柱穴状土坑は18個であるが、検出面で柱痕が確認できない状態で、掘 り下げて柱痕が判明

した遺構については、同表備考欄に「柱痕、図なし。」と記述してある。

<位置 。検出> PPlは ⅦD19pグ リッド、 PP2は ⅦGlljグ リッド、 PP3～ 55は ⅧG13t・ 14t
～ 14yと ⅧH14a・ 15aグ リッド、 P P56～ 65は ⅧH14c。 14d・ 15c。 15dグ リッドにそれぞれ位置し、

いずれも第Ⅳ層で検出された。

<遺物> PPl・ P P38・ P P46の 3個から遺物が出土した。 PPlか ら74が出土した。74は土製
品であるが、用途不明である。表面は型押しで成形され、裏面は調整せずに指圧痕そのままである。

製作方法等から近世以降に属するものと思われる。 P P38か ら75が出上した。75は弥生時代前期に属

する浅鉢の口縁部片であるが、出土状況から流れ込みであると思われる。なお、 P P46出土の上器片

については、器面の摩滅が激しく器種及び時代は不明確であったため、掲載しなかった。

時期 柱穴状土坑は、埋土の状況等からいずれも近世以降に構築されたものであると考えられる。
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4 検出遺構と出土遺物

第 8表 桂穴状土坑観察表

ＰＰ

Ｎ。

径

ｃｍ

深さ

(cm)

検出面

標 高
(m)

柱痕径

(cm)
備  考

1 29 × 2廷 63.836

47 × 4( 64.005 L痕、図なし

3 42 × 24 63982

4 36 × 25 64.097

5 52 × 33 64.142

34 × 26 64103

7 28 × 25 64082

8 49 × 43 64.153 陛痕、図なし

9 1× 41 34 64.117

〕0 × 27 64,075

38 × 36 64.123

生3 × 34 64113

〕5× 12c 64.089 庄痕、図なし

39 × 35 63954 庄痕、図なし

36 × 3C 64068 柱痕、図なし

26 × 25 63902

53 × 52 41 63972 陛痕、図なし

52 × 4( 64.075 住痕、図なし

33 × 3( 64.034

50 × 4[ 64.137 2号土坑と重複

25 × 2E 64.064

57 × 5〔 64095

34 × 32 64.094

38 × 33 64.137

46 × 44 64112

31× 27 64135

31× 28 64.108 柱痕、図なし

42 × 39 64,079

59 × 56 64.100

34 × 33

51 × 49

55 × 48 47 64083 柱痕、図なし

34 × 32 64077

ＰＰ

Ｎ。

径

(cm)

深さ

(cm)

検出面

標 高
(m)

柱痕径

(cm)
備  考

34 38X31

54 × 49 64003 3号溝と重複

29 × 28 64046 3号溝と重複

29× 1201

29× 1361 64.086

35 × 34

36X31 64070

40 × 31 庄痕、図なし

39 × 37 64069

37 × 36 64040

38 × 33 64040

59 × 53 l■痕、図なし

47 × 45 64.042

37 × 35 64052

33 × 31 64.119

36 × 34 64.048 陛痕、図なし

52 × 43 64105

34 × 32 63985

39 ×33 63.963

40× 28 64.020

46 × 3G 63.953

41× 41 7 63.938

37× 33 63.974

29× 28 63.817

46 × 41 63,804

48 × 46 柱痕、図な し

27× 26 63.872

26 × 25 63,709 PP62と 重複

57 × 56 63.648 PP61と 重複

34× 26 64.545 20号土坑と重複

48 × 41

36 × 36 63,700
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1号灘

L■ 64600�

A卜  引 パ
マ

A―A
l ■5YR3/2 黒褐色土 粘性やや|あり

鬱そ継R紆9乱習稔将畳
tF。

tuF9t

2彊増毒

粕 F

L■ 6■ 100�

A卜
~ 
引 パ

導

A‐ド
1 10YR3/3 臨 色粘i質シル
ト6Cl%、 10YR4/3 にぶヤ1責

鍵Ⅲ離子とζ弊写薪
2 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色粘土
資シルト 粘世ややあり し
まりあり 暗獨色粘土質シール
ト (10YR3/3j5%含む。

X
L■ 843111h

A卜 引 ズ
彰

A―バ
1 10YR3/3 暗綺色粘主質ラルト
にぶい黄褐色粘上質シルト(10YR4/9
を29%含む。粘性,t承 りややあ
り
2 10YR4/3 にぶい責褐色粘

=質
乱 協鷲 銃 躍 摯 4
やあ,

3号溝

紳

鵠 c161V

0         1:50         2m

V 舟渡 I・ I遺跡

調査区外

第56図  1～ 3号溝
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4 検出遺構と出土遺物

4号溝

L‐ 64 500rn

A聟 ズ B「―― 引 B'

ヤ

A―バ、B― B'
1 10YR3々  暗褐色粘土質シルト 粘性な
し しまりあり にぶい責褐色粘土質シ
ルト(10YR4/3)を 10%含 む。

4号溝 (平面)
0      1:200      5m

4号溝 (断面)
m

5号溝

A― A
l 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし しまりあ
り褐色上 (10YR4/4)を10%含む。
2 10YR4/4 褐色±70%、 10YR4/2 灰黄掲色
±30%の混合土層。粘性 。しまりあり
3 ЮYR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり
掲色止 (10YR4/4)を3～ 5%含む。
4 10YR4/4 褐色土 やや砂質 粘性なし し
まりあり 灰黄褐色土 (10YR4/2)を 3%含
む。

十ⅦFllm

B― B'
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり
色土 (10YR4/4 径 1～ 2411)を 1～ 2%含む。
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり
色土 (10YR4/4)を 10～ 15%含む。
10YR4/2 灰黄褐色土 粘性あり しまりややあ
り褐色土 (10YR4/4)を 10%含む。
10YR4/4 褐色±50%、 10YR3/2 黒褐色±50%
の混合土。粘性・しまりあり
10YR4/2 灰黄褐色±50%、 10YR4/4褐 色上50
%の混合土。粘性なし しまりあり
10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐
色土 (10YR4/4)を 2～3%含む。
10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐
色土 (10YR4/4)を 50/O含 む。
10YR4/4 褐色±60%、 10YR3/2 黒褐色±40%
の混合土。粘性ややあり しまりあり

5号溝
1お0(断面図)2m

0     1■ 50(平面) 5m

掲

　

褐

L‐ 64500m

酔― L‐ 64300m=釣
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A―ド
1 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト
粘性なし しまりあり にぶい黄

徴 2撤 錐 黙 塾 #:1
粘性ややあり しまりなし にぶ
い黄褐色粘土質ンルト(10YR4/3)
を5%含む。
3 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト
粘性 しまりややあり にぶい黄褐
色粘土質シルト (10YR4/3)を 15%
含む。

4 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト
粘性・しまりややあり にぶい黄褐
色粘土質シルト(10YR4/3)を 25%
含む。

5 10YR4/2 灰責褐色粘土質シルト
粘性・しまりややあ り 暗褐色土
(ЮYR3/3)を30%含 む。

V 舟渡 I Ⅱ遺跡

ピ生―  L=64100m 当

B    L‐64100m     ―」当

忘 弾

A―バ
1 10YR3/4 暗褐色±50%、 10YR4/4 褐色±50%
の混合土。粘性なし しまりあり
10YR3/4 暗掲色土 粘性なし しまりややあり
10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性なし しまりや
やあり 暗褐色土 (10YR3れ )を 10%含 む。
10YR3/3 暗褐色土 粘性あり しまりなし
10YR4/8 1こ ぶい黄褐土 粘性 。しまりややあり
暗褐色土 (10YR3/4)を 20%含む。

逸

B― B'
1～ 3 A― A'に 同じ。
4 10YR4/2 灰黄褐色粘土質ンルト 粘性・しま
りややあり 暗褐色粘土質シルト(10YR3/3)を
30%含む。

8号溝

■50(断面図)  2m
o      ■100(平面図) 4m

6号溝

0            1:50            2m

第58図 6・ 8号溝
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4 検出遺構と出土遺物

7掲碑諄

9号溝

Aド守・mttA

i滓

:報鍼攀瑾亀ぞ子
あ
を基

(10YR3/31をい%含む。

半

ぎ

A言
6410町

だ

L=64100ロ
B学 ゴ

:!羅軽歎神紳冒鶴;が
にぶい黄褐―色猫土質ンルトl10YR4/3)を 16%奮
帆
3 10YR3/3 暗場色シルト 粘性・しまりややあり
,こぶい責獨色粘主質シルト(10YR4/働 を,0%含
む。
4 10YR4/3 1に ぶい黄褐色粘と質―シルト 粘性あり
しまりややあり 暗褐色シルト(10YR3/31t1094

猛 4v    

視

150(断面)   2�

7・ 9号溝                   m

Ｂ

騨】２

Aど室豊蟹聖妻当ポ

猛ぉ
ATバ
ー

l loマR3/2 黒掲色工 壮性あり しま,ややあ
りにぶい責褐色土 (10YR4ノ0を30%含銚

■50(平・断面)
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10号溝

V 舟渡 I・ ■違跡

B洋
64お
略 ゴ

▼
B― B・
1 10YR3/2 黒褐色生 活
性。しまりややあり2埜
聰?最臨身韓
gI議暮急Ⅲ
土QOYR4/9

A― A'
1 10YR3/2 黒福色土 粘
性なし しまりあり
2 
涯二R:/2しξ緑縁手 落
色主 (10VR4/41をЮ%
含む。

断 面

11号溝

c浮
生
彎 c,
I~k2

1群・聰盟長益繊縛祉2掻
む。
2 10YR4/4 褐色土,0%、 10YR3/3. 暗絢t
主術%の混合土層。粕性。しまりあり

が
　
　
　
ギ

1靭/4に驚銑越駕議 )

含携

しま
5%

平 画

0     1400 10m0          1160          2m
|

第60図  19・ 11号溝
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4 検出遺構と出土遺物

■ dfIIp

恭蔽F12p

A―パ

:‖蔚 麓綴 :
3響
継ぁ玩F鰯孫麟をとと嬬蝕騨

b号溝

14号湾

隣_L=6■ 5011m_当

―

I層

帯

BF停騨 耳
ヤ

1

A―ド 、B― B'
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性
なし しまりあり に|ぶい
責褐色土 (10YR4/3)を 3
%含む。

0      160(平・断面図)2m
13・ 141溝 卜~~~~― ―十二十一――一引

“

号溝

AF4町A
渾

4洋黎勘路バ

W

BI±
04や
鞠 B,

―A―バ 、B― B'
1押
(R島筆離路 響鶏
にぶい責IB色粘■質シ″ト
QOYR4/3jを 5%含 b.

加

４ｍ

調査区外

A

A洋“
・30喝パ
▼

l ttR絶
鴇 電 ィ

におい責褐色粘土質シル|
(lQYR4/31を250/Oab●

■50(断面図)
1■00(平面図)
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ぜ

第61図  13～ 16号溝
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17号滞

Aぽ叫だ
V

A―ド
1 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 粘
性・しまりあり にぶい責褐色粘土質
シルト(10YR4/3)を 5%含む。
2 10YR3/3 暗掲色粘土質シルト 粘
性・しまりややあり にぶい責褐色粘
土質シルト(10YR4/3)25%含 む。

B゛ ご

2

B― B'
l A― A'の 11こ 同じ
2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シ
ルト 粘性・しまりあり 暗掲色
粘土質シルト(10YR3/3)を 5%含
む。

18号溝

V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

Attξ

くこ二;ア
テ」パ

A―パ
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性ややあり しま
りあり 褐色土 (10YR4/4)を 3%含む。
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性ややあり しま
りあり 褐色土 (10YR4/4)を 1%含む。
3 ЮYR4/4 褐色土 粘性 しまりなし 黒
褐色土 (10YR3/2)を 10%含む。

B― B'
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性ややあり しま
りあり 褐色土 (10YR4/4)20%含 む。
2 10YR4/4 褐色土 粘性・しまりあり 黒
褐色土 (10YR3/2)10%含 む。
3 10YR3/2 黒褐色±80%、 10YR2/1 黒
色±10%、 10YR4れ 褐色±10%の混合
土 粘性・しまりあり

郭》

ギ 19号溝

が

ぜ

が
ヽ

【口
　

削
　
平

A―パ
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性 しまりあ
り 褐色土 (10YR4/4)3%含 む。
2 10YR3/2 黒褐色±50%、 10YR4/4
褐色±50%の混合土層。粘性 。しまり
あり

1お 0(断面) 2m
0     1■ 50(平面) 5m

18・ 19号溝

庁

―

17号埼�面)   2m

第62図  17～ 19号溝
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4 検出遺構と出土遺物

20号溝

21=許蒻筆

嗚Ы翫

A―パ
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性な
し しまりあり
2 10YR3/=贈 召色±50%、

オl滉子4得Rダ鷺霧電皇誌
%の混合土層。粘性・しまり
ややあ,

本
子分ぜ
B― B'

1 10YR3た 暗褐色土 粘性や|

やあり しま,あ り tぶい黄
褐色土 (10YR4/3)を 25%含
む。
2 A―だの21こ同じ

ドーと=636011m

A―バ
l 10YR3/3
ややあり
tFO

22号溝

ギ邸9m

ド上=65 ЮO聖 当
ク々ラン
>“
・
*f

A―ズ
1 10VR3/」 暗掲色粘土質シルト 粘
性・しまりややあり にぶい黄褐0
粘土質ンルⅢ (10YR4/3)を10%書
視

暗褐色粘主質ンルト 粘性なし します
褐色粘土質シルト(10VR4/4Jを 2%合
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2 10YR3/3 暗協色鶏土質シルト
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質シルト(10YR4カ Oを10%合むょ
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辞=と‐6■600m 当

A―バ
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし しまりやや
あり 褐色砂質土 (10YR4/4)を 2%含む。
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし しまりやや
あり 褐色砂質土 (10YR4/4)を 25%合む。
3 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし しまりあり
褐色砂質土 (10YR4/4)を15%含 む。
4 10YR4/4 褐色粘土質シルト 粘性 しまりあ
り 暗褐色土 (10YR3/4)を15%含 む。

_A4
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纂
碑

A―パ
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまり
ややあり 褐色砂質土 (10YR4/4)を 2%
含む。
10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまりあ
り 褐色砂質土 (10YR4/4)を 5%含む。
10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまり
ややあり 掲色砂質上 (10YR4/4)を 15%
含む。
10YR3/3 暗褐色±50%、 10YR4/4 褐
色砂質±50%の混合土。粘性なし しまり
あり水酸化鉄 5%混じる灰黄褐色粘土質土
(10YR5/2)を 10%含む。

響
2

B一 B'
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性な
し しまりややあり 褐色砂
質土 (10YR4/4)を 15%含む。
2 10YR3/3 暗褐色± 50%、
10YR4/4 褐色砂質±50%の
混合上。粘性ややあり しまり
あり

調 査 区 外

B庁硝お0哨 B,
ハ

ン

~

B一 B'
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性 。しまり
ややあり 褐色砂質土 (10YR4/4)
を2%含む。
2 10YR3/4 暗褐色粘土質±50%、
10YR4/4 褐色粘土質±50%の混
合土。粘性ややあり しまりなし

調査区外

鵠α傲

第64図  23・ 24モ|,青
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26号溝
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す
1
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C― C'、 D― D'
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ほ号
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島 聯
上
に壊僚墓

2

混合士,粘性あり しまりなし

25号溝

L■ 64お 00ぬ
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25辞
A―バ、B一 B'1鶴珠麟犠脇
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絲 亀ズ
三
駕爾輩鍮歳碧
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ぎ

糟

AF42喝パ
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建契をi濡七鬼,を麓
%含tF。

糟

ApB略だ
ヽ

A―パ
1 10YR3/4 曽褐1色と
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0            1150            2m

27号浦
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Ｖ
期
〉　鶉】
Ｂ

調 査 区 外
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翠 鋭

嚇ニ
30号溝

30号溝
A―バ
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性・しまりや
やあり 褐色土 (10YR4/6)5%、 黒
褐色上 (10YR2/2)2%を 含む。
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性・しまりや
やあり 褐色土 (10YR4/6)を15%含
む。
3 10YR3/4 暗掲色±50%、 10YR4/6
褐色±50%の 混合土。粘性あり し
まりややあり
4 10YR4/6 褐色土 粘性・しまりあり
暗褐色土 (10YR3/4)を 2%含む。

帥Ｍ
YG発

ぽ

A↓ど40略ズ BF・
0判
ゴ

V
29号溝
A―ズ、B-8'
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性
しまりややあり にぶい黄褐
色土 (10YR4/3)を 5%含む。

マ
30号溝
B― B'
A― A'の 1～ 3に同じ。

奄 A群パ笙堅哨ゴ
31号溝
A―ド、B― B'
1 10YR3/2 黒褐色上 粘性。しまり
あり 黄褐色土 (10YR4/3)10%含
む。

150(断面)   2m
0      1■ 00(平面)  4m

29号溝 |

30・ 3号溝       m

第66図 29～31号溝
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4 検出遺構と出土遺物

(7)墓   媛

ⅧF6r・ 7r・ 7sグ リッドで16基検出した。当該区域は、排水路敷設及び切土予定田面にあたり、

発掘調査対象区域である。遺構検出後に掘 り下げたところ、近世に属する遺物を伴った人骨が埋めら

れているのを確認したこと、似たような平面プランを持つ遺構が複数検出されたことなどから、当該

区域は墓域として使われた場所であると推測し、調査を行った。墓壊が検出された区域の土層は、耕

作土直下が第Ⅳ層であることから、水田造成等による地形改変を大きく受けたものと思われ、墓娠の

残存状況は良好ではなかった。この区域において、人骨及び遺物が出上した墓娠と同様の平面形及び

規模を有する遺構は、墓媛と見なし報告することとした。墓媛から出上した遺物の一覧は、第 9表に

記している。

1号墓境 (第 69・ 80図、写真図版48)

<位置・検出 。重複関係> ⅧF6rグ リッドに位置する。 4・ 15号墓壊と重複し、切られている。
<規模・形態・方向> 開口部径1.10 X O,88m、 深さ34cmの規模である。平面形はやや平行四辺形ぎ
みの長方形で、長軸方向は北西一南東である。

<人骨 。埋葬状況> 頭蓋骨、四肢骨らしき部位が出土した。検出状況から、頭部を北に横臥姿勢で
埋葬されたと考えられる。

時期 出土遺物から18世紀前半に属するものと思われる。

2号墓境 (第 70図、写真図版48)

<位置 。検出 。重複関係 > ⅧF7rグ リッドに位置する。15号土坑・ 7号墓娠と重複 し、 7号墓墳
を切 り、15号土坑に切られている。 7号墓媛との新旧関係を確認する目的で重複箇所を掘 り下げ過ぎ

たため、上端線は推定線で表現した。

<規模・形態・方向> 開口部径1.22× 0.91m、 深さ34cmの規模である。平面形は長方形で、長軸方
向は北西一南東である。

<人骨 。埋葬状況> 頭蓋骨の一部と四肢骨が出上した。四肢骨の遺存状態は良好であった。検出状
況から、頭部を南東に、横臥姿勢で埋葬されたと思われる。

時期 重複する墓城の出土遺物から18世紀後半以降に属するものと思われる。

3号墓壊 (第 70・ 80図、写真図版48)

<位置 。検出・重複関係> ⅧF7sグ リッドに位置する。16号墓坂と重複し、これを切る。
<規模・形態 。方向> 開口部径1.04× 0,83m、 深さ28cmの規模である。平面形は長方形で、長軸方
向は北北東一南南西である。

<人骨・埋葬状況> 歯数本、小骨片が出土した。歯の検出位置から、頭部を北に向けて埋葬された
と考えられる。

時期 出土遺物から18世紀前半～ 19世紀後半に属するものと思われる。

4号墓娠 (第 70図、写真図版48)

<位置・検出・重複関係> ⅧF6q・ 6rグ リッドに跨って位置する。墓墳の大半が 1号墓娠と重複し、

切られている。
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

<規模・形態 。方向> 開口部径1.12× 1,06m、 深さ28cmで ある。長軸方向は北西一南東である。墓

媛の残存部分から、長方形状であると思われる。

時期 人骨 。遺物は出上しておらず明確な時期は不明であるが、重複する墓墳の出土遺物から18世紀

前半以前であると思われる。

5号墓境 (第 71図、写真図版48)

<位置 。検出・重複関係> ⅧF7r・ 8rグリッドに跨って位置する。重複する遺構はない。
<規模・形態・方向> 開田部径0.88× 0.64m、 深さ1lcmの規模である。墓残の残存状況は良好ではなく、

大部分が削平されている。長軸方向は北西―南東で、平面形は長方形状である。

時期 重複する墓鍍はなく、人骨 。遺物も出土していないため、不明である。

6号墓境 (第 71図、写真図版48)

<位置・検出・重複関係 > ⅧF6r・ 7rグ リッドに跨って位置する。11・ 13号墓媛と重複し、これ

らを切る。検出の際、11号墓壊との新旧関係を確認する目的で重複箇所を掘 り下げ過ぎてしまったた

め、上端線は推定線で表現した。

<規模・形態 。方向> 開口部径 1.08× 0。70m、 深さ15cmの規模である。残存状況は良好ではなく、

墓媛の大部分が削平されている。長軸方向は北西―南東で、平面形は長方形状である。

時期 人骨・遺物は出上しておらず明確な時期は不明であるが、重複する墓媛の出土遺物から19世紀
以降に属するものと思われる。

7号墓娠 (第 71・ 80図、写真図版49)

<位置。検出・重複関係> ⅧF7rグ リッドに位置する。15号土坑。2号墓壊と重複 し、切られている。
<規模・形態。方向> 開口部径1,10× 0,92m、 深さ28cmの規模である。長軸方向は北北東一南南西で、

墓媛の残存部分から平面形は長方形状であると思われる。

<出土人骨・埋葬状況> 頭蓋骨、四肢骨が比較的良好に出上し、顔面を西に向けながら、頭部を北

東方向にした横臥姿勢で屈葬されている。

時期 出土遺物から17世紀前半以前に属するものと思われる。

8号墓娠 (第 71・ 80図、写真図版49)

<位置・検出・重複関係> ⅧF7rグ リッドに位置する。15号土坑、 9。 10号墓媛と重複し、15号

土坑に切られ、 9。 10号墓墳を切っている。

<規模・形態・方向> 開口部径1.10× 0。90m、 深さ38cmの規模である。平面形はやや丸みを帯びた

方形で、長軸方向は北北東一南南西である。

<出土人骨・埋葬状況> 座位屈葬されたものと思われ、中央部から出土した頭蓋骨の顔面側は下を

向き、四肢骨がこれを囲むような形で出土した。

時期 出土遺物から17世紀前半～ 19世紀に属するものと思われる。

9号墓壊 (第 72図、写真図版49)

<位置・検出。重複関係> ⅧF7rグ リッドに位置する。墓壊の北東側は 8・ 10号墓媛に切られ、
東南側は15号墓壊に切られている。
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<規模・形態・方向> 開口部径 1.35× 0.98m、深さ26cmの 規模である。平面形は残存している部分から、

平面形は長方形であると思われ、長軸方向は北東―南西である。

<出土人骨・埋葬状況> 西向きで埋葬された頭蓋骨のみ出土した。頭蓋骨以外の人骨が出上しなか
ったのは、 8号墓壊を掘削した際に9号墓媛の骨が失われたものと思われる。

時期 重複する墓墳の出土遺物から17世紀前半以前に属すると思われる。

10号墓境 (第 72・ 80図、写真図版49)

<位置 。検出・重複関係 > ⅧF6・ 7rグ リッドに跨って位置する。重複関係は複雑で、 8号墓媛
に切られ、9・ 11・ 12・ 15号墓媛を切っている。

<規模・形態・方向> 開口部径1.04× 0.66m、 深さ16cmの規模である。平面形は長方形で、長軸方

向は北東―南西である。

<出土人骨> 北東方向を向いた頭蓋骨と部位不明の骨が出土した。

時期 出土遺物から17世紀後半に属すると思われる。

11号墓娠 (第72・ 80図、写真図版49)

<位置 。検出・重複関係 > ⅧF6r・ 7rグ リッドに跨って位置する。重複関係は複雑で、 6・ 10号

墓壊に切られ、12～ 14号墓媛を切っている。

<規模・形態・方向> 開口部径0.82× 0.66m、 深さ44cmの 規模である。開口部はやや不整な方形状
であるが、底面は方形である。

<人骨> 人骨片が少量出土したが、小片であるため部位は不明である。

時期 出土遺物から17世紀前半～ 19世紀に属するものと思われる。

12号墓境 (第 72・ 80図、写真図版50)

<位置 。検出・重複関係> ⅧF6rグ リッドに位置する。10・ 11・ 13～ 15号墓壊と重複しているが、
10。 11・ 13・ 14号墓娠との切合については、検出段階でのプランが不明瞭で、新旧関係は不明である

ため、平面図では完掘時のプランを表現した。13・ 15号墓崚との重複部分を掘り下げ過ぎたため、上

端を推定線で表現 している。15号墓墳との新旧関係は、15号墓壊より新しい。

<規模・形態・方向> 残存部分の規模は0。78× 0.27m、 深さ23cmで ある。墓壊底面の形状から平面

形は方形あるいは長方形状で、長軸方向は北東―南西であると思われる。

<人骨・埋葬状況> 歯数本、四肢骨の一部らしき骨が出土した。歯の検出位置から、頭部を南東に

向けて埋葬されたと思われる。

時期 出土遺物から17～ 19世紀に属するものと思われる。

13号墓境 (第 73図、写真図版50)

<位置・検出 。重複関係> ⅧF6rグ リッドに位置する。 6。 11・ 12号墓媛と重複しているが、 11・

12号墓壊との切合については、検出段階でのプランが不明瞭で、新旧関係は不明であるため、平面図

では完掘時のプランで表現した。 6号墓媛に切られている。残存範囲が狭 く底面に近い部分での検出

であった。

<規模・形態 。方向> 残存部の計測値は0.66× 0.64m、 深さ25cmで ある。平面形、軸方向等の詳細
は不明である。
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時期 重複した墓壊との新旧関係から19世紀以降に属するものと思われる。

14号墓境 (第 73図、写真図版50)

<位置・検出・重複関係 > ⅧF6r・ 7rグ リッドに跨って位置し、10。 12号墓墳底面下から14号墓

墳は底面のみ検出された。 8・ 10～ 12号墓壊と重複しているが、10。 11号墓媛との切合については、

検出段階でのプランが不明瞭で、新旧関係は不明であるため、平面図では完掘時のプランで表現した。

<規模・形態・方向> 残存部の計測値は0.78× 0,38mで、平面形、軸方向等の詳細は不明である。

時期 重複した墓媛との新旧関係から17～ 19世紀に属するものと思われる。

15号墓境 (第73・ 80図、写真図版50)

<位置 。検出・重複関係> ⅧF6rグ リッドに位置する。 1・ 10。 12号墓残と重複し、切られている。

<規模・形態 。方向> 開田部径 1.40× 0,90m、 深さ42cmの規模である。平面形は長方形で、長軸方

向は北東一南西である。

<人骨> 歯数本、下肢骨の一部が出上した。歯の出土位置から、頭部を北西に向けて埋葬されたと

考えられる。

時期 出土遺物から17世紀前半～ 18世紀前半に属するものと思われる。

16号墓境 (第 73図、写真図版50)

<位置 。検出 。重複関係 >ⅧF7sグ リッドに位置する。 3号墓媛と重複し、切られている。

<規模・形態・方向> 開口部径1.16× 1.01m、 深さ28cmの 規模である。平面形は長方形で、長軸方

向は北東―南西方向である。

時期 重複した墓壊の出土遺物から18世紀前半以前に属するものと思われる。

第9表 墓境出土遺物一覧表                                    .

墓壌名 人骨 陶磁器類
貨幣 煙管

鉄釘 その他 備 考
銅銭 鉄銭 吸口 雁首

1号墓媛 ○ ○

2号墓壊 ○ ○

3号墓壊 ○

4号墓媛
5号墓壌
6号墓壊
7号墓壊 ○ ○ ○ O ○

8号墓墳 ○ ○ ○

9号墓壌 ○ ○

10号墓媛 ○ ○ ○ ○ 板状鉄製品 1、 蝶香 ?1
11号墓壊 ○ C ○

12号墓壊 ○ ○ ○

13号墓壊

14号墓壊

15号墓疲 ○ ○ ○

16号墓媛
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4 験出遺構と出上遺物

0            160            2血
|「

――――――――――――――――――――――――-1-――――――――…―トーーーーーーー‐―‐――――
|

9               140               2n
―

|―
“̂“
―
・
‐――――

   「    「

‐……………………………………………‐―

   「

―

   「 i   

「

――――――――――――――――――――

   「

――――~   

「

~~~~~~~~|

伽

-110-

第69図 墓域11号墓壌
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4 検出遺構と出土遺物
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

5 遺構外 出土遺物 (第81～ 86図、写真図版60～ 66)

遺構外から出上した縄文・弥生土器、古代土器、陶磁器、石器・石製品、金属遺物について、詳細

を以下に述べる。

(1)縄文 。弥生土器

114～ 187の 74点を図化し、次の3群に分類した。第 1群は縄文時代中期末葉 (大木10式 )に属す

ると思われる141・ 157・ 158。 164。 170、 第 2群は後期中葉～後葉 (十腰内 5式相当型式)に属する

と思われる146、 縄文時代晩期～弥生時代前期までの土器を第 3群としたが、個々の詳細な時期決定

については破片が多く不明確であったため、一括して扱った。縄文・弥生土器とも出土は第Ⅲ層から

であった。広い範囲で出上したが、ⅢA・ ⅣA大グリッド、ⅧF～ⅧH大グリッドから多く出土した。

器種については、深鉢が最も多く、次いで浅鉢、壺、鉢、甕、四脚付浅鉢、高郭、脚付皿が出上した。

(2)古 代 土 器

188～ 196の 8点を図化した。1881よ須恵器郭、189。 1901ま土師器邦、191・ 192は土師器奏、193～

196は ミニチュア土器である。188はⅥB9aグ リッドの第Ⅲb層から、その他はⅧF・ ⅧH大グリッ
ドの第Ⅲ層から出土している。ⅧF大グリッドは古代の集落跡が検出された区域である。破片が多く

詳細は不明であるが、時期は8～ 9世紀に属すると思われる。

(3)土 製 品

197～ 201の 5点がⅧF・ ⅧH大グリッドの第Ⅲ層から出土した。1971よ垂れ飾り、198・ 199は円盤

状土製品であり、縄文土器の深鉢口縁部片 (198)、 深鉢胴部片 (199)を打ち欠いて再加工したもの

である。200は土錘である。201の用途は不明である。外面は縄文 (RL縦)が、内面及び脚部はミガ

キ調整されている。脚付浅鉢等の一部かと想定したが、脚は体部の中央に位置している。

(4)陶 磁 器

196が出上した。ⅧH14cグ リッドの撹乱箇所からであるが、この区域からは近世に属する遺構 (土

坑、柱穴状土坑)が多く検出されている。196は肥前系磁器の皿底部片である。青色釉で染付が施さ

れているが、文様は不明である。高台に砂目が見られることから、17世紀前半に属するものと思われる。

(5)石器、石製品

石器■点、石製品 2点の計13点出土した。出土石器は、202～ 207が石鏃、208が石箆、209～ 212

が打製石斧である。石鏃、石箆、209の打製石斧はⅢ層及びⅣ層上面から出土し、出上位置に法則性

は見あたらない。210～ 212の打製石斧は、Ⅵ B21nグ リッドの第Ⅳ層上面からまとまって出土した。

遺構に伴うものと推測し、周辺を精査したが遺構は検出できなかった。調査区外に関連する遺構が所

在しているものと思われる。213・ 214が石製品である。2131ま礫を打ち欠き、破損した (切断させた?)

後、左側面及び右側面を研磨しているが、右側面は中途で止めている。切断面に近いところを打ち欠

いていることから、独鈷石の製作途中に破損し、別の石器を製作しようとしたものであると推測した。

214は、表裏面及び両側面に擦痕が見られる。形状及び加工痕から石刀の未製品であると推測される。
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5 遺構外出土遺物
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第74図 遺構内出土遺物(1)
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5 遺構外出土遺物
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V 舟渡 I・ Ⅱ遣跡
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5 遺構外出土遺物
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第78図 遺構内出土遺物 (5)



V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡
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第79図 遺構内出土遺物 (6)



5 遺構外出土遺物
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遺構内出土遺物 (7)
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5 遺構外出土遺物
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第32図 遺構外出土土器 (縄文・弥生 2)
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5 遺構外出土遺物
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第84図 遺構外出土土器 (縄文・弥生 4)
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哄
部

田
代
痕

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

Ⅵ
B9
a

Ⅳ
層

沐
口
縁
～
底
部

口
縁
部
:ナ
デ
胴
部
～
底
部
:L
R横

ケ
ズ
リ
→
ナ
デ

Ⅵ
B9
b

Ⅳ
層

一 更
口
縁
～
肩
部
(1
56
)

口
唇
部
:沈
線
1回
縁
部
～
肩
部
:ミ
ガ
キ

ガ
キ

Ⅵ
B1
0b

Ⅲ
層
下

朱
鉢

口
縁
～
肩
部

口
唇
都
:沈
線
1、
二
股
突
起
(頂
部
に
沈
線
)

口
縁
部
:ミ
ガ
キ
肩
部
:L
R横

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

13
5～
13
7:
同
一
個
体

13
6
Ⅵ
B1
0b

Ⅲ
層
下

朱
鉢

口
縁
～
肩
部

口
唇
部
:沈
線
1、
二
股
突
起
(頂
部
に
沈
線
)

口
縁
部
:ミ
ガ
キ
肩
部
:L
R横

ナ
デ
。
口
縁
部
i沈
線
1

ユ3
5～
13
7:
同
一
個
体

上 3
7
Ⅵ
 B
10
b

Ⅲ
層
下

架
鉢

口
縁
～
肩
部

口
唇
郡
:沈
線
1、
二
股
突
起
(頂
部
に
沈
線
)

口
縁
部
:ミ
ガ
キ
肩
部
:L
R横

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

13
5～
13
7:
同
一
個
体

Ⅵ
B1
0b
・
10
c
Ⅳ
層
Ⅲ
層
下
深
鉢

口
縁
～
肩
部
(1
62
)

(9
9)
口
唇
部
:亥
1み
目
口
縁
部
、 肩
部
:L
R横

ナ
デ

○

Ⅵ
B1
7i

Ⅳ
層

〓 更
口
縁
～
肩
部

顕
部
:沈
線
1。
沈
刻
さ
れ
た
隆
帯
6単
位
肩
部
:ナ
デ
ナ
デ

壷
の
上
部
を
霊
に
転
用
か
。

Ⅵ
 B
21
o

Ⅳ
層

祭
鉢
P
底
部

網
代
痕

ナ
デ

Ⅵ
C5
k

架
鉢
P
胴
部

ナ
デ
?L
R横

ナ
デ

Ⅵ
 D
16
a

皿
層

果
鉢
P
月同
剖
`

ナ
デ
。
LR
横

チ
デ

Ⅵ
D1
8h

Ⅳ
層

果
鉢

底
部

(6
4)

LR
縦
、斜
め

ナ
デ

Ⅵ
 D
18
c

Ⅳ
層

朱
鉢

甍
郡

(1
32
)
(4
2)
ナ
デ

ナ
デ

Ⅵ
D1
8c

Ⅳ
層

士 軍
肩
部
?

ナ
デ

ナ
デ

Ⅶ
 G
13
c

Ⅲ
層

果
鎌

桐
ξ
Б
 L
R:
ヨ
コ

ナ
デ

Ⅶ
 G
15
h

Ⅲ
b層

朱
鉢

口
縁
～
底
部
(1
93
)
(1
14
)
(7
5)
口
唇
部
:押
圧
→
小
波
状
口
縁
。
ナ
デ
、
LR
斜
め

ナ
デ

Ⅶ
 G
15
h

Ⅲ
b層

朱
鉢

口
縁
～
底
部
(1
24
)

失
起
4単
位
?L
R斜
め
 
縄
文
摩
減
激
し
ヤ

ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
:沈
線
l

Ⅶ
G1
5h

Ⅲ
b層

曳
鉢

口
縁
～
胴
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
:沈
線
1

Ⅶ
 G
15
h

Ⅲ
b層

と 亜
肩
部
～
胴
部

(1
42
)
ナ
デ

ミ
ガ
キ

Ⅶ
H5
f

Ⅲ
層

〓 霊
肩
部

ナ
デ

ナ
デ

15
1～
15
3,
同
一
個
体

Ⅷ
F1
5h

Ⅲ
層

幸 更
肩
都

ナ
デ

ナ
デ

15
1～
15
3,
同
一
個
体

Ⅶ
 H
15
a・
f

Ⅷ
 F
15
h

Ⅲ
層

孝 亜
肩
部

ナ
デ

ナ
デ

15
1～
15
3,
同
一
個
体

Ⅶ
H5
f、

Ⅷ
 H
15
a・
f

Ⅲ
層

脚
付
皿
口
縁
～
底
郡

ナ
デ
?

ヨ
コ
ナ
デ

15
5
Ⅷ
F2
ビ

Ⅲ
層

沐
P

口
縁
部

ナ
デ
?

ナ
デ
?

Ⅷ
F2
宮

Ⅲ
層

沐
?

口
縁
部

ナ
デ
?

口
縁
部
:沈
線
l 
ナ
デ

15
7
Ⅷ
F3
f

Ⅲ
層

深
鉢

胴
部

ミ
ガ
キ
。
RR
縦

ミ
ガ
キ

Ⅷ
F3
f

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
。
RL
斜
め

ナ
デ

Ⅷ
F3
f

Ⅲ
b層

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
?

ナ
デ

1箇
所
穿
孔
6

Ⅷ
F3
 1
・
n

ベ
ル
ト
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
。
LR
横

ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
:沈
線
1

2号
住
居
坦
上
に
混
入

Ⅷ
F3
 1
n

3層
深
鉢

月同
青
ト

LR
縦

ナ
デ

2号
住
居
埋
上
に
混
入

り 　 離 蔀 準 Ｅ 卜 齢 さ
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No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位

日
径
(c
m)
底
径
(c
m)
器
高
(c
m)

外
面
調
整

内
面
調
整

煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外 面
内 面

Ⅷ
F4
e

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

不
明

不
明

Ⅷ
F4
e

Ⅲ
層

深
鉢

顕
部

ナ
デ
。
縄
文
不
明

ナ
デ

Vl
lF
 4
 e

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ

ul
F 
5宜

5層
朱
鉢

口
縁
部

摩
滅
が
激
し
く
不
明

ナ
デ

5号
住
居
坦
土
に
混
入

84

Ⅷ
F5
宜

5層
曳
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ

テ 号
住
居
埋
土
に
混
入

84

Ⅷ
F5
h

Ⅲ
層

磯
鉢

口
縁
部

ナ
デ
。
口
唇
部
:沈
線
1。
突
起
に
刻
み
目

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

16
8
Ⅷ
F5
h

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
。
口
唇
部
:刻
み
目

ナ
デ

内
外
面
黒
色
(内
面
一
部
剥
落
)

Ⅷ
F5
i

Ⅲ
層

高
郭

台
ナ
デ

ナ
デ

Ⅷ
F5
i

Ⅲ
層

深
鉢

胴
部

ナ
デ
。
RL
斜
め

ナ
デ

Ⅷ
H5
f

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

口
唇
部
:押
圧
→
小
波
状
口
縁
。縄
文
原
体
不
明
。

ナ
デ

Ⅷ
H1
5f

Ⅲ
層

架
鉢

口
縁
郡

口
唇
部
:刻
み
日
 
口
縁
部
、 肩
部
:L
R横

ナ
デ

17
3
Ⅷ
H1
51

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
?

ナ
デ

縄
文
部
分
は
、 摩
滅
が
激
し
ヤ

Ⅷ
H1
5f

Ⅲ
層

浅
鉢

口
縁
部

口
唇
部
:沈
線
1

ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
:沈
線
2

17
5
Ⅷ
H1
51

Ⅲ
層

浅
鉢

口
縁
部

口
縁
部
:ナ
デ
 
ロ
唇
部
:沈
線
l

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

84

Ⅷ
H1
5f

Ш
層

浅
鎌

口
縁
部

(1
44
)

ナ
デ
。
口
唇
部
突
起
(2
個
)6
単
位
?

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

17
7
Ⅷ
H1
5f

Ⅲ
層

四
脚
付
浅

鉢
口
縁
部

ミ
ガ
キ
。
口
唇
部
:沈
線
ユ

ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
:沈
線
1

Ⅷ
H1
5f

Ⅲ
層

四
脚
付
浅

鉢
底
部

(2
8)
ナ
デ

ミ
ガ
キ

Ⅷ
H1
5,
10
g、
6号

溝

Ⅲ
層
下
、坦

土
深
鉢

口
縁
～
底
部
(1
96
)

ナ
デ
。
口
唇
部
:突
起
、
2種
。
沈
線
1。
LR
斜
め

ナ
デ

18
0
Ⅷ
 H
15
宮

Ⅲ
層
下
深
鉢

胴
部
～
底
部

LR
横

ナ
デ

84

Ⅷ
 H
15
宮

Ⅲ
層
下

深
鉢

底
部

(2
8)
ナ
デ
。
LR
斜
め

ナ
デ

Ⅷ
 H
15
宣

Ⅲ
層
下

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
。
日
唇
部
:刻
み
目
。
LR
横

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

Ⅷ
H1
5h

Ⅲ
層

浅
鉢
P
口
縁
部

ナ
デ
。
口
唇
部
:沈
線
1

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

Ⅷ
H1
5h

Ⅲ
層

浅
鉢

口
縁
部

ミ
ガ
キ
。
口
唇
部
:沈
線
l 
LR
横

ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
:沈
線
ユ

内
外
面
黒
色

Ⅷ
H1
5i

Ⅲ
層
?
一 軍

顕
言
Б

ミ
ガ
キ

ナ
デ

18
6
Ⅷ
H1
6

Ⅲ
層

深
鉢
]縁
吉
Б

口
唇
部
:刻
み
目
。
LR
斜
め

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

Ⅷ
H1
6

Ⅲ
層

深
鉢
?
]縁
言
Б

ナ
デ
。
日
唇
部
:突
起
。 刻
み
。

ナ
デ
。
口
縁
部
:沈
線
1

)は
口
径
・
底
径
が
推
定
値
、
器
高
が
残
存
値
。

第
11
表
 
古
代
土
器
観
察
表

く 　 】 淋 Ｈ ・ 日 離 瞬

― 騨 ∞ Ｐ Ｉ

No
出
土
地
点

層
位

種
類
器
種

部
位
日
径
(c
m)
底
径
(c
m)
器
高
(c
m)

外
面
調
整

内
面
調
整

底
部

備
考

図
肋
写
図

1
1号
住
居

床
面

土
師
器
イ

口
縁
～
底
部
(1
34
)
(4
9)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(縦
)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(縦
)

→
黒
色
処
理

非
ロ
ク
ロ
成
形

雅

1号
住
居

床
面

土
師
器
不

口
縁
～
胴
部
(1
34
)

65
)
ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

非
ロ
ク
ロ
成
形
。
黒
色
処
理
剥

落

1号
住
居

床
面

土
師
器
奏

口
縁
～
底
部

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(縦
)

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

内
面
:胴
部
中
央
部
か
ら
頸
部

に
か
け
て
ス
ス
付
着
、輪
積
痕

明
瞭



No
出
土
地
点

層
位

種
類
器
種

部
位
日
径
(c
m)
底
径
(c
m)
器
高
(c
m)

外
面
調
整

内
面
調
整

底
部

備
考

図
版
写
図

4
1号
住
居
床
面
、
カ
マ
ド
周

辺
、2
層
、 貼
床
土
師
器
奏

口
縁
～
底
部
19
8

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
体
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(縦
)

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)ヘ
ラ
ナ
デ
木
莱
痕
輪
積
痕
明
瞭

5
l号
住
居
床
面
、
2層

土
師
器
奏

口
縁
～
胴
部
(1
82
)

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
体
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(縦
)

口
縁
都
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)ヘ
ラ
ナ
デ
木
葉
痕
輪
積
痕
あ
り
。
図
面
上
で
復
元

6
l号
住
居

末
面

土
師
器
球
胴
甕
口
縁
～
底
部

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
 
胴
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

下
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(縦
)

体
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)ヘ
ラ
ナ
デ

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

胴
部
iヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

非
ロ
ク
ロ
成
形

2号
住
居
ベ
ル
ト
、埋
±
1層
土
師
器
郭

口
縁
～
胴
部

ヨ
コ
ナ
デ
→
一
部
ヘ
ラ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
外
面
黒
色
処
理

2号
住
居
ベ
ル
ト

土
師
器
邦

口
縁
部

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
一
部
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理
。焼
成
不
良

2号
住
居
2層

土
師
器
イ

胴
部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

胴
部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
外
面
黒
色
処
理

2号
住
居

床
面

土
師
器
イ

口
縁
～
胴
部

口
縁
～
胴
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

2号
住
居
6層

土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
(1
45
)

(1
40
)
口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
→
一
部
ハ
ケ
メ
(縦
)

胴
部
:ハ
ケ
メ
(縦
)

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
:ハ
ケ
メ
(横
)

輪
積
痕
あ
り

2号
住
居
ベ
ル
ト

土
師
器
養

口
縁
～
胴
部

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
 
胴
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(縦
)

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

輪
積
痕
あ
り
。
口
縁
部
外
面
に

ヘ
ラ
エ
具
痕

2号
住
居
ベ
ル
ト

土
師
器
奏

口
縁
部

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

2号
住
居

床
面

土
師
器
羹

口
縁
部

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
 
肩
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(縦
)

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

肩
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

口
縁
部
外
面
に
ヘ
ラ
エ
具
痕

2号
住
居
′ ミ
フレ
ト

土
師
器
奏

回
縁
部
～
要
部

回
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
 
頸
部
iヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ
ヨ
コ
ナ
デ
→
一
部
ヘ
ラ
ナ
デ

暁
成
不
良
及
び
口
縁
部
焼
歪
み

2号
住
居
ベ
ル
ト

土
師
器
発

頸
部
～
胴
部

頸
部
:ヨ
コ
ナ
デ
 
肩
～
胴
部
ヘ
ラ
ナ
デ

顕
部
:ヨ
コ
ナ
デ
 
胴
部
:ヘ
ラ
ナ
デ

輪
積
痕
あ
り

3号
住
居
検
出
面
、埋
±
3

5層
土
師
器
杯

口
縁
～
底
部
(1
42
)
(4
2)

口
縁
～
胴
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
回
転
糸

切
り
無

調
整

3号
住
居
険
出
面
、坦
±
2層
土
師
器
郭

口
縁
～
底
部
(1
50
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
糸 無
転 り 整

回 切 調

3号
住
居
3層

土
師
器
イ

口
縁
～
底
部
(1
42
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸

切
り
無
調
整

3号
住
居
5層

土
師
器
郭

口
縁
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

糸 無
転 り 整

回 切 調

3号
住
居
検
出
面
、埋
±
3層
土
師
器
高
台
付
lT
N
口
縁
～
底
部
(1
62
)
曾
働

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

3号
住
居
5層

須
恵
器
イ

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
住
居
検
出
面
、埋
±
3層
土
師
器
奏

口
縁
～
底
部
(1
56
)

口
縁
～
胴
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
縁
～
底
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
回
転
糸

切
り
無

調
整

3号
住
居
5層

土
師
器
奏

口
縁
～
底
部
(1
48
)

(1
28
)
口
縁
～
胴
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
縁
～
底
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
回
転
糸

切
り
無

調
整

3号
住
居
検
出
面
、埋
±
3

5層
土
師
器
甕

口
縁
～
底
部

口
縁
～
胴
部
中
央
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

胴
中
央
～
底
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(縦
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
住
居
検
出
面
、
5層

土
師
器
奏

口
縁
～
胴
部
(2
30
)

(1
77
)
口
縁
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

胴
都
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
ー
ベ
ラ
ナ
デ
(縦
)

口
縁
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

胴
部
:ヘ
ラ
ナ
デ

3号
住
居
埋
±
3層

土
師
器
甕

胴
部
～
底
部

胴
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

胴
部
～
底
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ

糸 征 ヽ

転 り 整

回 切 調

り 　 肺 謙 】 臣 卜 肺 導

ｌ ｗ ∞ ］ ―



No
出
土
地
点

層
位

種
類
器
種

部
位
日
径
(c
m)
底
径
(c
m)
器
高
(c
m)

外
面
調
整

内
面
調
整

底
部

備
考

コ
版
写
図

3号
住
居
険
出
面
、
3・
5層
土
師
器
奏

胴
都
～
底
部

(2
82
)
胴
部
iロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

罰
部
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

3号
住
居
埋
上
3層

土
師
器
甕

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
住
居
埋
±
3層

土
師
器
琵

胴
部
～
底
部

(1
00
)
(1
38
)
B同
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

胴
部
中
央
:ヨ
コ
ナ
デ

胴
部
下
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(縦
)

3号
住
居
5層
、
埋
±
3層
土
師
器
甕

嘆
部

(7
8)
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

4号
住
居

埋
土

土
師
器
奏

口
縁
～
肩
部

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
 
肩
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(縦
)

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

肩
部
:ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

肩
の
段
が
明
瞭

5号
住
居
床
面
焼
土
付
近
須
恵
器
発

肩
部

タ
タ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
(一
部
タ
タ
キ
)

77

1号
焼
成
遺
構
坦
土

土
師
器
郭

口
縁
部

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

lΠ
部
下
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、一
部
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理
。 胴
部
に
明
瞭

な
段
あ
り
。

1号
焼
成
遺
構
埋
±
1層

土
師
器
奏

英
言
Б

不
明

糸 無
転 り 整

回 切 調
内
面
剥
落

1号
焼
成
遺
構
坦
±
1層

土
師
器
琵

同
部
～
底
部

(1
■
0)
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(縦

)
ヘ
ラ
ナ
デ
(横
)

6号
溝

坦
土

須
恵
器
奏
?
顔
言
ト

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

17
号
溝

埋
土
上
面

土
師
器
不

]縁
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
ー
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

Ⅵ
B9
a

Ⅲ
b層

須
恵
器
杯

]縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ⅷ
F2
宜

Ⅲ
層

土
師
器
郭

口
縁
～
胴
都

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(横
)→
黒
色
処
理

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(縦
)→
黒
色
処
理

内
外
面
と
も
黒
色
処
理

Ⅷ
F2
宜

Ⅲ
層

土
師
器
不

口
縁
部

桐
都
:ナ
デ
、
下
部
:ヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

胴
部
に
段
あ
り
。

Ⅷ
F7
o

Ⅲ
層
、
カ
ク
ラ
ン
土
師
器
甕

口
縁
部

(1
56
)

(5
6)
口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
 
肩
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(縦
)
日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
 
肩
部
Iヘ
ラ
ナ
デ

Ⅷ
F7
o・
8o
カ
ク
ラ
ン
、
Ⅲ
層
土
師
器
奏

同
都
～
底
部

(1
66
)
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

底
部
中
央
部
に
指
圧
痕

Ⅷ
F2
宮

Ⅲ
層

土
師
器
エ
チ
ュ
ア
氏
部

(3
2)
不
明

不
明

丸
底

Ⅷ
F4
h

Ⅲ
層

土
師
器
エ
チ
ュ
ア

:吾
Ь

ナ
デ

ナ
デ

Ⅷ
H1
5f

Ⅲ
層

土
師
器
ミ
ニ
チ
ュ
ア
口
縁
～
底
都

ナ
デ

ナ
デ

※
( 
 )
は
口
径
・
底
径
が
推
定
値
、
器
高
が
残
存
値
。

第
可
2表
 
土
製
品
観
察
表

垂
れ
飾
り

く 　 聯 蔚 Ｈ 。 日 肺 堺

Ｉ Ｐ ∞ ∞ ―

No
出
土
地
点

層
位
長
さ
 (
cm
)
幅
(c
n)
厚
さ
 (
cl
ll
)
重
量

文
  
様

図
肪
写
図

Ⅷ
F3
宜

Ⅲ
層

円
盤
状
土
製
品

No
出
土
地
点

層
位
長
さ
(c
m)
幅
(c
n)
厚
さ

重
量
(質
)

文
  
様

図
版
写
図

Ⅷ
F3
f

Ⅲ
層

(4
4)

RL
縦

Ⅷ
H5
f

Ⅲ
層

LR
斜
め



1 
  
  
第
12
表
 
土
製
品
観
察
表

無
  
 
  
土
錘

|

第
13
表
 
陶
磁
器
観
察
表

第
14
表
 
石
器
観
察
表

No
出
土
地
点

層
位

長
さ
 (
cm
)
幅
(c
n)
厚
さ
(c
n)
重
量

文
 
様

図
b
写
図

20
0
Ⅷ
F5
i

Ⅲ
層

伽 　 離 蔀 準 離 肝 肺 導
不
明 N
o

出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量
(宣
)

文
 
様

図
版
写
図

7
1号
住
カ
マ
ド

覆
土
中

26
5

09
0

8
1号
住
カ
マ
ド
燃
焼
部
燃
焼
部
中

22
0

埋
土

05
0

Ⅷ
H1
5
f

Ⅲ
層

(7
40
)

(6
60
)

(0
40
)

27
90

※
( 
 )
は
残
存
値
。

No
出
土
地
点

層
位
材
質
分
類

器
種

部
位

計
測
値
(c
m)

装
飾

胎
土

推
定
製
作
地

時
期

備
考

図
版
写
図

口
径
底
径
器
高
絵
付
・
釉
薬

文
様

6号
土
抗
埋
±
1

磁
器

皿
虞
部

透
明
釉

見
込
み
蛇
の
目
和

剥
ぎ

白
色

肥
前
系

18
世
紀

ロ
ク
ロ
削
り
高
台

2

6号
土
坑
埋
土
ユ

陶
器

皿
]縁
吉
る

天
釉
(緑
)

褐
灰
色
(密
)
在
地
産

19
世
紀

2

6号
上
坑
埋
土

陶
器

碗
口
縁
部

天
釉

灰
色
(密
)
大
堀
相
馬
18
世
紀

2

6号
土
坑
埋
±
3

陶
器

悟
鉢

口
縁
部

鉄
釉

灰
色
(粗
)
在
地
産

19
世
紀

2

6号
土
坑
埋
±
2
磁
器

紅
皿

胴
部
～
底
部

内
面
:白
磁
釉
外
面
:菊
花
文
白
色

肥
前
系

19
世
紀
前
半

外
面
:無
釉

2

6号
土
坑
埋
土
ユ
ガ
ラ
ス
お
は
じ
き

不
明

不
明

計
測
値
:長
さ
X幅
×

厚
さ

2

上
1号
溝
埋
土
下

陶
器

皿
口
縁
部

天
和
(緑
)

掲
灰
色
(粗
)
瀬
戸
・
美
濃
16
世
紀

2

1号
墓
壊
埋
土

陶
器

碗
氏
部

透
明
釉

淡
責
白
色
(密
)
肥
前
系

18
世
紀
前
半

故
意
に
打
ち
欠
い
て
し

る
。

2

7号
墓
娯
埋
土

陶
器

宛
一 氏

透
明
釉
(緑
)

炎
責
白
色
(密
)
lB
前
系

17
後
半
～
18
前
半
故
意
に
打
ち
欠
い
て
い
る
。

2

11
号
墓
壊
埋
土

陶
器

碗
天
釉

灰
白
色
(密
)
大
堀
相
馬
18
世
紀

2

■
号
墓
姫
埋
土

陶
器

悟
鉢

ヨ
縁
部

鉄
釉

明
褐
色
(粗
)
在
地
産

19
世
紀

2

Ⅷ
 H
 1
4c
カ
ク
ラ
ン
磁
器

皿
真
言
ト

染
付
圭 目

白
色

肥
前
系

17
世
紀
前
半

高
台
砂
目

2

※
( 
 )
は
口
径
・
底
径
が
推
定
値
、
器
高
が
残
存
値
。

No
器
種

出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
ll
l)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量

石
質
・
産
地
・
時
代

備
考

図
肪
写
図

敲
石

1号
土
坑

底
面

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期

砥
石

14
号
土
坑

1層
13
72
6
デ
イ
サ
イ
ト
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

石
鏃

21
号
土
坑

里
土

赤
色
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀



No
器
種

出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量
(g
)

石
質
・
産
地
・
時
代

備
考

図
版
写
図

打
製
石
斧

6号
澪

埋
土

72
37
買
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期

番
石
類

8号
溝

埋
土
下
部

52
20
デ
イ
サ
イ
ト
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
二
紀

20
2
石
鏃

Ⅵ
B9
b

Ⅳ
層

頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

20
3
百
鏃

Ⅵ
C 
14
 x

カ
ク
ラ
ン

02
1

頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

石
鏃

Ⅶ
G 
14
 c

Ⅲ
層

26
4

赤
色
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

石
鏃

Ⅶ
H 
20
 m

Ⅳ
層
上

(1
75
)

(1
10
)

02
6

頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
二
紀

石
鏃

Ⅷ
F3
f

Ⅲ
層

25
5

頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
二
紀

石
鏃

Ⅷ
G 
12
 f

カ
ク
ラ
ン

32
0

18
0

頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
二
紀

石
箆

Ⅳ
B5
c

Ⅳ
層

58
18
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

20
9
lB
製
石
斧

Ⅵ
A8
1

Ⅲ
b層

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
 
北
上
山
地
 
中
生
代
白
亜
紀

Fl
製
石
斧

Ⅵ
B 
21
 n

Ⅳ
層

69
06
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
 
北
上
山
地
 
中
生
代
白
亜
紀

打
製
石
斧

Ⅵ
B 
21
 n

Ⅳ
層

53
27
デ
イ
サ
イ
ト
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
二
紀

21
2
灯
製
石
斧

Ⅵ
B 
21
 n

Ⅳ
層

12
5

デ
イ
サ
イ
ト
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

※
( 
 )
は
残
存
値
。

第
15
表
 
石
製
品
観
察
表

No
器
種

出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)

厚
さ
(c
n)

重
量

石
質
・
産
地
・
時
代

備
考

図
肪
写
区

独
鈷
石
?

Ⅵ
B9
a

Ⅳ
層

27
33
玄
武
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
二
紀

石
刀

Ⅵ
B 
10
 b

Ⅲ
層
下

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期

第
16
表
 
金
属
遺
物
観
察
表

く 　 】 蔚 Ｈ ・ 口 肺 事

Ｉ Ｐ ∞ 伽 ―

No
出
土
地
点

層
位

器
種

素
材

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量

偏
考

図
b
写
区

9
1号
住

2層
鎌

鉄
14
28

44
0

96
70
幅
は
最
大
幅

7号
墓
壊

埋
土

煙
管
(雁
首

銅
66
5

7号
墓
媛

埋
土

管
吸
口
)
銅

75
0

8号
墓
壊

埋
土

煙
管
雁
首

銅
57
5

10
号
墓
壊

里
土

煙
管
雁
首

銅

10
号
墓
崚

埋
土

煙
管
吸
口

銅
62
0

10
号
纂
嬌

埋
土

板
状
鉄
製
品

鉄
66
5

27
5

08
5

20
26

10
号
墓
竣

埋
土

蝶
番
?

鉄

久
番

金
属
遺
物
保
存
処
理
前
に
93
が
二
つ
に
分
か
れ
る
も
の
と
判
断
し
掲
載
番
号
を
付
し
た
た
め
。

15
号
墓
渡

埋
土

煙
管
(吸
口
)
飼

(5
11
11
)

(1
15
)

00
3

18
0

Ⅵ
E 
18
 c

Ⅳ
層

煙
管
(吸
口
)
鋼

※
( 
 )
は
残
存
値
。



Ｉ Ｐ ∞ ⇔ ―

第
16
表
 
金
属
遺
物
観
察
表

９ 　 肺 離 】 臣 卜 離 導

墓
羨
内
出
土
銭
貨

No
出
土
地
点

層
位

銭
名

素
材

銭
径
ω
/∈
)(
�
勺
径
⑥
/1
Dl
 l
l―
銭
厚
(m
m)
量
目
(貿
)

備
考

図
版
写
図

3号
墓
城

埋
上
下

寛
永
通
宝

銅
24
36

08
4～

25
9

3号
墓
壌

里
上
下

寛
永
通
宝

銅
09
3～

27
3
江
戸
亀
戸
村
鋳
(初
17
00
)厚
肉
抱
寛

3号
墓
娠

理
上
下

寛
永
通
宝
?

銅
21
77

12
1～

3号
墓
城

里
上
下

寛
永
通
宝

銅
22
37
22
38
18
27

09
2～

江
戸
亀
戸
村
鋳
(初
鋳
17
08
)勤
永
 
量
目
は
錆
を
含
む
。

7七
墓
娠

里
土

寛
永
通
宝

鉄
12
9～

張
一
文
銭
(1
73
9～
18
67
)。
4枚
。

8号
纂
境

埋
土

電
永
通
宝

銅
09
6～

工
戸
亀
戸
村
鋳
(初
鋳
17
08
)勤
永
広
寛

8号
墓
壊

埋
土

寛
永
通
宝

24
73
24
68
96
9
19
55
13
5～

江
戸
亀
戸
村
鋳
(初
鋳
17
00
)正
永

8号
墓
竣

埋
土

寛
永
通
宝

70
5

09
7～

■ 「
寛
永
(1
63
6～
16
59
)

8号
墓
媛

埋
土

竜
永
通
宝

24
07

19
75
11
9～

=寛
永
(1
63
6～
16
59
)

H号
墓
羨

埋
土

寛
永
通
宝

銅
23
82
24
35
98
5
18
77
12
4～

29
1

98
11
号
墓
羨

埋
土

寛
永
通
宝

銅
12
3～

H号
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V 舟渡 I・ Ⅱ遺跡

(6)煙   管

Ⅵ E18cグ リッド第Ⅳ層上面から215が出上した。215は煙管吸口である。対応する雁首は調査区内

からは出土しなかったため、詳細の時期は不明であるが18世紀前半以降に属するものと思われる。

215が出上した周辺は民家等が昭和時代まで存続し、地形改変等が幾度となく加えられた区域である。

ま  と  め

遺跡が所在する地形は、北上川左岸に形成された自然堤防上であるが、北上川に向かって注いでい

たものと推測される旧沢跡等が見られ、この自然堤防上にも微かな起伏がある。遺構は起伏の高低に

関わらず検出された。遺物は、基本土層第Ⅲ層からが最も多く出土した他、第Ⅳ層上面からも出土し

ている。

調査は、従前の舟渡 I及びⅡ遺跡の範囲に加え隣接地も対象とした。その結果は、旧来の遺跡範囲

に納まるものではなく、出土遺物及び遺構等の時期も類似 していたことから、調査成果のまとめにつ

いても、時代毎に一つの遺跡として考察することとする。

(1)縄 文 時 代

微量ではあるものの、中期末葉から晩期終末までに属するものと思われる遺物が、基本土層第Ⅲ層

から出土した。しかし、縄文時代に構築されたと思われる遺構は検出されなかった。発掘調査に先立

って県教育委員会生涯学習文化課が実施した試掘調査においても、後晩期の遺物は出上しているが、

遺構は検出されていない。調査区外に竪穴住居跡等の遺構が所在していると思われる。

(2)弥 生 時 代

大コンテナ約 3箱分の遺物が出上し、弥生時代に属すると思われる 1～ 3号土坑、 1号溝が検出さ

れた。 l号土坑からは、弥生時代前期に属する土器片、焼粘土塊、敲打石が出上し、埋上の一部に十

和田b火山灰と思われる灰白色粒子が微量に含まれていた。貯蔵穴あるいは墓壊の可能性があると思

われる。 2号土坑は、出土遺物から弥生時代中期に構築されたものと思われるが、調査区境界で検出

されたため、完掘しておらず用途は不明である。 3号土坑からは遺物は出土していないが、フラスコ

状の断面形をしており、貯蔵穴の可能性があると思われる。弥生土器は、当該時期に構築された遺構

から出土したもの、他時代に構築された遺構に混入したもの、遺構外から出土したもので、時期につ

いては、弥生時代前期前半～中期中葉に属するものと思われるが、ほとんどが弥生時代前期のもので

あった。弥生土器は調査区全体から出上しているが、 1・ 3号土坑が検出された区域周辺のⅢA・ Ⅳ

A大グリッドからも弥生時代前期の上器が比較的多く出土し、 2号土坑が検出されたⅧG大グリッド

に隣接したⅧFoⅧ H大グリッドからも数多 く出土している。遺構が検出されていること、遺跡の立

地が頚似している野沢Ⅱ遺跡から弥生時代の竪穴住居跡が 1棟検出されていることなどから、調査区

外ではあるため推定の域を出ないが、ⅢA・ ⅣA大グリッド隣接区域、ⅧF～ⅧH大グリッド隣接区

域の 2箇所に当該期の集落が所在している可能性があると思われる。
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6 まとめ

(3)古   代

竪穴住居跡 5棟、焼成遺構 1基が検出された。検出された竪穴住居跡は、同時に存在 していたので

はなく、時期差があると思われる。出土遺物と共伴関係からから 1・ 2号住居は 8世紀、 5号住居は

8世紀～ 9世紀前半、 3。 4号住居は 9世紀に属すると思われる。 2号住居跡についてであるが、カ

マ ド及び燃焼部等の痕跡すら検出されていない。しかしながら、焼土、炭化物及び炭化材 (ク リ)が

床面の広範囲で検出されている。住居壁面等に火を受けたと思われる痕跡は確認できなかった。検出

状況から焼失住居であると思われるが、詳細は不明である。 3～ 5号住居跡は一部のみの精査であっ

た。 1号焼成遺構は4号住居廃絶後に構築されている。隣接する野沢Ⅱ遺跡からは焼成遺構が 5基検

出され、1～ 4号焼成遺構は概ね竪穴住居跡分布域で検出されている(岩文振埋文セ2010)。 検出状況。

立地等から1号焼成遺構は土器焼成遺構の可能性があるが、野沢Ⅱ遺跡で検出された焼成遺構とはそ

の平面プランにおいて相達している。 1～ 5号住居は、ⅧF大グリッドの比較的標高の高い畑地及び

水田から、互いに隣接して検出されている。このことに加え、遺構外から出上した古代土器の約75%

が同大グリッドから出土していることも考え合わせると、当該区域は本遺跡における 8～ 9世紀にか

けて営まれた集落の中心域であると推定される。

(4)近 世 以 降

堤防構築 (昭和40年代頃)以前まで民家等が所在していた区域を中心に近世に属する土坑、柱穴状

土坑、溝、墓媛が検出された。墓壊16基は比較的標高の高い荒地で検出され、この場所にあった墓地

は耕地整理前に改葬したとの話を地元で聞いたが、今回の調査で検出された墓壊は改葬されずに残っ

たものであると思われる。出土遺物から、この区域は、江戸初期から幕末 。明治期にかけて墓地とし

て使用されていたものと思われる。11号溝からは16世紀に属すると思われる瀬戸・美濃産陶器皿の口

縁部片が出土し、 6号土坑から18～ 19世紀に属する遺物も出上していること等から、16世紀から現

代までも集落が営まれていたと思われる。

以上のことから、本遺跡は、複数の時代に集落が営まれていた場所であることがわかった。また、

時代毎でその中心域が変遷していたと推定される。最後であるが、複数年にわたる発掘調査で得られ

た資料は、大切な共有財産であり、本遺跡を含めた地域の歴史を紐解く一助となっていくものと思う。
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写真図版 17 3'4号 溝跡
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6号溝平面 (SE→ )

写真図版 18 5。 6号溝跡
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写真図版 19 7～ 9号溝跡
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写真図版 20 遺物出土状況
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写真図版 22 基本土層
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写真図版 23 1号住居跡
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写真図版 24 1号住居跡
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写真図版 25 2号 住居跡

苺

す
が

舛

lI為 ,

2号住居跡平面 (NW→ )

- 167 -



舟
渡
Ｉ

・
Ⅱ
遺
跡

貼床断面NE― SWベル ト (NW→ )

貼床断面 SE一 NWベル ト (NE→ )

完掘平面 (NW→ )

-168-

写真図版 26 2号住居跡
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写真図版 27 3号住居跡
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写真図版 28 4・ 5号住居跡
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写真図版 29 1号焼成遺構、 1号焼土
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写真図版 30 1～ 4号土坑
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写真図版 31 5～ 8号土坑
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写真図版 32 9号 ～ 12号土坑
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写真図版 33
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写真図版 34 17～ 20号土坑
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写真図版 35 21～ 23号土坑
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写真図版 36 1～ 3号溝跡
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写真図版 37 4・ 5号溝跡
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写真図版 38 6 7号溝跡
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写真図版 39 8。 9。 13号溝跡
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写真図版 40 10～ 12号溝跡
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写真図版 41 14～ 16号溝跡
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写真図版 42 17・ 18号溝跡
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写真図版 43 20。 21号溝跡
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写真図版 44 19・ 22・ 23号溝跡
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写真図版 45 24～ 26号溝跡
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写真図版 46 27～ 29号溝跡
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写真図版 47 30。 31号溝跡
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写真図版 48 1～ 6号墓嫉
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写真図版 49 7～ 11号墓墳
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写真図版 50 12～ 16号墓壊 。墓域全景
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写真図版 51 遺構内出土土器 (1)
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写真図版 52 遺構内出土土器 (2)
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写真図版 53 遺構内出土土器 (3)
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写真図版 54 遺構外出土土器
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写真図版 55石器
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写真図版 58遺構内出土遺物 (2)
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写真図版 59遺構内出土遺物 (3)
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写真図版 60遺構内出土遺物 (4)、 遺構外出土土器 (1)
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写真図版 61遺構外出土土器 (2)
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写真図版 62遺構外出土土器 (3)
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写真図版 63遺構外出土土器 (4)、 土製品
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写真図版 64石器 (1)
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写真図版 65石器 (2)、 石製品、金属遺物 (1)
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写真図版 66金属遺物 (2)
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調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

のざわ2いせき
野沢 Ⅱ遺跡 岩手鷲i謎鈴

さらき ちわり
更木19地割79
-1ほ

か

�[E46-2306 度

分

秒

度

分

秒

2009,04.10

2009.08.05

4,500r正 経営体育成

基盤整備事

業更木新田

地区事業に

伴う緊急発

掘調査

ふなと1・ 2いせき
舟渡 I・ Ⅱ遺跡

いわてけんきたかみし
岩手県北上市

諜6濶側―
11まか

03206 �[E46-1390

�「E46-2314

度

分

秒

度

分

秒

2009.05,11

20091113

11,8471正

所収遺跡名 種別 おもな時代 おもな遺構 おもな遺物 特記事項

野沢Ⅱ遺跡 散布地 縄文・

弥生時代
竪穴住居跡 1棟
土坑 1基

縄文・弥生土器、石器、
石製品

弥生 。平安時代の集落跡

集落跡 平安時代 竪穴住居跡 4標
溝跡 1条

二 hf「喬、 //R思喬

近世以降 掘立柱建物跡 1塀
土坑 2基
井戸跡 1基
溝 8条
柱穴状土坑137個

性格不明遺構 1基

阿極器

舟渡 I・ Ⅱ遺跡 散布地 縄文・

殊生時代
土坑 3基
溝跡 1条

縄文・殊生土器、石鏃、
石製品

平安時代の集落跡、近世
墓地

集落跡 平安時代 竪穴住居跡 5標
焼成遺構 1基

土 H“喬、須思希、主製品、

金属遺物

近世以降 土坑20基

焼± 1基
溝跡30条

柱穴状土坑65個
墓壌16基

阿磁器、金属還物

要  約 今回調査を行った野沢Ⅱ遺跡、舟渡 I・ Ⅱ遺跡は縄文～近世まで断続的に利用されてきた複合遺跡で、

縄文～弥生時代は土器散布地、古代 。近世は集落跡であったことが判明した。
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